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IAI 焦点グロマトり｀、ラフぅ去 l ：：：吐分緯分析琺· (XVI) 
ジ）しコ:::::.ウムの挙勅

阪丈工辻誌践工 品)I)睦明，火吉昭，0 古昆一敬．，ぅ甫オりえ呑 松技聖，

／．焦、ぎ、 7 ロマトグラフ法を田いて）ジ）しコニウムの焦老、化を行な1,i,．緒、妾．l しおよび焦．老、
線の移動） i彰苓などの状桂を検討す b ことを目的としfく。

ぶ試料•1-;;H函砂］しコニウム 0.0ふM 溶液および‘q5ZYの卜しーサーぅ容夜（シュウ疏鋒·t長）に

凜硫酸と遥逮崇酸を加た／カロ熟し，シュウ酸鉛ゑを分醇したのち温酸 l<.か）塩化物溶液

を試粁として用いた。正極．液としては 0 、 I M溢酸， o. IM渓化ナトリウム，ヤ 3t:Iコ． 0. 

I M~麺変十 O. I fV1虔化ナトリウムの各穫渫合各夜を困ぃ）頁極夜の錯化背）Jとしては，ク

エン麟 NTA を豹いた。加電圧，面電時閏卑訊および員位知 PH の変化およひ‘‘
麟夜0)舒化刹の種頼を変化させてJジ）しコニウムの、箕斎、iI:..の表適条伸を検討しfく．焦、
虔、化の状態lゴアリザリン S によ b 柊色 2綬土しfく. 15ZY, #Nb "J息、ぎ、第1 キートラジ‘
犬ワ‘・ラフによって諭べ｀fく。さうに／ ＞（れらの凍、瑶；郭位のう戸紙庁しくついて放射躾将1、生を錮

べ‘1'sz凡 f5Nb を確毅し r<..

史駿条件として）ガ0愛圧ば s(J7) V~/.3tJ7J if J遥愛時間l2) 6 が 1...l-1}-, 18がおよび'‘¥
分とし rく。

.3.結果

3 ー／ ; 員掻濃に O. / M クエン酸(p H Iば）溶液を豹い）正極夜に 0、 IM~ IM壌

町（叩3 0、 I Mt糾ナトりウム）あ砂 l埠請麟虹滋を翁パ9騎， 応は着点位置
D‘ ら移誉j)しないで｀）加媛：圧 D‘．消5(. ならと羞ぎ．亭内？｀‘息、点、jしす b. fszY とfSNb の分雛 lゴお
e らなし）．

3 -土； 勇函知 0、 IMNTA< p H8、 I, 3 ％アン乏ニア忍知溶酵），正釦知

0、 I /V1遥酸を印fび騎l丸、也、老、化の位置 lコふ可 TI紐和胆槌したとさ，着虹紐に
あり, /0叩？｀｀(;;!)正極側に移勧す b b‘,、)、蕉受孔翠0‘ ら員給刺の方向に炉、点に力｀け？遥

絡飼：：：チー（）ングが見られ b ．し〇‘ゎ着点、部かに放冴請tの残年‘沼極吐られ b 。
1 （く，正紐応して 0、 IM壌化ナトリウムを困いf＜邁易合bl司じ榮動を禾す。
3 -3 ; 員給応して ().I M NT A (p H 象／， 3 %アン乏ニア疼疫~に透維） ／正抜

淡として()、 IM湛酸と 0 、 I M喝しナトリウムの康金夜の弔合、（a, 焦、紫、化の位置 lコ） IDoo 

V で lゆ晒競す b と，t巣化ナトリウムのt曾炉により正極制に移紗す b. rぼし．熊点処
線ぶ（）釦碩j方向に子一（）ングをともなう。滋酸惹度が増炉す b と着妾延くて‘‘焦点．iしす
b 鴎のがある。

3 -4 ; 員極知して/J.OSMNTA (p HS) 0. 4- %91<酸氾ナトりウム惑衣lく落醇）

，正釦知して 0、 !M磁しナトりウム凌汲を豹いf<t易合は．息、ぎ化の位蓑 lゴ 7ゆV 2`、!8

紅贔む壼す b と) 3 -..lの渇合と同じ‘結果を得らが‘‘、熊如しの 1k態 lむ—...lの方が｀次ート
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ラジ沢グラフ上明瞭な＿雲．！しを示す．

っさ‘ヽ（＜焦＿老、クロマトグラフ法によらか絲回の一例を示す。

3 -l の例 〶 0．t' M湿酸， eo、 I M IJエン醜過竜峙揺）危加愛圧ID 匹V。

〶璽］。
紅．o

3 -上の例 ( D. IM~誌敬， e o.IMNTA) 通飽時朗 l玲，加愛圧／0mV 。

，に I璽 I 。
+6.S ゜

3 -3 の列 ｮ 0、 I Mt藁酋灸： 0` IM塩i lしナトリウム＝ 4: 6, e o、 l MNTA) 

通逐時鳳崎，加釦正/0 ⑰V 。

④ t l□ | 。
十ぷg o 

3 -4 の刺 ｮ 0、 !M福化ナトリウム， e/)｀ otMN TA, 過愛蒔明 /8釘加迪圧 7⑰▽

⑥
 

e 
+3.7 ゜

さきに戸 P についマ、熊点．クロマトワ｀・ラフ法を行ったとき，ジ）しコニウムの挙彰）を多くの
他枝稚の共低で‘しくに噸篠l< とらえ b 峯がて‘｀きながったが本実験により｝冷の基礎的錮
査としての知見を構fく。
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IA2 黒奏ク U マトグラフ法 Iこよる分離分析法 (XVII)
照身寸ウランギの妊豆舟命核分裂生成物の分雄

灰大エ 晶川畦哨。大音話大音債美子

焦麦クロマトクラ 7 法にお・いて、通を媒体と L て庚洋ろ紙No タIJ方児I いる湯今討料ーの
ウラ;:: 1レイオソ（t /0一み訊航〇［か灰虔t"ガリ， それ）メ..t.の試＇料を用いると着奏舒から／iとんど

移動せず分離の岳音襄がよ〈ない．従末の硝酸ウラ ;::IレをJ紅 I (t/7ヽ1主テ史J X IO勺伍／心）て

2 雌·向棟紺した拭粁ではfi pの生崩量が少な〈試料の量約制限があ 1, f象入ペクト 11外 1-

／こよる分離枝穫の令折は比較的困藉であった。 そこで本研究て991オニ酸化ウラン／00 勺を

JRR -2 （国双 4 X /0心 n／'=IC祀）て zo 分肉照紺し／硝酸 Iこ溶解したものを試料として

魚虔ク U マ｝グラ 7ィーを行ぃ短寿命の F P. E 分離 L た。

錯化和］として！灯乳酸ちよび" /).ot;H NTI/ i容i夜ざ，錯絆誼和1）としてイオン強度が 0. l の

Na,CL i容改およひ" Na[L -HCL i昆合溶淡を用いた。通脅條（f It、平灼尼位勿配 4rァ／cm,

通常時間 /0~ /S-min, t l た．通覚伎ろ紙を乾煉し， z 加尻の中"{" tJJ断したもの/;ついて，

T. M e 綬4- oo チャネル波高絆析器｛こJリ九謀スペクトロメトリーを行い，核種の同足，放討化

単的純度のi刺定を行った。

分離結果の例をクtJ <トグラム（（）、位），（3), (4-)に示す．

(/) 

(2) 
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Division 

條件 蛉肝離和1 錯化Jrtj 通思痔向

(/) 0.IM. Aぶl,(pHH) ヽ05M. NTA(ヽ•H z,7) I.2尻in.

（え） ヽ0研． NaCl, ヽ砂MHC/(fH/.ツ ,, ', 

(3){).I 11. NaC l{f H 幻） I．ク M 卑酸（fH /.6) 
,, 

（If)ヽ a s- H. t/.,CL, P.OS-11.HCL (fH /.3} ク
,, 
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結果

I. 0.1 M NaCl -、{).5" M NTI/ （分離図／）
加

従来ヶ離が困椎て'•おフだ正極（印］の分野においての分難 1こ効度が必る。特／こ万/;/;JI色q係（方

て＇・はク離が十分てないが＂， この場合 1ま純秤/:分離し）る．芯 It鎧ァニオンとして秒勅し，

＂さf則 lころ｀を汚終しない。
2. il.0"H N叩、 0.o泣 HCL - a05 H NTA （分離回 2)

”m 竹？7 97 B9 ／ぷュ3?

正極創の雑威て｀ Tc 、 Mo, lr 、 Ni ,I, I, Npか 5 かる一つの息央線を形成する． この勅
毘と息奏線の秒動速度が｀小ざいのは，正昼i夜伸 9こ月る H CL Iこよるものと芹えられる． l 力 9

項桂の配刊 /1/負序は 1 /:史')がなく、上記の息長線の庄t"9房は正極に表・・し追ぃ位筐を占め
ることが認められた。

3. O. / 11 NttC l - /.OM 乳酸 （分離図 3)
1. との比較 lこよJ需の移動（こお‘サる錯化祈11 の彩霧 It l られないが，純粋 lこク‘者且すること

は出まながフだ。！？eh‘‘ 頁抽創へ秒勅するのが認めら心 （e の惜形成 lこお It~ N TA と乳酸の
差が着しいものと考えられる． NTA では認められないが乳酸の陽合には忍心a /J)ダ維が'
認められる．

'f-. o.05 M. N｢l, 0,09M HCl - I, O M 乳酸 （分誰図4-)

I I えの内係て＂も認められたが□ 唸を令むオー魚奏線の移勤に対すろIf Cl の効艮ヵ、著る
しく示ざれる． l’五はいずれのイ茶件 l: I フても，着奏部から移動 L ない． こ 4 荏什t`’,l 秒勤
はあずリ大ぎくばいが｀，非虚ド紐ぃ魚美線を形成している。

如'I'/ I立／33.IJ9,7

従束の 1RR-1 椛紺試料'"ついてナ分確認する：：とが・出まながった， Tc ，i1p, Te 、 I, Zr, 

如3 つりt, IKR-2 照討拭料て｀｀ I丈 r 線エネ lレギーと半滅期tがう確認するこどがて'、 3 た。
しかし半戒難が 6 n手向以内の枝種 lこついては，訊｀料匝射後の；令非峙阻ぉ、よ u·· 化学処理i・要

したりず向が約『皓由であっ七ため十分碓認することがむ＇をねがっだ。
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IA3 ぅヤ紐電気森怠h シ去による R. I の分紐（統装）
出が OH — Na22 の；永勅度

広島欠 理 山本勇麓 0青末逹
叶

山寺 映二

目的：凍者ら 1よ；ヤ釈危気泳きが去 IZ J 1/ ラシオコロイ... 17)挙勅 およひ放射牲枝瑾の介

雄に 7 ぃ·（一連の研究と行な，てV').,. <の啜 種々の rH にあ＇いて；永怠h を行うわ n である

が．水案ィオン 水酸ィオンなと17);,k勅速度と凋べること,;t基礎的な内題として重要と考

えられる。特に焦点クロマf. 7•• うフィは放射牲枝痩の迅速分誰 l2 3 ゎめ？角効tJ方シ広てあ b

1]、 こ(]\と 3 13 水素イオー．？農度の勾配I}、重恋．な内子となっている．：：のような＇点に着l:J. L 

て． 万能 PH 訊·椋紙をt差体として，t.ドロニウムイオン •,k 酸イオンおよひ昔通しの．‘f紙と17>

比専交の「こめ•Iz N：の咆気シ永を//約拳勤を囮べ Tz 。

完験：従束の通り． 手製の多曹ti.＇凍約装冒によ')史聡. E:行なっ r:.. Nac｣ 7：•イオン強度 E

o. I I ：：保ら．i皇々シ農度の Hel およ II- NaOH ぅ容；夜 12 つい？栓討し「こ．試料とオ執上に付着 3 c 

る方法と 硯易径曹， z H改i l.2 13 唸~極冒 1z NaOH l:入いる方法とについて比較 l r乙。沿＜動度の

検出 1J. H3 が 13 赤色． OH IJ紫色の I' ンドの位置£滋＇l 定する｀ーとによって行なっ「,.. Nご I1

直席0)ラジオオートク••ぅ 7ィによ，）検‘出し「こ．

純男： o 訊·料t :、ヤ執t. I 乙 r付着さ亡ると，河森~勅か進む\iつれて ず、色の，、ンドりヽ不群唄

になる。

＠竜和昇曹 Iz Hc｣ Jたは N1A. OH 溶液と入れ 赤色jには紫色の先璃1Jヽ；令卸用叩t品化、だ案漕 l こ

Jて迫ん「c -足ィ立霊ょ，） ぅ永卑f1 度の規II 定t行なう方法がよ＇）有効てある C

®竜圧，時向．；覆度なビかうi渇距雌 12 およぽす影響と検討しに．

200V~600V およひ" b 今～ 60 介で IJ. 水羨イ穴ンおよひ水酸 1 オンノの；永争／I 't§.離は．危圧 お
亭ょひ時間 12 叱例し これJ') ;"h 度と算出しに。例えば I N ?ｷｷ i;; ＞永勅if (C佑斥／c以／也c) ? 

ぁった． H3が（ 16 X l64c悧）， OH - (4. S X I 04 c州）， Nぶ (2.!, X 104 心） 出0十およひ OH ―

のパ勧内 13 水溶液て・電導度：／去によリ衣＇めらJ,\ r, 易勅霞のそれそ｝（約％00およ UM r· ある

o jた 濃度か哉，レ‘すれは凍勧度は）1\ 3 <.なる傾向 E,T、 L fz. これば．ぅヤ紙17>色免とのオ目

五作ft\ 12 よるものヒ角 L らi l る。 N/A> I:. ついて，l. 普通のうヤ秀氏J:.と 万能 PH 試·検紙l:..て• 9.;t 

殆んと・一致してお＇）． l f:. 0. Sch ier らのに学的方去により束＇められに｛直 (4.3 X I 0-1• げt)

(Prin ci pies ~叫 知l i c ll.tions 叶 Pa per Electrophoresis. P.166 < t'1 6 /)  ]とダ合んと＂一致 l (L ヽる，

-a 



I A4  沖紙危乳：永勅による R. I の分紐 （系互穀〉
連競泳和装盟の言代｀ 1乍と K I 令紐への応用

広島た 毘里 山本 マ
男 麓 0 青木 逢 村 L 湛＿子

目的： 一殷に用いられている電気泳勅岐置では泳雨h の；易が約 3D c飢てあ，マ．

わす•かに毘なる放射性該埋を介誼することは、＋ゎめて困帷てある．湮者らは下回の切き

連るも泳勧展置t訊 1 乍 L 長時間泳市n 3 せる：．とと訊·みに．

冴（初度の

虎検：

用いて

i ｝とリ：ヤ紙，

¥lOOV / 40 （飢て NaやおよびC. s137 I Z つ LI

泳勧媒体として I J ？コ朱，ナイロンテー 7。などと

て 0.1 N - N叫支持電箔液 Z・ぅ永屯h ざせに．‘永勅

カタ‘’~条＇

位置 Iまうジオオー ト 7· うフィ I: よりt;め 1て。

結果：

比例姓が言忽:~られ T2.

例i_ 11ｷｷ N o.ユ2 て 3 5 時間連続：永勤さt f＝結団 55l"'•永、!'' 釈勒時間と永勅汗輯 1 こ 1.:1

1 の他．t茉 1本の捜頷による泳勅うシオオートク••うム 1まっ 1` の通り（・

あゐ。

冒 炉紙（E ロテー 7 滋リ）

願 ナイロン

1 コ糸

カクシ糸、

1,  I 2 叩

ヽ
--J-- - -

cclげ

1 9 ,  /0 C爪
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IA5 な改ふ競悽イオプ交像炸 I-::,1釘す戸呵免
坑 6荻 ，に敬奴’'瘍ぅオン交痰·1床に F ぅ均)""'t:,,t紘硫融

、も(.天 乍るす 欣ネふ／ 叶丘雇 oぅに従研う

荻射吐知い瓦釦均り畔fナーと..lf砕ずに也I升 1) 1§1的遠ゎょ仄沃わ線っ．iや 1利に対
し 1 チ足fiえ澱濱ぅブソ交痰材戸り／っとし 1,} ン緞7，ズととり工,f',逆在手-i·· Iミぞのな双

ぶ姐ぺ,這危后，如尋す的わ知·LI ｀す砂ょ心叫国1 1 千主')·£ノ揖立なt'追わ的
1Ji)-凶i t靖りかf< 1 1 」牙,-::'アルカ 'l 危―届妖グ製広吹籾の分拘足fiゞに応 l乳しt手［て・

(~心勺似叫，山／贋l 乎I {J辺cJ.w,..うダC, jヂ砂，止／9／も四 (.I96 3)ノオ
7 I困かり疇幻厄） -f.} tf/ 1 -iｷｷ <1>孜ケ製しや和ff紐り 1千虎 I＜ゎ、、 1,了唸窪，1
汎仇弓 1• 力うムに吸ぷし 1 成 1 ことも叙屯 l f-: -4ヽ．I ;;;-I 印 11:::. 4”王＇秘っ釘扉＜ク、， 1 ；升

元tゎ:..fj-つfべ伐戎；骰店 1,.

1) ァ暇J.. 7<'4 プン交克和乞 r:.骰l名しfぐ戴釦妍 1: 店奴 l たもd) (JJ,.'I)遺 l利 L T-:.. lfF 

冠·怜バ’l 乏口や手翌の 29/J戸 190 メッシュり文伐ぅオ o. t~も？r恥門／p皐疇ぅ代も碍酸乾~

由パ］もくりかえし 1 貨玖t豆年にク辟和 7-:: "'Jり I 1 也'r Iレア也トンーベ｀ンゼン抑が広

け沿y心叫戎J,.J f3直．r,J.企如·/ kが9 U如』／五， 2I ユ (_19ヽJJ) I...J'.. ?り嗣
般(, T＜ばみゎこが鳴4Jぅ尉Z to ,.,J,む仮入し／ンヶ”じ",}印紺『r- ,r 印街に41 3 すてぅ又

‘§ (,, 1 （ジッち～フ 1月）ゎ—v riっfく． ガラム和f (I 如丘 4/9ク～ンクメッシキ·ク文埓炸ぇ
｝も、フめた国をク～凡のカラムt la 、 ‘I ぬ紅t o.2^93』グ 1• わこがった
“文，釦じアン屯;::.. 17 りルit'.叶霞iし・ヽヽみ｀‘みな希扉肴’l 濱yf t、 T＜坑：柔が国がも

クtも 1 <’‘卜 1 、、うことも 1ーしかm ノそ 4 侑府if-．料を手Y) {-::. p直。!.tJ, I/../, 3リ，わぷ

ぴ b }J年夜にわ］「 1 約鐸jf,-．匂 I1 そ卜豆／ ／ 9 ノ o. 37I ”()わょt,:·/J.P ユて＇’わっで枷
の鰭i"杓 11 ~かそ＇・ト I o. 7 伶仕¢r, I./9 わぷが 0/71V｀っ rべ さらに力？遣i手 1-:;:.
り紅嘴ヵ麻離渇¢9遠脅した ‘tりげふ籾｛臼ケ処疼 l f-;:’「令ー9町Jb り／ M ｝肴瞭斎来、
t麟の力 1 ぃ這じ・パ羞3 をfくのち I J.. rJ麟 /0ーよう弓ク｀・唸みをラ賎凡c tりつヽヽ1.··,II 

z •• ｷ""' ジJ、 L 噂釦f-::.. 1}.'3 /.J［織ャ o aJ Nが必叶疇麟戎によ）鳴も輝虞七つこ't 4くわ
クししょ、・ガ租和和.. h3 ことが刹灯く この℃ 3 っ竹みのクを孜，でそのクウ 7 ラ 3 ンもア

Iレ三クウム吸杖11t 1てよ 3'、エ．苓しギー茨I 定にtっ 1 1在徒（た
)‘i r...のクロ，＂名なレ1,火介、［りfi枝グ製、i叔句のケ麟9紅雄i- l f-::. 111 わら R I,\,し立

届f．釦詞 1-: J:.) h りかし＇・パ鉢した枝釘製屯成灯t知糾わ吸看させたのちク、え H 和し
1 ク元;:;.- 11 IA -i.ｷ Sr, ぅ,0 /-1 t如tアフ名 Z ウム 1｀・ら口M枡昭1..わた籾も令tケ雄レ，つい

1̀). N ・政戟 1• 名／ ら止～ぐ N 、t既 1••9 yb t dI影芍軍 1,.
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IA6. 和シ埓箪 l~ fみアメ厄如，，キュリウムの捨にオン支浪i本への咄羞

日本原砂研免所 勲常勝
幻

含
ァ

アメリシウムおよびキュリウムめ酢板緩術シ名釆 Iこオリ｀＇ンをハ｀｀フ'‘リンク｀、すみとこ札ら両

元§ウ1概化さゃ信イオン支検印副ダ｀イヤイオン 5f/打 I砂， SV ~Iぬ x 、7 シュ）に吸着さ札るし

とがわかった． ゼ::..で·j包のアクケ：：：ド元患と比較 L て， それらの原子池およ u··1 t序月t碓

護 l fち

従束キュリウム 11 3 ｛面以外め消墳状腿が祁名されてい rふい。 ｝「：：ア人リシウta 11 ア 1 レ

1),)~ r::. 11-pH雑応祓I往滋·液オで｀才ゾ’｀ン 1 ：： J:つて綴 Iヒざれわ::..とが｀知られていんが｀ 1 をの

誤化は矛克全て，、ありあ令印知浴r子状態＾珂免は非骨，＝ ／司｛佳であ,?. そ心て•'T-国＾よウに

詭化4俊直りに吸着されるよう↑い括登t L 久 L f::. す「fわち1]'、ラス

冷(f/)1：：ア入りシウム手衣 1キキュリウムの 0ぽ緩像蕩釆t入れ， 1 

‘J’｀ンを含む立気t吹ざ込む。 湛康の一舒 11-空気I:.ともに細ぃ培⑫）

を通，｝） その浴液は樹脂（C.)..l:::.におち、 空気 1本J::_音pの栓： 11))）、グ＼から

放出ざれら．嘉液 1 1,蔭 (D) を咆りがラス冷 (A) にもど‘ら． この絹心を

之～ 3 時）司統げ，邁茨t A B C D レ刃て●91影晨てせみ． しの鳩合樹昨の

x ッシュは火’きいも，，，さ用い) (J:..)令｝を (A)卸よリもあくして 1唐環庄

度ど火きくしに さら l：：空気量 8 潤約して樹脂J::. I羞来がたキら

rふ ll ようにつとめた．

？メリシウム， キュリウムともに 3 1正 1ヒ伊的 1t生眉 11-ろンタ

＝ド元糸と非席によく似ている『 もし絨化されかにオゾ＇｀ンの長弔
現象 IC よるものでちればうンタニド元寺，2 t現われみしのと児わ

れるか 托党，：：糾租甚 a’ オゾ‘‘ンの影湯P をしらべ｀ r：：カr祠も麦化が現ゎ

、れながつに．閃：：ついt t同様であっ r：：・ l r：：カ＼＂つてオゾ＇｀ンはア

;,(I} シウり， キュリウムに対して）肪雌] 1:して 1カし 1 鳥マいみこと

因

がわかつ rこ·

つぎに同元素I)\.、 3 ~函ム人..l::.. 17/尋矛価 1こなれ 1丸それらの｛違り lti包の？長卜＇、元糸 1:- 綬
似するものと男ゎ-11- I;. そこで比較的与足む原子抽t :(_つウラン Vl(Uば），午 7° ツ：：：ウム可

V 、 vr(wr NpO/, N.國）／フo IしI-~ウム Wノ可(P;t, Pぷ）吟， それもれの固相一：夜祖間，，今紅
比（古）tしらべ‘，アメリシウム、 キュリウムの分貌此ヒ比較オみと， 叩面のアク＋ニド元島
I も それらの茶勤が‘頼似＼ 1 いることが｀わかっ r：：， それ紋アメリシウムノキエリウムの疹

杓状態として心〇：）C-<ott堆給 l rc. 

オ•J`'ンバフ’''Jング＇ I< tJ吹沿装置、
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IA8 ネ 1''') =ウムのフ、ソ 4tランタンヘの叫艮急

日本徐豹力研克枡 合勝永テ
ァ1J‘ソ

た 7o tリニウム11) 7 、y 1 ヒランクンヘの英茨 1本、も＜からネ 70 Iゾ：：：ウムさウラン

やプ0 1しト：：：ウム， オ曳今裂生氏杓］から今緩ずると守のかとつl7)手段と L て使われた現象でら

り、 ネフ0‘7 ：：：ウム疇（ヒ状態にあるとざ 1本英沈也か、還元収拠．で知児する二とが知られて

ll ~、 ネ 79‘、I ：：：ウムめ水溶液泊で＇危足 r;. 桑子｛面とし-z. I屯＃ 1面 夕 1面ズ｀よ仄‘6 f面が存在す

るが、フ、ソ 1ヒランタンに戻淀しない祗ィヒ萩穂，と Ii-も（面であ')，戻叱する墨元杖穂と 1も タ
ほと＃価て,•あるとし17 こと 11，以前，こたしかめ、打艮各 L t：：。 今 I回厄 このうち夕f肋＾ネ 7'

ッ：：：ウムのフ、ソィヒランタンの戻湛が‘と‘のようにして起こるかをしらべ＇てみた．

午 7O'7 ：：ウムのトレーサ迭液，こ ランタンキャリヤさ加え，澄和1 のフ、71 と水専

誂さ加之みと， 生じたフッィヒランタン＾来澱 l:::, 77°‘7 ニウレぐ｛函研濃縮される． こ＾湯

合と全＜同様にして， ネ 7°’'Jニウムトレー寸を含手ないうぶ夜，2 つし 1 て， フ、'I\ヒランダンの

況知， 手之もって 1[')9 、よご令鎚した＾ら、 タイ西ネ 7•'7 ：：：：ウムトしーグの命硝祗彦表と，

泥汲支とどま也， 6 ， r：：たな｀＆心今離可みと． ゃ 11- 1), } 7• 1'/ ニウ今卜しーサの濃縮が＇みられ

る． したがって、 この戻淀 1ゴ，吸蕩ではなりかと危之られ r：：ので、 との様~子どしらべてみ

た． すりわち 等毛 Iしのランタンと／ フ、7,(t水県談とがら I 7 、 7 ｛ヒランタンを含式｀ L, よ

＜，ヒ洸して， 乾袢 L たものを， 一定骨杵暑し， これに夕｛酔 7'`ソ:::.ウムをふくも‘いろいろ
な＃輝の広の水渇液を加之て，S、リまもる。 フッiI::ランタン失茨セふっうに行うとま！丸フ

ツ、素イオンの運和1 1)＼｀＇水落液中に移仕し1..おり、 おなじように， ァッ尋ィオンを含むt＆餞

たとえば； 蒻t庄フ、y iヒァン毛：：ウムねと＇‘の水悉液ど阻 I9 みを令は， 9 i函ネフ゜＇7 :::.ウムが｀よ

＼咬奢され I /、7 1と打峰の濃度に， 喉羞骨が｀比例オみ． これに吋して， フッ昂ィオンを令

手ねlJ虚， rことえば｀ 硝蕗ランタンなとの木苓夜セ印 11 ると， ネ 7o I、I :::.ウムは全＜あるい

ば， わ奇かしか成房マ北な l1. ..::の二とがら／ か 7• 、ソニウムのフ、y iヒランタンヘの女光 11,

フッ素イオンの約与した吸着現象では TJ ,1 かと推足ざれみ、

こ<'I 1iか， 吸着であれば、ぅ彪穀の表面＾杯態 Iこぶつてノ戻光年がかわると兎之

られるので‘1 7,9/ iとランタン沈渇い茫氏‘の茨茨年への影蜜もしらへ＇‘てみた．

, 



I A 9 
H D E HP屯相クロマトグラ巧によみ企属げンが令麺（和I 級）

日本凍子1J研兒所 兎匡曖
ハ

辺祐、
ー
ノ

H D E H P t用いた近相クロマ/-グ｀ラ 71 Iこついては．校今憾生成渤中の長令命挟袴ゃ

絞量め柿直え素の祖豆分離なと炭｀つかの戟岩力＼｀、あI;,. ここで'1 -;I.、 シリコン処理し戸這、

土＆ ｛知寺煤とし rこ H P E H P のカラムt用い研設t凌青峠l とした、 A叫したよび） ` 3 の

命:t..戻負元素の相五分離について調べ｀，i折屯て T o P o を用いた逆相クロマトク’'ラ 7 ィによ

る出，伍， Eu の分離 l~ ついても検討しに．

実験方法 Iげ l 戟とクもI:‘｀同し卜であみ． ジメケ Iしジクロロシランで·処理した珪喝、よと． H 

b EH  P またはtJ.1f f1 TOPO ―キシレンのア也トン落液- e よく湛合して波匿すみ． ？包トン

ヵサ晨発し去ってから稀屈板を加之，我速土が琥む手で渥洛·上．t→蚤めみ． これt水中 l こ貯•ぇ

て公ぎ、 I芦要 I玉 L‘‘ てカラム 1こっめj史用す b. rシヽ｀：今回 I', H DE  H p /)場合 11 知～四

巫い珪喝工で用い、 Tb p o の場合 Ii-前 1釦同様 liJT! ---. I釦知んのしのt I史った． カラムも
前回ょ、 1)、 I) 、t LI サ召'P X 知んのものを主に 1史用し rc.

台エ懸乏呑、と出1/)今藷j卜し一 7量の心 P叫 Et,lと カラ A の文浚容登の約LO 佐 l ：：当る
/~，，，ふさ、 c./ ~り心諏ふ液からカラムに成藩、ゲと、 9 、 3 M 硝祓で·IJ.,,,.'t茄藷し直，

“- N ；；〗級匂~I 5仇，~1,{E. II/" 滋離 1 b9 心 11 ~ >/1-.り希 L 稽元月、かり充今よく介錠ざれら
濯 1;;, このが法によら 1砂ぅ命項」め今維係枚 If.以、§と云われみ力＼‘` このようt浅荻
恥手で• l＃今釦示荻約2 でで、／）、ぐいが｀．相立令維に支？章を来すこと 1かか l I. Le:,_姦tl, F卜 I

呵疇光 l rてJ-しーサ量の位＆さ aI□靡該激液と L 'l.カラ 4 1-:. つ (1. ()・3“碓藪て`` L̂) 

加，pr t，底り国t•` P,,,._ t嘉誹する．加 1-r- Pr-とを 1i-')今町｀ぎかいか，伝から 1吟紐すれ
み． To p o さ用い rこ示でも，ムタ,111'/ Iこ茨ぅ虎ぐ也fら知£1-. ().';!邸硝祓て‘‘伝から今紅·，令み．

七た、 いもV IINo3 ――え， 7幻イ NHク N I)~ 1::. よってんと砂も今雑て｀｀ぎみ． ぇヶ月）可の度験テシ

タの中から星夕生した同一茶 lキ I こ店 I↑ら出の塙出位星を次忍に示を

感知 MA から比り令離；的 7 呼心輝ネオジムを 浩出位俊 条 件臼 I て、．ぇ時紐射し，約ジ時間放置 L て／｀人 心“~I 流豆
t汲稟ぐ也てかり 0、仏心輯象液として， H IJ EHP I i.l I().I己／cぶ・ル:....
ー珪囁工のカラムにつ／↑.史に 6.“Ni輝でヵう ょ．｝ ！恭維剤 、訂／硝祓
ムを洸って！“久／4 から/~,, I号わさ今紐 L f::..屹れも 3、之 カラム HPEHP れ疇疇，がスペ？卜 Iしt叩ll定し、放射疇 J. 0 1 . 3々 れが 1C吐
的 1;;. 11-よく今離ぐれてい h こt t尼t h 瓦

旺い畔；工t乎ft紐射t.. I ~'I-:，叫心＾がスベク /--Iしさ液II免ずる隋んt楕撼
可み-r--_め H I> EHP 逆相クロマトグラフィt用 l/ ｷf'"-. 
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IAIO 迭担 7ロマト乃 7, によさシ｀‘1しコ＝ウムーハフ＝ゥムの俎撃

日本煉子力研究所 上野馨、 0屋三十男

') ；酸卜＇） 7’' ケル (T ll P) ャト') -)'L-オ 7 'T'し寸•スフ，，シオ持シド (T o P o 

),す)'1. 1t'i.‘れ企国 1~ 企屁 4 オこの：·詞抽±.. I可試桑、として戸； ＜利 l打さ|\. t,¥ 3 リシjic合、

窃てあ 3 。 こ＋ら→言式罰 1ュ抽忠斉l /'しての利 I刊のほかに） 品雄 11 逍粗 7 ロマト 7`’ ラ 7 1 に

もi='I i¥lさ札校令製 I土成かりやす土熙元素なもの相五，分離0\ぷ『党が進あらわて 11 る。 こヽt

は， ：収りっ試昴，こよ 3 ;‘‘lしコニウムー I ヽ 7 ＝ゥヘの送祖 7 ロマトグラフ 4 今離t試サ，

介鋲茶i+ F 訓べ｀ fこ。

ラ '‘7 ロロ・ジメ今 Iレ・シラシて‘‘前だ理 l tこ So~100 )Iッシュのセ．ラ 4 \- (保持体

) l:' I oo 1/. T B P,. 5'次 5 ひ 10 % T o p o キシしン潔痕t重昼此て＇， セライト2.:試兼溶痕

1 "l剖合てがり取 3 ． こ，j拭象素夜に逍当暑 9 アセ｝ンを加え＇ セラ 1 卜 1: 拭尋．が‘均ー,,

つくようJC l 「こっち＇ かさ 3 ぜ｀ 1 日放置す 3. fっ寝．， 水を加え湯浴上て｀｀しばら＜加熙 l

強くかさiせセラ 4 卜が水 lこ光あよう 1, す 3 。 ヽ: ")よう 1ミして試昴梵理 F 絡．っ P、セラ 4 ト

を水中に貯ぇ， 度験 1: ?史用す 3 。セラ 4 t檜卜水層OJ I訂のジ｀ Iレコ＝ウムあ｝びハフ＝ウ 4

の介応t I~ 』 次のようにして平あた。 すなわ 3 水処理t l r：セぅ 4 卜をよく水戎 l たへす

) 凰乾 L fっ 560 況戸・t杵り年ヌリ有栓メス:')ンダ‘ーに入か 3 。 つ_,.. J,"己比さ手JIJ 1,'j冬求

の固箋t面 l．．ぅ患痩0\醸立＇度戟‘をあ• ：なう砕 B寺閉前JC 振＇）令~せ 3 。 ミの詭食を庚験‘の前 I9 .1fス咬

ぇ設 o 骨 b 5 .J.セ L ）妍 k 1-::.''Nb さか離 l T-::. irふおよび＇／91 出をそかをかつシリンダー 1 、

定世加え） 10』 30 ;t,・ょが 60~1句孤') 3 ゼ落決の I .,J,を1fスリ衣身i能も測史す". I 'I'-セラ 4

卜屠の叔船能I' I ,J,．象夜0)芥射能て＂判って 1両）曾用のか配比を箪;t l T~ 。 TB  P ーセライト

り：、・ 1 J q5ふぁ•よこ‘)ふ I Hf J)ド配比 If「f N 虚疏以上；．．，急 1：上『• L e1 ，ヽ s N JL 酸におりる，的なお

ド·(`• II‘I Hj J）今皐tt ,l tt （今薙界紅）は約 4. t) T C F o ーセライト手て，．）ょ塩醸 U) 咽蔑か 1

~3  N,) 範叫ざ；：•92. 5 て｀ふ 3 こセか｀•~)かフに． っ 5', 1 ミー））ラと、で Bl I ＼て」飯敏潔浪中の和名よ

よが｀は1 Hi J) T B P ーセラ 4 卜仄ヽよびJ 0芦 To ? o ーセラ 1 卜ヘの苓勅f謡1 、‘` rこ. T 11 P -

セラ 1 卜子、で 1: 6 -'T.2., N 拉醍が 11, 19'H:f)すとヒ軟砂塔易 I 、 5麻肴注ざ卜， 一方 9’Zr l3 7,2r M 塩

醸ですて． I' ：忠雑があずかし、｀ ：とがわかつに． To p o-·t.::ラ 4 卜界，て＾ 1i, l ~ 1ぷ N)血酸

t'. J:.起のようす溶雑。，且J i手が‘涛りわた。 ミ才し＄J)柿昔泉J')デ｀ルコニウムー八フ＝，ケL.._ 0)両

元手小か租が｀比蒻的局平 K l 力‘i坦速に,•'さるこ E か＇わかつた。
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I A 12 • Tetrn~heriy /arsonium Chloride I ごよる IVテニウム鞍釦叩
近徴·穴治初，広大理 0 原田拭‘夫 山本爺黛
預紅 呂 III 睦研

ルテ::::.ウム 4七念物 11 +I へfの釦価を｛ち，鉗生閃重合な以t枚的拳豹が雌 1あ夕．
焦点． 7 ロマトグラ 7(：：も棺葬な焙．、い藷：を知す。ホ゜ーラ D 7" 7 フ戎 X のイでの研究 l TJすれ
ていつか｀｀， ここで 1 a: 103Ru tトレーサーヒして居し1 I IV テニウム酌棺 Ru042-n te1re1phfny/ｭ
”son i um C. hlo'(I．吠 e (以 1T l' AC セ晩称する）ヒ 7 0 D ホ Iレムヒによる柚出/:つ I I 7. 

祁告する， 0. I M-R叫3 ぅ房液 lei:抒瓶 O 三t届it Iレテ＝ウム (Ru （田）及び'Ru (IV) tな布） を 0.1

N-H ば 1こう房紺 L 1.諒嬰 L' 震窟 l1 年叫en i n ti)方法に従っ7-,合展マク＂ネシウム 1"邁元 (.I

□ Iレデ＝ウムと l 'l..秤骨 L 7.求めた．'R Cc. d) 103 Ru. CJ 3 に祖体ヒ l 1. 0./ M- 1?叫3 "£泡危

し'{_ I 的 O.lpc/r,,J 1110~ 'Ru 、 0./K-R叫叶•よびり,;N-Hばt店む程漱tつく'), 名の琥漬）叫t

t'), /2N-NoOH O.S 爪1 ~加えt了 1し-p')涅↓： L, り% Naび0 OS 爪~ I~ ぷ 7 7.酌径ftするプヽ，

まP,. It'R叫3 を了 Iレ 7l') ようゆう l 't Ruo,,_1-の涼褐色のi係流tつくつた。[::の涜幻 DJ}.牧

ス＾° 7 卜 Iレ 11 LaY5の (Iq臼）り直晶穴 '+6S 叫µヒー穀 L た］． ャ H ~ I~  !2  K 柑i, オ＜ t‘‘ 
ゃl にうすめ， 0．/% TPAc.. ?K 滞液 I m.l ヒ 7 D tlホ lレムt o 爪f'c I ：：よ 7 て／～ 2 ケ向抽

出し、ウエ Iレ型 r h．メs-in．ヤ l1l Na I (T)) 姥品を侑ぇ F シン千レーシヨン含r 粒忍をIf) 11 乙訂

粒した。
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袖批卑 11.ゃ H 2~Io tc:.おいて祁％以.t. t‘あった。ふりまもの砕洵 11 l,.,._ ::i. Iii d/タ炉酋間が

壼拾であっ 1, 10 ~ 30ケになるヒー初が逆抽品されtキ虹払年が他くなる．キB 似すれ T• イt危

窃が宅定t’．な l, 峯がケかる。比較のり l: T P AC  t加えす｀•,＇レテ::::.ウム甜t. 7 (). D す、 Iレ

ムのみによつ 1 袖枇す 3 ヒ，袖批p H f辺］も椋<,pH 3~ 7 の向 1" g 0 。¢以上の袖散灸を

示{.紅tを行わな II 虹，すなわち祥f$ t屁 10, R叫~ t TPAC ヒク 0 tJ点·1し 4 ヒ
（＝につ 1 袖弘 l "ti.-哨 I]' 抽災味 1 ま 2 ％以 1 ℃あっt=-. Iレf ==-ryム磁確fの T PAC  /o.よる抽

抄にあ｀し＼ 1, （泉衝i房凍しし 1 寸ク~t卜 l) ウム l} 麻tll ·r あった． リン窮tトリウムの麻在

,"”年’の粒｛直 I• 切息響しなかったガゞ，憬元丁れ易くな＇）、特 I<)'H 『8 以上のア lしヤ＇）＇）•｝
I< お• l1 1..皇をを呈 L 在。 了ム毛＝ゥム瑶 11-和 04ユーの T P A c  K よ 3 i鯰l7)左こ PH 饉吟

l::. お\\ 1 せ lr• 5 。i ~TP AC にょつ 1 千船出しt<>-(妥，還元省’|—·ヒト" D キシ＇しアミン瑶勇滋J

令わ IJ亜砒函ーによう？並抽出寸れ a 。
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iAl3 アミンーア）レコー）レ系溶媒忙よるプロトアクチニウムの抽出挙動妬ついて

日本原子力研究所 石原健彦 0古牧睦英

I 目的

演者らはこれまで． トリウム系燃料を再処理する際の核分裂生成物．およびトリウム，プロトアク

チニウム等のアミン溶媒侭よる抽出挙動妬ついて検討してきた。 その際、アミンの金属硝酸塩の溶

解度を増す目的でしばしば長鎖ア）レコールが加えられるが．一方それらア）レコー）レ匠は，例えばDi

iso butyl carbinol, Di iso propyユ carbinol 等のようにプロトアクチ＝ウムの優れた抽出剤として知

られているものがあゆ．アミン匠ア）レコールを添加した際のプロトアクチ＝ウムの分配挙動を知る

ため匹若干の実験を行なつたのでその結果をここ匠報告する。

JI実験

使用じたアミンは主として Tr i octyl amine (TOA) であり．ア）レコールとしては n-Butyl alcohol, 

n-Amyl alcohol, n-He巧l alcohol, n-Heptyl alcohol, n-octyl alcohol, n-Nonyl alcohol, n -

Decyl alcohol, n-Dodecyl alcohol(n-Lauryl alcohol, LA と略）を用い，希釈溶媒花は主匠ケロシン

(K と略）を用いた。プロトアクチ＝ウムー 23 3 はJRR-1 胚て照射した硝酸トリウムから分離し，

硝酸溶液中匹貯蔵しほゞ 1 ケ月以内で使用するよう妬いたし，その放射能純度は r 線スペクトルと半

減期の測定 vc ょつて確かめた。

実験操作はポリエチレン棒状瓶を用いバッチ法により 1 ~ 2 時間放置後（ 26℃土 l゜）主に分配乎衡

値を求めた。

皿結果

ケロジン希釈のラウリJレアルコールによる各種硝酸濃度の硝酸の抽出実験匠装いて， 硝酸溶液と

接触振駕している時間，平衡匠達するまでに要する時間等を検討した結果， 振搬時間匠よる差はほ

とんどな〈，放置時間忙ついても種々濃度の硝酸溶液妬おいてほゞ 1 時間以上であれば充分であるこ

とを確認した。

ラウリJレアJレコール／ケロシン溶媒 (LA/K) と種々の硝酸濃度侭おけるプロトアクチ＝ウムの分配

挙動を調ぺると， 1 ~ 6 N 匹かけてほゞ勾配 1.1~1.8 と連続的 rc 変る直線関係が得られ，酸濃度が大

きい程その分配値は大きくなる。また 0.5N 以下， 10N 以上の濃度では信頼性ある値は得られ雛かつ

た。酸涙度 3N 附近の 5 茄 LA/K ではプロトアクチニウムの分配値が非常妬小さいこともわかつた。

つきゞ(i[ TOA/K溶媒匠対し酸濃度を増すと，ほゞ 7 N 前後に Pa の分配平衡値の極大があり， 3N附近

の訟濃度では小さな値である。また溶媒中のアミン濃度を変化させると，約 2伶以上ではオ 3 相がで

きる，それ以下では Pa の分配比の勾配は約 1.4 の直線を示す。 これらのことはそれぞれプロトアク

チニウム：アミンまたはアJレコールの比が 1 ~ 2 の割合で結合するためと考えられる。

ケロジンで種々の濃度作希釈したラウリルアルコール溶液中(i[, 5Vol 伶(I['fri octyl amine (TOA) を混

合した溶媒を用い， 同様匹してプロトアクチ＝ウムの挙動を調ぺると，個々の成分の分配値の

14 



単なる加成値よりもはるかに大きな分配値が得られることがわかつた。なお， 3 級アミン 5 ％の場合

ラウリJレアルコールがケロジン中 1‘~2 %以下であんとオ 3 相が現われた。

一方 5 伶ラウリルアルコール／ケロシン中に種々 TOA アミン濃度を変化させると， S o/o TOA/5%

LA/K 附近に分配値の極大が現われる。これら大きな分配値は，ケロシン中でアルコールとアミン間

匠何んらかの相互作用が働きそれが新た花プロトアクチニウムの抽出匹影響を与えていると考えられる。

な姦，ラウリJレアルコールについて云えば，混合するアミンの抽出能力は 3 級， 2 級， 1 級の II員匹小

さくなる。

ラウリルアJレコール以外に，種々の 1 級直鎖アJレコールを加えると，ヘキシルアルコールで混合し

た場合匠プロトアクチニウムの分配値は極大を示し，アルコールの炭素数が増加する匹つれて漸次減

少していくことがわかつた。これらの場合の体積変化をしらぺてみたがほとんど無視出来る程であつ

た。

希釈剤の影響をみるため， 5 "/o TOA/ 5"/o Octyl alcohol/diluents-3N HN03 系匠苓いて，希釈剤13種

匠つきしらべてみたが，多くはケロシン程度の分配値を示したなかで，クロロホルムの場合に小さく，

ニトロベンゼンでは異常匠大きな値を示すことがわかつた。

So 1 vents Diluents Kd(Pa) Alcohols Diluent Kd (Pa) 

Cyclohexyl di lauryl amine 0.3 5 Butyl alcohol 0. 0 0 45 

Tri o ctyl amine 0.1 7 Amyl alcohol o. 0 9 

5% Amberli te LA-1 Kerosene 0.Q 2 Hexyl_alcohol 0.25 

Amberlite LA-2 o.o 1 

Primene J"M-T o.o O 3 

Heptyl alcohol Kero- 0.1 5 
5% eone Octyl alcohol 0.12 

Nonyl alcohol 0.1 

Cycloh<axyl di 諾cyl alcohol o.o 9 
l 3.4 

lauryl amine Dodecyl alcohol 0.07ー6 

Tri o ctyl amine 5% 7.5 
5 % Lauryl alcohol 

Amberlite LA-1 /Kerosene 3 
at 3N HN03 (26℃士 10)

Amberli te LA-2 0.8 

Primene J M -T 0. 25 
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1 A 14 DEHPA による塩酸遠液からのウランの油出

東工試 0~左藤太一·曲均馘•山田癌道

I. 目的

濱者ら）工既1こ D.i..一 (2-a&µ玖す）ーサら守化れと心:Lct <DEHPA) による硫蒙およ
び頑酸考或からのウランの抽出実験を打ない， それらの研兒結果の一部芝亮束し文:-3)本
華告lよさら 1こ弓 l 続き DE H P A  Iこよるウラン一塩酸呆の抽出に対して杉滓すした稽果を発表

する。

]I. 実議

7 ロシンを弗釈苓lとした DEHPA溶或 1こよリ塩酸壽或からのウランの抽出を打ない，

堰醸濃崖，ウラン環慶，抽出逼度などの今遍E平衝直 1こ及ばす影響を誼心。 そして考釈剖

硯達lこよる抽出効果1こ及ばす影雫を濶べ，また T心n- もよが、サ五叶~(TBP) の

協同効果い）につき検討を加えた。

亙．結果

a) 塩酸；；濃度， DEHPA 環度および｀ウランぅ置度の景警

DEHPA1こよるウランの抽出効果 9む知容液．の塩酸濃度の増加 1こ従：つて着しく栽少する

ぶ，塩酸濃度が約 6M以上てやはウランの分配平衝礁 1があミリ知tしない。

そして令酋［平衝通の DEHPA.::罵度 lこ女すすが哀存泄および凋桟相中 9こ坤出されJウラン

環度と水薄液相中のウラン濃度との即条を誼ヽ法。 その柿果DEHPAIこJ:.!,逗競溶亥か

らのウランの曲出）よ，ー竣 1 こ
ュ＋

uoz (a) + 2(HX)え (0) ~ uoぇゃ Hえ(O) -t 2H\a.) • (I) 

1-4) 
のようなイオン交教友応 （大だし (a) およが(0))よそれぞれ水奔或相およが墳桟相を

示し， X=  <C8H170)2P0z てある。）により行われるが，ウラン5農度が曲い場合1 ：：心

U02沿 H2(O) + uo:+(a) +(HX)之 (0) ~ cuoふx6 出(O) + 2 H+(a) (2) 

.-. 2 uo:+(a.) + 3 (HX).z.(O) ~ (UO必 X、比 (O) + 4H+(a) (3) 

の r必~c.. U(Vl)-DEHPA ~-f.vx.,d.>生成に基づく反応により支配されるもの

と思われた。 そのうえ塩酸濃度があい場令）こ）よ， DEHPA ーウラン一扉酸系z) にあサる

と同様I こ

uo:-t(a) + 2 a -(a) +(Hx).z co) キ UO.zctぇ (HX)~(O) (4) 

の年某及文・カ＜随丹すると考えられる。

ふ）袖出温度の影響

令係表の抽出温度に吋すが哀朽性を韻lべ｀た桔果，油出這温度ぶ上昇するに従つて今醗4系

壕）エ低下することぶわかつ瓦なお測定茜果より抽出平穫Fの及応令冬力＼求められ）辻成する．

錯Aヒ令吻〇玲令こネ）レギーぶ道定ミれた。
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C) 茅釈剤の影響

種々赤釈和］を妾え DEHPA1こよるウランの袖出能力を辻載した。 その締果をか］示する

と ~I 表のようて••あ見弄釈剤の種類により甜池貧E 力）ま大きく左右されることがわかる。

* 1 表
弄釈剤 I 抽出率（％） II 考釈剖 1 す由出知（劣）

ケロシン 8 8. S クロ）レベしゼン 6C(.'1 

ニトロベンゼン 8S. 0 ベンセ｀・ン 6 !?. q 

四塩At笈索 74."1 ク 0 ロホ 9レム 4 3. ぇ

d) TB  P の協澗効果

DEHPAI こ TBP を共存させた場合）塩酸導哉からのウランの抽出能力庄著しく叡

され”‘・） その協同効果がm用 11 ウラン一注酸系 1, 3) ">場令のそれ 1こ着しく輝似い：いる
ことが明らかになった。

文献

I) T. s心，J. I心• N叫．ば研t．凶， 6 q q (I qヽえ）．

乙）T. s心，J. I心 .N皿しば砂し．益， 10 '1 (1q63). 

3)T. S心，J. I吐可． N 叫． dのn．益， 31 9 (1 9 64 ）；位薦寺 7 回放射』ヒ

浮討論令講漢季旨集，fｷ I 7 (I q 6 3). 

4)E. j .,C.A.B伍圧Jr., C.F. B年~J Jr., K. B. B心四1.., C.r.~吐

J.C. W弘， P.JUrC.Uふザ叶.tl..e. S-ec.e叫 U叫 Na.:timw l心初J石4

←砂山 P紐干 Uぶ4 叶 A te-m.i-c E心竺n, G--e.,,'Lt心a., 1'1Slf, 

v~. ぶr) ャ．之 8 9) U …ふ,,{,. N a.:t心'?IA c1qS8'). 
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IA15 りう訊［力）レシウムに対する金凩いl オ｀／の美況殿

素y、 I t.炉可 重板1、ii言 出版正乙 0 松井正和

1. しゅう段1/ IレぅI ウム 1 てよる牝氾嘉 11 楠濤尉えがり維主房i it-素、スガソグウ A 、ス)

ロ｀／ケウム r¢‘ どのイオンとが難彦紙するPJ I: え＇＼用 3 爪ゐ。 こボらの元表かしゅう町）レソ

'<Jムに対してどのよ•うな斎希名すクが現味のみゐ）打題でみゐ。択祀散に 1i 2 つ，，，痙論的な
糸があり， その 1 つ珂ーか術'd.'I と呼 1J:'爪ゐもの I；祗痰ー 1月村）可に美の化冴矛｛知＼A 戒立して

いると欣底し rz もの 2‘' あり、 もう 1 つの対叙介浙和1 1i l月枠麦面と舜痰の I可 1 ミ払＃牙術か＇•以

立すゐヒしt.求めfこものこ＾みみ。か浙休数に対し 2 雅々の因手が長｝靖ゑキ L みし乃広られ

みが その長に 1月すみ紆礼 II あまり進んこ・、 1 、 Tがい。〗渚らばグ｀メq- Iレしゅう戟名用＼’く珂

ー庵液 9‘ ヶしゅう緞ガ）レクウムをガ殷ぅイー その酌H，絣 I隙の濃度、 4 f、ソ腐及な＇ビた度

化さ也．主として嬌遣パ (R E) の共批舶斎卓クt枝討した、
2 戻験す沃の~ H·I ，ま次の羞I/であん。位吋 ,.2M. •• R. E.. ;i"M 、酢顔(i「こ,tぎ絞）緩

術夜i i'v/. pH額歴に用 v＼ゐ Nil゜H 、 グメケ 1V しゅう鹸 o| H からなゐ 200 叫しの指液とエ IV レゾ

く，； ＜ー 7 ラスコ 1: とり．i（，瓦燐肴 Io 入がわ。 7 ラスコに 1-J:慮、麻ゞ炉＇f:め 1 こ於却麿とっ，T
iに尋槌和戎徳 e ＿べ，1 ゐ rニII) I' が、へょセ＇閤. -::っ，T ゐ。通也 ri'峙間ことに 7｀・クス 7 4 1レクー

｣ ；屈しこ正雇 l ミ 2 社の L 賽反左とり．やか＇，能如£によリ齋痕ずの徴童成‘かク骨を殊1 乞すみ．

さi) 1 ミその斎凌各彦椴z.充ヽ’fこし•山盈素骨笈z...充パ /le 使 E B T 名指矛、茶とし<. EDTA 

一冷と含む鯰 TA 舜液 z.. j庸足しCa.2十の骨た店めゐ。 これりl7J i直より沼ーか術係数： P, あ＇よ

, ¥ f1 叙か，布／i系叙i\左計ばし「二。追降チI::.しこ＄ャー紆， SC.一約戸II Ce-IIt.幻 Eu ー／t2 I L“ ー／ク『 1 など

l. i史用しfこ。

3. 3-I 締遭元素 11 しゅ？簾力）レグウム I喜して対羞畜戒劇に従ヽ、茨氾廊！すク＿

Ce3ヤ，詞， Y” および L“3十についてし lウう蘇力 Iレグヴ A に対すク介庶を言窟茶件のもとこ庚易令

し「ことこみ、介庶j糸叙か＇t Jtする湯伶も含めすへて対数か膚和に従う。 しかし＄c紅は R E 

とグし屡っ「こ茶叡1 衣しめす・ す rおわち出が 1氏い場偽 ,1 八が一庄Jミt/ゐか‘ pH ガ｀．、高< rか｀ゐ I こ

つれて；灰輩に対数かバ'I I こ K足わがくな1/ え「こ叱殷，，差戻 4 灼臀もう IT み． ＄rュt,t,.すれ

のか術剰，ミi住わず禾可危 li｀沃死茶勃tしめす・

3-2 か浙株舷にも 7 とも灼昂£ # L る因} 1/: *麻するイオハこよる I培’主癖＇と月し

りれみ――RE- Ca.条の笑泥駁 Iま牽夜の用によって虔化する．＃’}広 1 す．i'e （J![)ー伍糸q術分·

畜稼／ H 斎凌ばり笑i尼船ずみと戸‘‘灯0J {l.仏かいfヒ成グすゐ 1ミつれて対狛：か漁株舷 1t杓

/3, I｣, /7 とヤ吼 7・レ、 ざ瑕i M 品次そ•もpH が｀ «.9¢, 3 、夕OJ 2. ?z とJI}.くなクにつれて八）な§拉o, 巧

7夕と増加すゐ， 月様に酢爺贔雇 Iこよゐ灼摩も算し、＇・/?'/,l... Iずムイー＆糸，こるヽ 9 てpH ク仰て共
叫脱し「こ場伶 酢 1隙羞及//''. z t1 'I 凡，J- H と戒‘クすl., I' っポこ八Jまが7 8, 2z，がと増加

すみ． しかし笑店すみ 4 オゾの最虔 I ミよゐ舟界／；ぁ治，I穴きくな I' 。すなわち行述の°$ M 
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酢釦H 紅0の茄液からの入 11 約 ¢o ztぁゐが (A オン暴屎，ま火係 0,7 /'I)ドaU.店tれそが 1 月，

2 M I こ休＇ゐよう 1 ミ加尤ド湯伶屯怜んと）月じ―i直店しめす。シメケJV (ゅう）媛の-f k 、｛して 1氾

怠えJ婁な，支iし 3 屯「こか｀‘{の昂臀 11 J台んどなく ゑfa le. E. "I農虔にぶ々灼翡も放計し「こ滉度

艮囮 1 I；殆んど語II)りが Ti v‘ 。 シ爪りの身皮力‘ク R E. —位·f z 入 I ：最も久 3 な影厚g与 L

み,., J;/町衝峯疲とし（前、、 rこ肩紘蔽』 1 ソの扱及t‘あり その洸庄戒 1こJ:ゐ灼臀と月jータ
のが妥当 z•• あゐ．す「J‘わち盛痕の記がi応、 Tiゐ I" つれt みみ、 ‘I；苅慮配濃灰 n璃、人な

ゐにフ爪て斎政市 I ミ店店すゐ R E （および位）の記 1 ゾの重,-,戎｝すク。t ") /~/司 1 す 3

極であゐ R E のガが位より大きく｀したがっ Z 八が矢となんと方広りれる。 ぎ酸の場合と

酢絨とを 11 入の直ド叫りがに差艮が餅めらが． ンのよう Tf屑4 1 ゾヽ，潅粒によゐ哀｝＂の

羨も褒味のあゐ向賎むあゐ。 Sじ伍糸 II R E.9こ人らべ少し 1 っ：おり 国係内での＄し）r R 

E より不氾茫t•あゐ，

3 - 3 Ce3t I Eu凡 Lu3tの'I，貢に対絃か所條釈r 嗜/Ill すみ——I司ー液桂，，落．茄がり R

f. A ガソ含そ拓殷レ．入の直t比絃し「ご． その、紺果 I；ダ") ~,,である。州 3.,~ (ざ戟 I N 

齋液） Ceサ・・約屈， 望：約社， Lげ： Iり（？） 州 4. /i' O \徘顔/ M 落液）に”：約 ,s,

EL(沢·・約 l f ,L“3 t. ·約 2Z Y 3 ヤ 1 な Eu3＋に也ヽ｀ j直 5 月、すか'. g c3ヤヴ枇元素，、人らへ1J‘T否り

低い低 LTふゐ。 詞，1 位2t I::. くらべ｀ （ガ‘なり 4 オ｀ノ平径fl‘＂小さ ‘9‘TこIJ)． しウう醸fl Iレシウ

ムの固体のオ z-·,1 不杞定な条脚をしめすと月 L ら,/lゐ゜沢冗含む擁土絲元素 1; ,jオン牙 1ゑ

か‘•Ca_2tに進、＇「二め、 こ爪らの元素＂移ぶ底の残雑と科 1莉柱をもつのかも和れない。
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IA16 テクネナウムの水酋愛化先二鉄への茨ぅ児

哀欠埋 藤永太ー詐，））＼山睦夫，0患甘嘉彦

；＂ら I~、 ささにタン 7" ステン、 Jレデ;:::;ウム、 v::::- ウム斥ど‘の原手低斥りびに如7k賤
杞労シ鉄への笑i氾の関係乞調うべ、慨量放恥宰枝穆の分離ぅ晨縮の基硬匂検討と行芍？てき

た． ℃こうで今回 1本テ 7 ネナウムにフI\て水酸化牙二合にたし1 す 3 笑iい苓動も将討した。
試 料： 実験 lく用いたテクネナウム 1本丁c?5仇、百‘”ぉ、よび E??、である。 1c1r~, Tc'16飢

＼パ京卸沢浮杞専研究所すイ 7 ロトロソ（こギリ Mo C p,れ )TC 反応によy製迂レ、 ビリジ｀ンに

ょ口筏出滋お｀ぷひ‘‘f易ィオゾ戻換粛脂 lごぷ令イオン交援滋[-::;;.リ Mo ぶり分幅、精製し最終

的に箪Tc04-の水潟液として用\,\た O T?? 1本 Ra心cJ..,,,,.;.cc,J,, ~ A-me-心』→”しょリ購入し
た屯ので化営形 l本 NH4- Tc04-の水藩液であ，た。

装 量．・ 放射能<1)ii直 l可名火叛雹液製 GcM計数営メトロ鼈様製 GrM 計数管t用い

た。 冷の他、島澤髪 RS-20 型 □匂遠冷光々度計、柳本製作所髪窃-105 型択弓？口 7’’

ラブなど‘を使用した。

庚験滋； 喝化炉欽ぁっ心硫酸先二欽の 7応鉛知7k腋化ナトリウムの水潟液tヒ‘’ュ

レ＇、ソト l＜エリ藩i千：い 中浮近傍で水酸杞穴二鉄屯歩あぱ也、 問礎 l< pH t謡筍した．江託

の潟液に、 あうかじめpH t疇したテクえナウ人の原液も加え、 Iヅ要に応じ‘て各棧碗化」

肴lj'31) ~ V'\1,還元剃t加え、ー知忠量 l：：した。 西謡蜀 lこ隊して 11-.緩衝潟液も用いた砂易

合も浜 9 、 用いち廿＼った易合もあうが‘、 イオン弓没度 l~ O.i ~し冗比登液乞ビペットで取

リ放射能釘則貶レ、 さら 1可児殷と口別レその．放射能乞視げ巳して知兄平t仮めf-:.。

姥 果．’ 酸化祀た乙え Ii‘、臭素水t加え各乙、 テク矛ケウム lか、 すべてのpl-I領啄 l<

ぉ9 \,\1..)季℃んむ茨況しなV\. -方、 レシウI>._ 11=-姦04 'l-して 7lQ渚·滋：中で‘をわめて虔良て、、あ

＇）、 かつ\,\ガ＼存ちpH l< ；；、いても 7k薇化穴二鉄 l-<:: 笑況しない。 この事良から｀ テクネナウ

ム 11=-花 O+一℃して存在す 3 喝合＼::;.\~笑沈しな·し＼と考えられる。

過テクえケウム貌の化勢形で加えぅ't,‘ 稼注」如戻危しない頃合 lこ 1キ、繰衡潟液け項V\
た喝合 lクお． 用いない漆合にわ、危JI鮨r-:- 11=-I手とん沙茨沈しな IA -/J\"、放屋すれギ中渉釦知

徐々に戻況レ\-;j:.じ‘め、 朽癖詞の後（＝ ＼字約 50 o/。に蓬すう。 し灯＼なに、翁淫制および、 ア彫

ガリ浮側で 11'-、 知詞咋窃olo （：：しか逗ンしな·い。 したがって瞑叶l 力＼＇、笑呑しない咳合に庄

トレース量の花0~ ば、條々 1這幻れて、 7＂釈”:::-鉄 1~ 茨沈しやうい原子低た L 九 I本‘‘

丁cO :i..にほ 3 名の乙芳えられつ。

墓元肴l t加えた瀑合 l乙 lず、 目千険討中であちが、明うかに急えな：：'t-- 11-、硫霰穴一銑の

渇液ンリ 7K篠化牙:::-鉄乞沈殿した場合 l乙窃·テク芹ケウムキ l手とんど 1oo o/，笑況ず各。
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IA17 淑舒遥い、芯、免す 9 11、0 1:1 -;.”‘↑桑複カ

尿訂 0 亀本雄ー舒 私我
バ

山

(/) ビスマス 12 才f庄子照射t 1子↑るうと丑？即（ズ， r) な二竺→芍る＂桟反応してよ？竺po も注成す
る。 濱借ら／未レ‘‘久マスから、1\0 日二ぅム。介紐法どして諒祁嘩抽公法、＂迪 l利 K 3べ凡既 l"

咸— L心夭融混合籾ー今島パ々久）司の、ボ・ロニうムの今 1ij知っいて該告レド。 ::.(JI実、瞭

lこわ V‘ て舷絹囁印のf 0ヽ (.]クウム l"五ゎて、蒸癸しやすく， その投、発レドがスォ犬ボロニウムの

l船(__ (JI 1\i‘卓 1虹‘Jl月らク‘どfi, 1ヽ

そこで今咀 l t 2/°?oのトレーサー KL利し‘Kび— L直からの、芯、発／ 菜発 V Tこガ‘ス 1大、ポロニゥ A

(/l企馬板上へq)月史， その）月足痔のホ゜ロニウムの比矛§'1 -r←ど‘‘のオ企討と行ft, Tこのでメ下ド

叔者する．

ば）欧知受の咋。セ伶んf<‘• I(ば直共融混合掬をア Iしコ‘｀ン雰 1財気で，捜々杯涵度ド 3 p寺 I司

ほ 9 -r<i灸冷料レ／囁(JI -舒セすンプ°りンJ｀して咋。以岳するとと↓ミよう， ホ゜ロニウムの

“序t永｀め杯． i信 lて二の終胡心豆1四b ヵ‘がf達為扱（棧々仔遥戻ド 1呆埓レ T：飼
臼企， 1\゚ ラ，I．、ウム， 釘ぽ／ ク石）q板、オt.) 1-:: 忍、羞 v fこ竺クtJも痢）足し， ガ｀ス杖：，之杯，戸ポロ

ニウムの全島杖への、菜着率tネ.I'! f：：・

水’ロニウムの文量（木ヂロ爪· - 3/ 3 ゲ Iレカウン'j - l' j:な仄冦＇凍 I" J:り行t示， 1又 舷雌

函化の，1ヽ・りニウムは命石肖鹸 v1 と P‘V 1こ棧穀板上ーに籾よ、T ぜ） 仄須’I文さ｛和示，が。

（ 3) 慮•L必（共絃混冶9勿 P‘ らの竺灰，の隊、免 l"り終 P寺濱l 3 峙）可， --y Iしゴン雰 1司気で‘11: #oo•¢ 

で｀ ？ヽ'/,, I/仰゜C て．、”'f,社戻であ~.

忍愁レ 1' ポロ＝ウムt全馬板上に、等、羞マ必 9 場合の温良ど、菜羞象との l印禾と飼，自全，
）＼゜ラブウム，繹板いついて戻験しf喰も泉t )d に示す。 高涵~lてわ（↑るホ°口＝ウム n 、庶羞量

8
0
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o砂
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0

さ
叩

s
o
d
"
L
4

ホ＇ロニウムの釧への，徳着
40 
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` 涙 10

゜100 200 300 仰0 れ00 600 

釣1 板の温及（゜C)
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寧
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100 200 300 如切0 6()0 

臼金板、の温度（゜C)
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ホ°ロニウムの銀への要、羞

.200 300 L/-00 500 6 00 

ハ゜ラジ‘ウム杉及の温度（゜C)

/0() 200 300 400 So() 

銀該のう盛度(°¢)
600 

(!) ]氏千 1本一度全島玖上 1こ、達、着し↑てホ゜口＝ウムの金島該 II‘ らの羨免 Iスよると芳えらがう。

釦以外の傘展玖 Ill ~易合に祇遂におレ‘て勺蒸店量が、成，り｀して V‘ 弓が， この理由としでは後述

のオ、r、にポロ--::- v ム 9木第 I"- 益比1\°n :::.ウムとレて、尽届レで V’ つ Ill で l t 1示く金島杖｀ポロニうム

（戎 1 な，り知、ボ゜日-::- v ム） とレて、忍粘す，のであり， 釦t,f oヽ t:lクうムぶら念~島状 1、o t.lシウム

（戎心知ヒボ日一うム） I` 麦比するfくめ 1 こ戎社戻の温度が収‘要f石ので（太fも V‘ ャ‘E 方ぇ~.

(I/-),f、o l:'.lシうム§忍羞ぐ必f"-金烏援I木ア）レコゞフ氣流叱で現々温皮 I" /峙 l笥加悲し，企屁 b‘

亨。の忍紀脅と温皮どの）月1糸と 3 とめ↑て。 別 I' ユヽゎ。のトレーサー落液ヵ‘らン0f＇と祈

武，r必f冷島放I" ついて）m．r、ば実験とえ示汀， r＜峠果どじ1:,萩~レfく。 1肉酋の系、発染ー羞度の

心系は約狂I z ついて 1i:粒めて類松 V f"'）印桑 2 ネしf=。

ぷfここがら金、島極 I"- 忍、篇，1叱fく切 11 水やうす v` 1該委 I"- 恭祀牙レff V' 。

こがらの.:.. I!'.訂‘ら和、 I~鑓1‘ ら痰、免レド、↑ゞロニゥ・ム 1木金：島扱上- I" 単戸逗11'..ホ~゜ロニウム<7}弁ぅ

で成、届レてし‘うので 1太万＜ / 尤99元砂9幻 lてがTムぐぜ戸ポロニゥ A ど）q祢芥筍て‘ヽ｀菜羞してし‘

るI!'.先えられる。 レfて谷，て企和犬，f＜ n シウムとレて b‘ 或 1丸祓｝ヒボロニウムとレて菓羞

して＼‘つと考えらがラ。

ら"'
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IA18 
融糾虚系ドわける •UOz 力‘ら(I) F p 0 分維

原詞 亀本雄ー詐 。山斧滋、

（／）融傾遥系にわ 1ナ~ UO.z.がらの F P の合雄ドつ v‘ で 1丸 逗Jヒ令勿系 l てついて刃＜の店『免ヵ‘‘‘

fi，1がてし｀~. UOz !!溢杖窃系 1之洛醇すぅう法 I丸 l肱畔溢中 I'- UOz. it今教さ虻， 改 z + 

0zI ( z +H戊伐z + CO Tょt‘‘のう毘合がスどス／＼゜ー'/‘す 9 う滋が｀ぽどんむて＇｀わ弓。

演対らば， UOz "&胡絞アン乙::.ウムと合t屑衣解湿と1J口熟レ rs y易合 UOz 厄訊醸ァ＞乏シウ

ムと反応レ各易t勺南知秤滋沖 I'- 羞芽す 9 ことど見広レ r-::. :::." UOz. "素ー 1紺年法 1--ic温比物示しス
ス

1; Iするガスゾ＼゜ーブンク‘拭 I' 比較してぽ温下がっ廷井）司で‘けえ 5 刹，占、も持っと方えらが·う。

そこて硝該溢系 lて丘いて UDz よ？ F 1'~今紐することと訊‘み,'兄殿生成凌吸ぷぅ去 Ti-ど l C 

ょ 9 いくつ P‘"、音采t符-r.,'Iiで報告する。

l.:l) I利し‘1渭醸遥l丸ヤ妓特級の厄肖鹸アンモニウム，石肖該 l) 子ウム，石肖絞ヵりウムである

が， こがらは実験I 之［羽 v‘ る前 1< -Tミん私秤レ漬、沸しfて，，，ちデシケーク守で｀冷幻，）且牝、t吃

Tくもの E ]吏 I利レ T又 淀験/"l:cすべ｀て空気雰：国気で｛矛下し‘，融肖和羞の各羞 I 太すべ‘てJヽり才ヵ‘

ラス（茄肛圭酸ガラス）製 171'(, 171 k （利し‘f又

(3) NH“NOヲ 禾 I" お LJぅ唸Y -'分クの八リオヵ‘・ラスヘの吸着： 紋的枝冷勺 zoo)] 冷ま？レ Tて(J&

I ()0，，，，，，五えグの問鹸アン乙シウム 1 て湛かし， IS--直（て 1呆っド応／I){)メ、y,/ュのハリオカ‘`

ラス<Tl 1Jラム（たグ々グ x 、f仇元）のJ:..句 l ての竺 ／肛9’¢ の砕成アン乏ニゥムでウランの色ヵ‘‘‘

ぅ充広レおわっ士で｀ぅ先 v‘ よ吋て， このウランと令む邦今． lt令ふが召芍：r- 加/'I:全が本の 29%

以下であぅ， 砂グ以..t..が‘カラム I'-"及着 3 ドr-. このカラムを、 5 ら lてシュ初戟 8 令もが肖

醸アン乏シウムで洸うこと'"より／v及羞 3 K てし‘1て笠r -'加クのへ／砂％が戎』 v＾武，1が 1`

.:.の各r今の了怜累スヘ° ? })レ（;'if)国）ド碍らド 1t唸y -'分b b‘ヽう文身す比孝的 It i‘なりバ違｀の

であうこと店示してし‘'g.

II/-)..!:_」WO3 -紐MO3 禾 I tお Itる令ウラン温(J/

況原紅成 1てよる今紐： 疫治ら（丸 UO.., 

とア lレカリ元肖酸喉Lと共iて 11ロ表冬し「｀ t易冷（

アルカリ金属の種繰 Iてよ 7 て温良 I• 莫不

弓が‘) UOz Iな舛肖戟溢と反応レ， 藁·色ヰ V‘

レ黄浅色の況殿ヵゞ注成することt見広 v

1又 この系(7> ;品戻と反応温戻以下 lて下

心峠食アン乏::::.ゥム 5 加えうど:.のぅ兒殷

(1:容易/"<ぅ各絹牙レ／ 士 Tこ昇温レで硝跛アン

ぇ:::.ぅ人を、歎紀（今科と砕う）マとつと

(ii,$も 0 ぅ口紋が‘埓らが 9 :.と E 見広しf又
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このう兄紋注戎の際の F P の除よ象としウベ｀杯・

屈舶／9 -L4w/)3 /09 ー／＜屈 I()? "'ぅ昆合，厨衣月紅犀!!., /IOz I砂れ｝ とトレーサあ'9 1P I"い的 uoュ

”＾伊とな＇反応｀喜暮比で加熱レ，～叩゜¢て‘‘し MOz t湛がレて黄色の透明 1『；之，てレ，Jら I'
にノ‘

2り夕～ 32()‘¢ で‘カロ煮す 5 ::.e I"- ょ，） ；；肖醸アン毛ニウムで衿： s, 令ウラン滋のぅ兒殿とつく~.

"文の庄成前と庄戒オ灸9'..l::.ぅ登炎の一舒＆そいいが採取し， 斗 rt合ウラン溢｀苔干象奴レてそが

そ‘がの妓佑fい r ゃ果スペ？トロメ―'1で初）是レ， 徐犬ぶ 5 求‘ふ T勺も昔果とオ I 表．（達す。

（の IY加屈系 lてお 1 ナ 3 シュゥ鹸ヵ Iレシ

ウムヘの吸羞： 硝戟アン乏ニウム 20

3- Iべ／乙， 嘉のトレーすあう V、 1バ妥

身寸 UOz k 湛り‘しこみー街｝ k 珠、取レfての

ち， ‘”の'l,.'iJ,i食1J Jレンウム＆加え．

て一え／砂て 1て放星し、上 7姿戎 E 採収

す多。 •その 1麦汎絞アン乏クウム＆冷

表fしてガ‘fてめ， 1/< で戌』 7 て-/ユゥ政ヵ

）レシウ＾し介紐すぅ• ::.の三肴の抹

村餃．もf嫁スベクトロメーダて勺渇ll走し

吸着、条 a f‘あが。 そのゃ吉果1,. i' 2 表

-t I 表 合ウラン溢への央況孝

枝種 担は量
合ウラン域へ

の共ぅ虎率

Cs -131 C吟磁t ]辺 < / % 

SY -『 5 ~3  ""9 < / % 

Nd. -147 < ／芍 < I'/. 

C.e -I竹 勾j巫 へI が•O/

稔- 140 ク， 竺 < ／夕％

し• -14-0 rがt磁 Baー140 より夕し＇．

'Ru-10, “屈必ヽ 力辺 くタ'(,

上凌衰 I"'-

残百率

竹怜

”1 

I tJ{) ｾ 

ヘ o % 

釦9ヽ／00 1, 

く 5 % 

l' 示す。 -17 2 表 ンュゥ醸1J Iレ，，，ウムヘの汲羞季

(6) 以上の韮果ょぅ， F P (7)うちわ減

期の比鼓的長 v‘Cs，知，証ゆ，庄

ね，命土芥l!·'0 うち、亙ゆ/1:ハリオ

刀‘‘ラスヘの吸着 1, よう［5, ふr （木合ウラ

ン逗のう虎設~庄成tてよう瓦謀 l汀誡曲

沖での 1日桑 F ようウラン祈令からの今

枝種

し -14-0

N"--14'1 

C, -I仔

紅がり‘f6 1 の除夫汐で行わがること硲わ b‘ ｀ ↑て．
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0、 I~ 1 呵

0、 1 ~ 1 呼
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I Al9 極低濃I箋にお心放肘I｀虹司イ丸 1本の藩存試狙、の研兒
(t_ ")一） ユーロヒ，,'J Lj ~羨 IL‘) 令為位につ＼）て

辰、；；；叶 〇4? l'l'葛士人 佐就忠

〔目的•] 栓イ6 濃双にお，'1 J物哨の脊勧の思噛，卜生につヽ）て,:I.見こし） ＜つかの辛例 41'‘報告ざ

れてヽ l J。ャり嶺無担体の放射ヽぼ同位ィ本を取扱うに冷 l て、 これらの震噛恒 1 -Cつ I) ての基虔

知織と知るこ乙 l~ 極めて重要て、あふ。我‘々 ’1 、極ィ炉農度の牛が開色販扱ぅ漁叶知町的閑題と

検吋す』乙堪，こ｀悪噸但と出来）限 1 定世的に従速す 3 こ乙を目的'L L て顔究．を他めた。

今® l i主'(. L て退 lじ＇分為企によりューロヒ，ウ令の痣存朕緒、 E 検討した。遠 I心＇介絋也，1 ｛豆® } 

lこに鼓的枯,fぅれずに粒｝の大をさと反映さセJこ之が菰末J. ヌ｀極（な濃｝定の拘質と検

出す 3 方ま＼乙して 1-;i放肘能にたよらね Iずならなりが｀｀放射緑自身が｀及ぼ‘す影弯の麻無，こっ

l) て,-i:現在のピこ 5 確哨ぶな，），我々,~、通峯な半凍‘期の無キ且イ本放射、は同｛立ィ本があり、且

：天捌、に存在すJ非放射誤 1司位イ本っ放肘化約面傾の文き、？元素>'.. L --z.ユーロヒ゜う A を追ん

だ，

（方法］ （口 使 I刊 l た 9k, i、 9＼゜イしックスガラス製勾華、 5倍客て｀、 1 回、石笑製嘘遥器·て、文

国盛滋 L た後ー·ぇ '/-OOO r p m 勺遠 l心‘分鱗忍£ l 峙閾麦/,:.‘令離 L た、全てっ斌菓 l I司枝

に追忙＇令緑した後ー'-::.呵 l た，チ‘ッが 1レ光を利用した検査·によれ I1‘‘ （市販↑微粒；み程餘測足

〖黒）、？l←ャのネ漆、ほ灰令ゥ差符遠 lc‘ 介礁,:,より効果的、こ賓ウす a か｀｀氾全て｀ I4 なし）．，k d) 

棧崚，こ閣 L -Z. I り更,:.改良q ¢辱ぶ‘ぁJ。度戌の乱入を防ぐ｀ため 1こ史絞望の検見沿停止 L r~ 
。 又、 促酸望汎i‘嚢酸およがぅ巖ァンモニ1'の I史①と避，すた。

Cb) 非放射怯ューロピウ A の IO-IO~/0---1'パ洛来た瓜oH ならが 1::.. N出 oH ，こよ 1 pH 

這仇 L 、逗 1心、直 (/6000 rp7>1, I 時蘭） L た後、J:..瑾一定量を牙紙，こ l ~込ま辻

て骰煉 L. J RR-l 又，._J R 災ー 2 の丸且管が中，卜生み怨射 L -z放肘化 L ｀生じ‘r:. 'rぇ恥

（半庶‘期？，!I.. h) l,. 1<:,✓a:: そつ他から化学介離 L c.その放射能ど測尺 L て逗沈孝いt篤

L た。

(_c) J RR-~ i'I/-サイク Iし中槌狂息射 L t:. Is-“ふ、 2 らから心｀ Eu とイオンで投が維 L 、
このば恥（半：哉麒 l, 7 y)をトレーサー土して，これ 1：：非双肝I生ュー 1つピウ々／0--{O～ /0タ

バシ苓没と加えて厄0 H て｀ p H も雅l 整 L 、‘}記盈成1じ‘介紐（又y. ooo rp-m, /時間） （た復

上瑾一定唖を採って放肘月t這l 足し逢況律さ曳＇）定した。

［桔足J Cl) ユーロヒ°ゥq m 這茨曲線（遠氾平一 rH) の立 5 上 1 p H I1 ユーロピウ A 填

度が，淑‘｀りすJ経倦、、方へ科動す 3 。これ lす｀落維度桟一足の法且＇）かう見掛，1 上外孔 3 ｛っ

ガ.fi J. 又． ィット）ぅ 4 ，セリうム芹，こっ、、てク載岩又iー政す a,

(~) 恥口浚度←ーロピうムの喝令、p H が‘¢、 5~ 7、ぷ 2`‘ 遠也年，~/00,),こ血くな•3 

汎これ以上のpH t‘11 ンげ這況幸ぶ減‘‘りすJ.この媛句 1 -l. / 0 —F M ざ，1 全くみうれな

ヽ）ぶ｀ユーロビぅ 4 〉裳足り漱少すJ程大きくなり、無担体り場合 (/0ー／1 パ）に,;J.、 f'H lo‘ ・
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直か,.. 0,;. しか光沖しなヽ l (@券牲）． こcf)戎見象 1J.マクロ暑：の水蘇叱ューロピうムの 5也

及っ知裁‘から I -J',ぴl り本な 1) i <>J-z."あ;,\. p廿？、 5 Z噂、坦Ii,$- :i.ーロピウ 4 の正吃字 I~ 、 1司

肱赦乙共に増加すJ ")-Z.‘`、ューロピウムた含む粒ナの紐がにか‘｀この現象をiたらすもりと

角ぇ 5 孔J.

非放肘注同位体口放肘柱同 4立体つ国勺手勧っ災 I1 、この笑荻ビ｀ I1 認めうれながった．

をの他、せなイオンの我誓，）見箋女ガ泉紅‘につヽ) "!-:/,楳告す a 。

(3) 

(l/-) 
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IA20 祷層7ロマトグラ Zーによる放射性枝糧の与部（（

方医石ff 0珂村正一，伊末正笑松下患己

楡争

シリがゲ｀！レに TTA を加えた 7°レートおよび，シリカゲレのずしートをつか→て／これ

らのつ°しートに対する放紅l生枝親の挙約をしらべた。試料，ま主として核：J7)製生杖切よ、よび
銹導蜘出支稽とえらび，担{;$ o.o畑と加えtiもの，坦f才と加えばい{ (j) 1 ：→ヽ）て索保さ

ぁ、こtよったつプレートに 1司、）たガ｀ラス抜 1ま表さ 20 C. m 1 中 Scm て●＇，展暦］櫓，1° I よこ型（
角翌）て、｀内側の 1日辺および底盃： ／ろ紙とし 1' 上芹、玄て頂蘭 l tと。

1 、 TTA と伝む 7• レートと｛吏用すると芝

T 丁 A ば，よく雨いられているキレート削て｀‘,窓咲紬出法による分紬ヤ沖贄：：，広＜利国さ
れている。その今くば／ ；夜柏t••利困さ爪ていて，面相ぜ利用さ爪ることば，ほと/...ヒ`‘かし＇

。 TTA <1:含んだ 7゜レートとっく 1) I 放射性杖種とズ芹っ卜し，展胴刷'::. ；易 L ..t屏させ，

その学勤としらべ 1 1国相と 5夜杞のグロマトグラフ 5去にようら離ヵ汽｀｀ぎるがビうか／ f：しか
のた。

a) 窟駿

展叩jに 1すJ M酢晦，こアン王ニア未を加えて祖と飼屹 l t: tの 1 あ•よび IM モ I ワ 01レ

酪醸fiどをもち、、tこ。この実、練と行 rょう I 二 I ょ／支ず，｛愛 I刊f‘きるようtょ，．丁丁 A <fなも 70
レートと 1下うこどが綬昂いあ~. 7' レー 1・の表面は平滑て‘`, tり一て、あ•) I クロマトグ｀ラフ

的↑ょ効果どもち／惹層 70 マト・グラフ法の検｛応，f：：えるようtりを度とiつて、ヽることが

虹帝て‘•ある。このようね,!;.:危知牛と｛翁えた 7゜しート之作るt2 ダ） I 祠仮，検it l t濯凍，—
ざ｀のよフは方法で作った 7゜レートとィ吏用すること I : l た。すtょわち， SeiQer の万法 L、精製
したシリカゲ｀ 1 レ 23 牙こ丁 TA ワ子と加え，乳鉢ゼ｀よく潔合すう。この混危切を／未こ

50 C<: ，以忍 lo を追弦夜 l二，少｀ L ず→，よく、3、 1) 1 tf‘‘社がら加える，ヘーがと／水、

平台J::.の 7゜レート作成台にあいたガラス板上 l こ，•Appl,cct十or ど一？かつて／ 0、ユダゎ m の
房ざて，． I ひきd) I岱 L た。こボと自然玩燥してもち、 I t2. o 

b) 結果

シリカゲ'1レど加之な、）て｀‘,丁丁 A と糸諄昔1jどしての，ぜ人、1 以と加えfi. 7° レートt Ifつ

r2 が‘J }展度 m 、§，て｀‘位］殿がある。シ l) カゲ，しを加えムと！邑磨が‘士すのて‘‘よいように兎えられ

る。 こ n とを，加えたシリカゲ‘，レの分飴且あ要にあょぼ｀す影響，こっ、）て 1士検討中て＇ある。

ストロンチウムの Rf'古，低、 ‘rH ぜは約 0、'l z" あるが‘1 展麒夜m rH をあ lfうと下が｀る

ようて‘ある。セシウムの好 l切尾励夜の西 2、 3 カ‘ら 63 の暦］で‘1古／ほと人ヒ‘・一定て｀約 0、ワ

て｀あっに。亜釦の尉 1ま展恥彼の西 3 ぜ 1本／約 0,1/ があっt2.。しがし展帥役のfH 匹L..t:-z· I古

原屯にどと、まう。コバルト 11 展閑液のpH I 、 6 て｀‘1な廃、ヒ l:. —舒どど｀承ヽ） ta:I;n子する。
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L 力‘し，展馴夜の糾2 ガらもの畜と国か這、せ｀ 1::. どと9、 1 うような佃I勺と示 L, pH s-以上ゼ‘Iオ

党免に転かない。ジ｀ 1レコニ、加—＼心展刷汲万H 2.3 カ‘ら 63 i -c,‘のrt7かけもかない。 TTA
ヒ試料がキしート化合伐切と，ーベるようね差ィ手て‘, 7° しート！こ，とど｀まるよう枯餞向せ｀あ

ると菟えら爪る。このと~,キレート化后切の守定度定数ヵ繋f倶：：，tf人らがの I匂f季が
ぁうのて‘ばれ、、かど危えらポらっ＼ I ず爪のt易合も 1 試糾＝坦1本と力12 之ねt易合t:,加えな、ヽ
渇合とて＼ま， Rfの（直が‘,1-iヒ人ど｀及わらなヽ‘•こ爪りの結県ガら 1 セシウムとコ I<‘'レト

／ストロンチウムとコベルト 1 セシウ1-ヽとジ Iしコニウム 1 ストロンチウムとジ‘IL コニウム

／ス1-ロンチウムと亜鯰，セシわーと亜鈴tょどが相§令斎且でさることがわヵ‘った。かお，

ラ｀’ルコ：：ウムとう I) カゲ‘rしと汲着剤ピして与雄した和貌さ 1 →を‘の2,_'~) I二示す．

2 シリカゲ‘1レのデレートをぽ l司するとざ

a ）ジ：，レコ：：ウムーニ六 7｀｀の分離

従床び）宏層 7 ロマトグラフ法による分追！よ I Ii I('.人と‘、 HF J:）萎叩Jにもち、）ていうのて‘`
和1支、 I l ：填ぜある。したがつて， HF~ （司＼ヽtょ，、展刷刺ぜ分薙 z‘‘ をる力‘どうガ，た L 力‘

め「之。

賞 賑 シリカゲ Iレの 70 しート Iよ，詞ler の方iい‘｀メル 7 峻シリカ千‘ルと朴嬰して
園、ヽf2 ．その知尻ま／;;:_ I) カゲ’rレ 40 牙、水 40cc, で人、S ？人 4 各て，、ある。

結果
125N 

担ィ本と加えなし、こ叫しコニウム，ニオかま／展廂l剤と L て＼勺為峨ね：ィ吏→て与維ぜきた。誌
酸の濃度によぅ I刃錐のようすt L らべたところ， 10 N 以下ぜ I士，ぅiくら紐--c:•一迂 rJ:.カ←つ

たつれあ‘,12 、 □ N訪魂ぜt，試料げ町木え 0.01KM 程度加えると釘釦｀をな力‘→ tら閤醸

(J)かわ 1) I こ瀑酸を、もち、、tとが｀令雑て、、とは力‘った。

b) ラジウム D, E 、 F のら離

知 D, E.f d) ~ー 1 \0ーワロマトヴ・ラフジ恥ょう分離は／をわめて長叶，訂t歩すり］類）届
グロマトグラフ滋て、迅迫 1滋蘊て｀｀きうヵ、ビ｀ぅヵ‘L らべ： f2, 

舘屎

n -7° 口し゜ 1レア rレコー 1 レ I n -7‘‘ 手 rレア Iレコー rレ（あらかじのワN犀醸リチウムとナ

2N 訪醸が箔夜て、を知してある）之展闇剤t L t：：渇合 I I, !;肝i旬程度て、今疸てヽヽをた。
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IA21 斎層クロて卜 7一ぅフr ーによう＇応ーデ？マた

呻和 l.L言式‘
倉、派

o 烏亭康可
杵J::..りと紅雄

クグゾ槌

附。より宝飯する知[tキてリア 7 リーに分維するニヒも目的として頬層クロマトグラ 7 ィー
を応用した絆足品速箇便，i::目的い立しぅぅ：：ヒがわか）た。

試料疇製した酸化毛') 7テン疇手灯に追が戸雙身Jとf↑かた．！知後｀試粗（ま
0.(M N出0叶婆夜 I" 済ガ‘レ｀い--t Mo .:i.べ1 /4,1 1-:: 序うように絹製し｀J,;!_下の虔峻疇V'

r-e:: 0"制 lす亭版il)恥層 7 t:7--xトグラフィー（月シリガf`9レ（訟~p B i)を l打 vI 、二がと
約ぇ伶量の水てねヽjまこ、ガラズ板J.::にス l° レッダーを 1用いて内一Iむ唇： （z炒たの費膜し

ぅくり、 I (()•c.,, (I 府閉転埓した。屡朋fl とし？届禅茶森一滋跛否、一干オシア＞跛百屹ti)

但を命し吋度討 L たところ必教的よぃ條現t与えたわのはアセトン、メ？ I - lレ、エクJ

- l レをそれぞ水単怯 l< 1丹いた喝冶ヽこあ，た。 ：：れら(-::つ 3 えぅ札た届々”f?f｛直及な、晨用

弄句tポすヒカ a 違 I9，てある，

吐

Developer tiDel'le ve(milopni) ng 
Front line (cm) 99 Mo 99mTc 

Acetone 30 ll.8 0.04 0.98 

Methanol 60 10.5 0.05 0.70 

• Et血ol 90 9.2 '今 o.os 0.65 

低し反痢呼のを嘱(t 32'しであるク

こ，，中てアセトン晨 I荊 lょ景もよI.,妨離結要をうる：：とが広えた。

均（直 1す晨 I引介離した奨層枚（て念見スりット（中／みがれ、辰 3 /9～拉み 3 、 シンチレーションカウ

ンター（瓜／ “x /，＇）によりスキャー＞ 7 して｀ t材o と.... r のが掟を 9@j足したと：：：ろ下 1図 9 如

3 を得た．これより科値を¢- 7 q位置より束めた結屎両舟ヵ＼さボいにか謎 L ~いう二と

がみとめられる。更 1 ：： ：：オ（を X位フィ！しム（アデ応）を（月いて：：：り滉雇にフ 3 オート 7 ジ
オ 7- 7 7 を試みr~と：：ろ炉E l＄シャー 1· な復状をしめし、q1門 0(“"1 と中心ヒば、I· さな
叩だてとず， てお 11 ｀ス’キャニ> 7・て＇’f茅たl::."一 7 とオーI-ラジオ 7^ 77 の（象ヒ！わよぃ・・叙

をボ L <いた。

こ爪らの位置か：刊Mo ヒq’”Tc..応、あるニヒ（口次の如さオ戎｛でより確認した。

Cl)晨痢笈アレートJ:: (IJ唆着字1 を（すが、シオ―{-ラジオ 7｀ーラ 7 でしめょ水たそ水そ訊グフ 7

クシっンをわ IT て、吃の和私‘期を兎’l定（たと：：ろ，"'Mo 砂蒔，田、 1吋C 6 時｝蘭の文取直ヒ
よくー百 L 芦。

（乙）ついで：：れらrlJが様ス~ 7 f-Iレとヒリ、＊の光電ヒ° - 7 のイ立墨J: I) エネ―.lレギーをもとめ

たとユ乃、文献値（0, （砂M«V) とよく一致した。
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(3) qho ヒqq心Tc t ~ I蘭に（J叔身むい年成｀広すう二と足確記のー即とし< I乳いた少。のフラ 7
ラヨン介崩壊~ I 7ク碕1訂念 I) 追い娘扶ff7互を新たに生応八て孜射平市り丸‘立するのをみと

めた捻尺t tF ~叶 1旬ば計算f直 22，筐I印とよ＜一敦した。

iた介雑した加。 OI ず喬スペ’ク/- Iレしみていぅヒ、 9すじめ q1吋c..の、 1, 3 「ぶ克兎ピークがみ

られクが、二水 l1呼 I訂経過とヒも（＜易ヵヒ° - 7 C1)肉長ヵ＼ぐみとめられる。二れよりに° - 7 の

高さヒ経退釦訂と'1! I紅·'と求め、.:::.れtか＝ 0 (＜＃卜神するヒ 3 吋心丁（の存在 I& t'たくはい

こヒかわかった。す rりから 1110 外フラ 7 ラ 3 ン{-::: (W汀姐直後で［すff“丁いむ令く残‘らばし 1 とい

える． かくしてか離した心丁し（守キャ 1) アフリーてある。ンれをf累'o'/=（ま如Tcのあうとみら

れク舒かのシリ1J • lレ成着屠 E （すがし｀二爪も水 2戎、し＇ラ農過するヒ／好％ォ幻屠（：： “'-Tc ［オう

っちごと1J汎）灯＼，た。 ごの臆伶 7 シオコロイドの生がばみらボ冗かった。
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2A22 ニッケルアンミン錯塩のホットアトム化学

日本原子力研究所 吉原賢二

1. 目的 ニッケル錯塩のホットアトム化学は従来あまり研究されていない。 とくにニッケル

錯塩匠おいて核反応あるいは壊変によつてニッケルからコバルトが生成するさいのホットアトム効果

は，昨年の放射化学討論会にお、いて演者らが報告した以外まつた＜研究例がない。 (n'r) 反応(l)

さいのホットアトム効果は一般にアニーリングのため親の化学形が増加する現象 親の化学形

への強い指向性がみられるが，原子番号変化をともなう過程ではアニーリングにさいして親の化学形

への指向性というものはない。 したがつて後者は前者匠比ぺてもつと異質なアニーリング過程を示す

かも知れない。両者の比較は非常に興味あることであり，重要なことでもあるが，今までほとんど研

究されていなかつた。

ニッケルとコバルトは三つ組元素に属する性質の似通った元素であるので， この意味から本研究

では〔N i (NH,), 〕ふ（ X = Cl., Br, I, N03) における••Ni (T, p) "C o 反応あるいは 57N. i→ ”co

(B十および El C) 壊変の化学的効果をとりあげた。核反応によつて生成する 57CO と壊変によつて生

成する ”co の化学的挙動の相違を比較し，さらにこれについてのアニーリングのさいの挙動を (n, r) 

反応によつて生じる '0co 反跳原子のそれと比較した。

2. 方法 ニッケル錯塩 (N i (NH3) .J X2 (X.,; Cl, Br, I, N03) は文献による方法を用いて調

製し濃アンモニア水中から再結晶した。 57Niでラペルされた (57Ni (N 氏） 6 〕 X2 は，あらかじめ精製金

属ニッケル粉末を 2OMev 直線加速器で照射し， （ r,n) 反応によつて 57Niを作り，これより出発し

て上と同様な操作によつて錯塩を作った。

r 線の照射は直線加速器を用い，最大エネルギー 20 MeV, 平均電流 30µA の条件で使用し，必要

に応じて照射温度を一 78℃

（ドライアイス）．ー 196 ℃

（液体窒素）に保つた。

生成した ”co([) 化学形は

イオン交換法によつて決定

された。照射した錯塩を

0.lN 塩酸に溶解し， H 型の

陽イオン交換樹脂ダイヤイオ

ン屯Kl のカラム (1omm¢x70mm) 

に通し， 0.9MKC1+ 0.lMHCl, 

2MHC1, 8MHCl, 12MHC1 の順

に溶離した。 これによつて

002+ (Co (NH,) 5 X戸 (Co(NH3}.)'+

クーゲット

Ni(NH3)6 CJ, 

Ni (NH3)6 痴2

Ni(NH,),I, 

Ni(NH,), 

(No,)2 

オ I 表 58Ni (r, p) 57co 反応の化学的効果

照射条件 保存条件
アニー co 2+ Co(NH,),x,. Oo(NH山研
リング

-79℃ -79℃ 
82.0 ,,, 4.4'!, 13.6伶

3Qmin 15miil 

8TC 

’ ’ 30min 
53.8 23.7 21.7 

-196.C -19fjC 

30min 15min 
81.5 0.4 18.1 

室濫
84.2 0.3 15.5 ’ lld 

8TC 
, , 58.6 28.4 13.0 

60min 

室濫 -79℃ 

30min 3d 
66.2 12.0 21.8 

-79℃ -79•c 
73.6 

30min 12d 
~ 2 20.2 
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ォ rr 表 ”N i -57 Co ({1+, EC) 壊変の化学的効果

試 料 保存条件 アニーリング Co 2+ co(NH,Js X叶 Co(NH3)6 s+ 

*Ni(NH,) s Cl, -79℃ 
66.9% 5.1% 27.2% 

37d air 
-79℃ 87•c 

46.5 1.4 49.2 
37d,air 6Qmin 

-79゜C
65.7 1.6 31.6 

20d Ar 

-79℃ 87℃ 
51.6 1.2ｷ 45.2 

2ld,Ar 60min 

室温
44.2 1.6 51.0 

37d 

勺i(NH; J,Br2 -79℃ 
80.5 ~0 19.5 

62d,air 

-.79℃ 87℃ 
68.8 ~0 30.4 

64d,air 60min 

室渥
63.1 7.8 27.4 

60d 

などが分離できた。

測定は 57 co の T 線を 20 チヤンネ

Jレ r 線スベクトロメークーによ乞

て測定した。

3. 結果 いろいろな化合腋

匹ついて 58Ni(r, p) "co 反応忙よつ

て生じた 57 Co の化学形分布をしら

ぺた。その結果はオ I 表に示すと

おりである。低温照射直後の分布

はいずれの場合も Co-2t>〔Co(N均），〕 3＋

>. (Co(NH山x〕叶の順になり， ペン

ク成分は少籠であることがわかる。熱匠よるアニーソングによつておもに増加する成分は

[Co (N迅）必〕2+ である。，〔Ni(NH3) ，〕 012 クーゲットの場合は (co(NH,) 』 3十も増加しているが，〔Ni (N比）•〕 Br2

クーゲツトの場合〔Co(NH,)6〕狂の成分はやや減少する傾向にある。室温で照射した (Ni (NH山〕 I2 クー

ゲットの場合かなりの放射線分解が起つているが，生成した 57 co の相当の部分が〔Co(NH山 I〕研とな

つていることが注目される。 57Ni -"co (/3+, Ee:)壊変についての化学的効果を研究した結果を7-f ]I 

表に示す。 57Niでラベルした試科は表示する条件下で十分長く放置して， 57 Niをほぽ完全に ”Co V[ 

壊変させたものである。 〔Ni(NH山〕 Cl2 でも (Ni (NH3) ，〕 8口でもアニーリングによ，つて増加する主成分

は〔Co(NH山〕 3＋である。 〔 Ni (NH山〕 012 では〔co(NH山 Cl〕研の成分はアニーリング匠よつてむしろ減少す

る傾向がある。これらのことは核反応侭よつて生じた 57Co の化学的行動といちじるしい対照をなし

ている。室温侭放置した試料は〔Co(NH3), 〕 3十成分がふえ，アニーリングと同様の効果を示す。

以上を総合すると，（ r'P) 反応により生じた 57 Co V[ついてアニーリングによつて増加する主な

成分は〔Co(NH山X〕叶であり，壊変により生成する 57 co についてアニーリングによつて増加する主な

成分は〔Co(NH3)6〕研である。そこで (T, p)反応のさいには反跳原子の周囲(J.)fragmentation が大きく

アニーリングの過程は再合成型となり，再結合の過程でペンクができるものが主流匠なることが推定

される。振変のさい匠は反跳エネルギーそのものは小さく，反跳によるfra四entation は少ないであ

ろうから，誤変原子の電荷匠よる周囲の electroni c di sturbance が化学結合匹影響する。今の場合

(Ni(NH山〕2+ からかなりの割合で (Co(NH3)6〕庄となることが考えられる。このさいのアニーソソグ反応は

electroni c 型となり〔co(NH3)6 〕研（水溶液中で不安定）が周囲の electroni c defect (I(電子を放出して

(Co(NH山〕3+ （水溶液中で安定）となることが推定される。このようにして核反応によつて生じた ”Co

のアニーリング反応と，壊変匠よつて生じた 57Co のアニーリング反応の傾向の差異が理解される。

[Ni (NH3) 6 〕迄中で (r'P) 反応匹より生じた 57 Co のアニーリング反応を， （Co(NH3)6〕応中で (n,r)

反応匠よつて生じた ''Co のそれと比較すると，前者では主流をなすものはペンクアンミン成分の

増加であるの匹対し，後者忙おいてはヘキサアンミン成分の増加である。 前者では親の化学形への

指向性がないのでこのような結果になつたものと考えられる。
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2A23 祁7 l--ア r ム効果に仁る放象牲プ＇VIV t1I壕綿

須化弗狂坑所 稲荷田萬望子

1. 目的 チ）V ）項這 1-:- lf牲子を賤術(_たさぃ爪(叫り及応にお(f 3 禾、7 トア)--ム劫巣に

よ 3 放垢幻 IV)バ嘉釦しらパ 3 ;;,ン（歪睾！比孫：知能のテ I レ）レのラジオアイソ1--. - 1‘ 各
祝詔 1 3 ため炉勢為、のあ'.Q :, !::, -i、あ 3 。

ア，レ）レ絞象."6'> ~ cJ lなテ IVIV 国1--リウムi々児惰今t ¢£加し、 仇 Y)及各ぁ 3 い l# [1t,.2叫及尤

にお If'? k.誂tb 慕，こよる謬危帷チ）レ Iレil)紐ィ心炉汀をしらぺ，冴渇｛年後も算少し 1~,
2 ，祝知 テ IV)レ裂支わ｀よび‘チ，ゾ IV 統ナ)--リウムをクーケ’ットとしで伯い、何れもサ簸特

紐沿ャ使悧 l 尻芝 1 訊‘料/<. 1屈z..'1,"ぇ町計'q''f乞子を．疇し '0,:/ い埠翡し M 梯践

I N 1直、 I N ?f'.-恥'tナト＇リウム喬液;f.·ふひ'| N 笈鋒ずトリウム忍夜のるれも＇れク議液¢’

殆象レ テ )VI レ (IV) とテ IV JV（VI) ,1)分綿を行ない、後イい杖突／のケ炸tしうへ環紬をしうべた．

。まじ 疇蘭吼t垢子t豆 l -z iを覆時間あるい l-t: 1系篠謡度を笈化して素繕 I~ 沼 1 3 彩堵

をしり＾•アク、

(4\.,r) 及加 I-'t,より生沢りる放危，彦オ IVIレの守 1夕［歪 呪 4‘, 代.“をしも竺ず', 3 ふ払抜緩喜｀

が稔在するのも‘’｀支っ9'131i t f争く！¢悠があるい ターケ＇プト*i夜t a3 臼瑶誡努i位'c- L-z. L— 

沙し-z. I 呵:/l) KI 兎液も経係℃し1..加え，汲続化．水素水t 1J＂い息脅畏 L --z. L―を応に続

化·したのら、 f呼 1-=- より 2 幻和劣すれば Pl1 はほとん沙受全）つ祁疇這虫ざ収、 1直）と丁¢

包け）日相 lし銭‘3 のがみ段tク直たのち、JK狐tさう 1つ'-!- N の推級紘It金，贅節 l -z f評和

~ ~I"' ぷ？夕旅i払がfe(IV) t fe(w) のク紬：を行1;i:?た． ず麻わ：む賢喜皇 1夜を1j- N 9絲孤伐
度り輝し 1 幻¢—rbr ／ケ 0 ジン条i食をガ豆 1 夕簡； ！）立も＇'.3. 2.疇劣を＜ク丞し＆

祁り炉旅す 3 ． た（Iり［1 ［乏tんが全金/0 祁疇，2 綽也ざれ， Te(Yl) 1広水牙釦弱｀'.;l, -「卵和中")

了）レ 1 レ (1 r,5 N の矯随を加Z,· -z 2,国泥祁玄でくりgぜ lよ＇た(iv) 1ヽ名易に定峨［約'"°？に祁 1< GJ牧

され 3 ＼ヽ＼クク祓l.~t i'ある。花 (1v) ど 1e (w)'> 条フラ l レつー／ 1クつ cl でザク痙シンケレ／レ 3

ンカりンダー 1,_ J:.. J務紅恢を弦＇）足し,'"'イ彩のブラク Vつン 11:-クし 1 1.ジ＇多ケJV ジケ牙ガJV/ヽ＇

ミ、／棘ナトリウム 1戸う比鯰會あ Iそよク金烏イガプを定邊し、ぅ嘉絲湘菰を摩生（た。

なお， 了 lV IV 峰f }-')クムをク／ヶ'•7 卜にした戌名（ょ賤．鬼- f'ii 10 日）関叔盪 l たのう［坪心が＇

璃｀各しわの"?) ク紐t久手名フ厄，
歪乞 礼；；了の牙イクジ）-'()ン 1<- ぶ）息ぃ甲降手t換鬼し 1 （叫か）及名による放加It也テ

）レ I レil)瑶箔 1::. ，，，） 'I i L うべ＇た。

3、紬昴 ターケ，7 卜を 2 呼間 1Rl< -I 啄子炉｛へ 3 メ lo’'磋ふ 5ee) 逗和した喝合，いち"ろ

rJ-森iい認裔 l ャ;IJヽ ,0、3 心払紬t殊辮しf-::.ざし）,~ Iな午他のフラクションの放佑作巳 1ょ鯰

% 1,’’，ぅ魯似も数ば 13り伐免＇ 1‘’ あ 1, 依ス炎i担 I"- 舜辞しゎ喝合エりヤ、高い 1わを示 l T2. )5 

豚）祖座知 l 1- f、 3 N の屡線 /a 殊徘 L わさい\'0- l-!. 、 4-イiib.f) 1 9 l V ヲンめ放厖貶 l~ I司 l" <午ぷ 5
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メt"あ 3 が、瀑、福 1輯数ばク以／尻レいう高 o イ面t示 l 尼 主た、 愛彦滋愚しゎ喝合夜ィ禾

" t'99紐しバ俊あるいは初＾c 1,..1町（7r l 幻朽/;ついてク敷陥q昂壻~ L う＾·たが：昴
C I夕i繹 L-,,.. f易乞J<-~ヽ喀洛1” /Jゞ’i幻した移度孔落濃の孜塊厄令 I) },j:;がつた．

王た， f lV  }ゾのブラク v ~ ;/ I~/} い 1 Y ，導匁ペクトワメークー lクぶク'(嬬阜スペクト，v を

創定しゎ綽菜叱の叔躯恢l1 み℃めク水ながフ乞

知疇能n ？ィ、）トー'1•項製ず'3 v,. l~ この知紅祖戸蘭弟i'しかもあん鬼パL が'
紐‘L

知がる炎召旺l が‘と秀えり,j1, ~. t,:が，唸，あるいは名ゃ和骸広叫ぇ季七 I乳 ll 勺八
がい差厖t匂砂、シり知知鳴渤可れに＇、 P虚，唸の紅戸t 'R.Lt湖勢す 9 =-と
が可咄ずある，
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2A24 焦機化合物にあける反跳兆アン屁モン原砂原手 1両分栢

静淑射研奇；国。神原書痴柏手伸字｀村·t蘭輝膏外

I.序論

ァンケモン酸カリウム乞熱が生3 で照射した際に生する及眺アンケモン秀否の reten ti. on..
について 1エ｀T. A叫erse.,_ 4-A. B. I{ 11吐se n. 1) および｀J, F. Fa.cetti. 2) によって研究されている。

坂々 l吋瑣反のヒ゜ロアシケモニ酸カリウムあよいG-.Bra.ue r 3) の方法て｀合淑 L たアンケモ.::..酸

ガ＇）りウムを中性弓照射して 5b(V) のv-etention 1直たしらべ、今も晶オくと reten ti on ィ直の間にある知
見 E 得に。

2. 閃験
2.1) 照射試料おJ‘/)"照射

（A) 市萩のI::゜ロアシケ毛ン酸ヵ 1 ウムJ;J:拭茨特級品f I月、、て、精製あるい 1J前処理する
ことfi L に中帷令照射 L た。 (B) G-. Bn邸er"> 方法に準徒 l て次: d) J.'うに合成しに。 す
なわち試莱特級三酸化アシケモンを水酸ィヒカJウム席液 I：：沸ぶした後、過酸化7K紫t沈加
し 30,.,,40分間、約 60°C に保ち r.iがら酸化た虎了する．‘)タノーJL E加えて結晶 E 祈出さ

せ琴.l:::.て‘乾固 l r：：ものを照射 l 「::. o 

試料(A)`(B) はJ RR-2, ：：よリ、 4X ld3 'l1 etLtro n.s・砧se(1の中性弓束て｀• 5分岬、射 l た。

勾
2.2) 化営操屁J‘ひ｀‘故f耳I定
輝う照射した試料 1 ;;rJ,._ 6M HCL に溶解 l た. L かし (A) は 6MHCしに遠国にくく；溶解する

のに教分間を要 L た。 唸b(V) と 1245Mlll) の分離（g、 N.A.B。11.ner4> の方法に従って行った。
すなわら 2.I4-HHg［し2.の 6MH［し；溶装とイソアロヒりL エーテルt令もガお知斗に試料 L達当な
担体を未加し十分に振退して 124Sb(V) をイソフ゜ロビ）しエーテルです由出 L に。
唸収V)も含むイゾ 7° ロヒ勺L エーテ IL柏と唸1;{111) を含訊［しオ且とは、井戸型 r絲凋シンナ

レーターにて計数し｀ 12域(V)n retenti on 値之求めた。

3. 結果あよび＇ガ釈
試料(A)あい‘'(B)について、 124Sh(V) の rete n.ti on ィ直z. L らべ‘た結果 l1T山1 に示すとあ＇）であ

っに・

ピロアシケモン酸カリウムは L比Li11~ s.)によってすでに正アシケモ凶酸カリウムと）司一
物であることか掏釦れ、その化洋式は KSbCOH)い： Hilo であらわすことができる。
園（O趾 l::. つ\ I ては、 T.A贔ersen.,t a.l I) によって 70./ 土 /.2 % ぁょがJ. F. Facett; 2) によ＞

て 70. tl.。と求められてお 1） ｀牧‘々の突崩囁果に比べてイむ I ヤetenti o11.値立示 L ている。
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この本実験との差異 l ま・結晶9K" 醤：のちが
いにもとすくもqと方えられる。

ピ b ァン今モン酸力＇）ウムの組成式t

上のィヒ営式を書きかえて 、 KShOぶ訊0 と
仮定し、市販のピロアニケモン酸カリウ A

た令析 L 、 h リウムとアシケモこと各々亜

罪酸コ 1,· Iし卜t届ぁよび黒色硫化物として定量 L た綽畏から蛉晶水と推定 L てみるt人体、
炉 4~4.S とむった。 この 1直と T.A叫erse1tらおよひ"J. f.厄cettしの綽音果と）月、，て 、 Yeten ti o tt.

値と結晶7K との）釘係と）図示すると均 1 のJ‘うな直弱度侠)f条を示すことか令 9 た。

゜ra a; R如t;,n v.. l.es fo, KSbO, 32．↑％食．泊F.Facettし）
20 卜 b: Rettnhoh v..hes for l(Sb0濯』(]靡塁[):n :['a"L は： R岨·OnV如s{,r 間·X間（乞？．g比ett]

(~怜珈）、·訊o)
゜

3 4 
文 C KSb03・エ比0)

百 l •.VuiatしOnoj retent;on wik 廿e chaIIges 
oj a.mounts oj cr-3stal wa.ter 

2
 

5
 

別に照身1試料の一郭令をとってtherm a.し anneal i.n9 あょ‘び'r線 anheal i n，を行ったが＇、＂ T'’ 

れについても reten ti on 値．に雖苅な変化l5 みられなかった 4 て｀O.nneG1l, n~ 効朱,,っ、，て 1 釘庚

に検討 l芋て｀ある。
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2A25 A 方ンが知印旨慕ぅ木ヽ7I-アトム化学（叩籾）
ら(¢…位）戌ヘバ庶勧泣、ぅ追l 用

江扱大魚研 o ネk i節｀后男、 製k 汲文｀ ｛た々木喬

~'} ;t日ぅートク n ム鋒ィす在虜',1 ~ー／交埃杓ず昨に吸泊 1 セた-=l"l I な｀戎浪り紘，＝よ

, s叫心t{-Chaf✓mas 亙応乙研梵すへ:· ~典約的な対象qひとつである。首戟＇）で 1なノ‘‘、1 ナt広に

つヽヽ 1 祁佑 L たので＇／今回 1クこの床にぅ□箪9 滋さ由印 L, t= tも合（＝ついて，烈身キ位匿は原ぅ吋

内，，， T -マ 1レカラムに国定しす F !,"lt吟· m も一定'"" l て，主に 1文辛·あ‘J.仄［靡蝠叱 I"- 古よ 1 ま

1 i謬液の、江紋ぁ｀ぶが'p H 斧の豹禦に注目 L て定痰まぁ｀ ：なった．
輝す［広と（てば， ミのイガンの升りに 1 たf肴思清柑膠訊＇砂 IO ゎ L さ白集ゥガ、．＇）エチレ

ン竪カラムに取り， をーに別に勺杜膝べ｀‘'）トークと 1 て筍畝if9和狂約 1,^ t,}、さいカラム lo ふっ

てこ小らt連し，な¢シー，しド内f② q文めこ小石卜,, fj正型万う炉J)サーマ，v 'lJシム内 I：坤

入した．次，ここ小ら1Jラム 1＝連茸·してあったズ°')エチレン沿 E 逗 L て／所定のiぶ離液こ一

恙た也（ 2、 1“に）にて直 L つ、 I菟狂五ヵと／四肛T ("Jーマ，しつぅムでつ、世ハャ吐る東

，，，，， 3X/C'..,.,伝ん） 1-:. ,I:.埓？セ，管っ仕：口から；、木甜液を一雌漬ずっフラクシヨンコしクタ
ー Im l.,た．厄ぢ‘ ー初0) "因ば、 このときフラクシヨンコレクターの苛 1こ旺疇

紺
昨令勺 5以［ぷ置 3 ，滞浪中 1-- ててきたクロムの浅イオン涙令のた釣令古ミヽヘ，｀際、蛸，した．炉

退h, 9寺唄 Iなすべ＇て 29李向とし I *,"止 4友 Iク沐迂tゃ｀平＜ l t更，C I 、 5~ 2 峙 1旬滋甜：を、連

11／叶運的知議から令1本で約 ¢oo“ の滞雑叩疇した。f躊ぽ H尺約分 KL襟、全裔 3

れゎもの,a: I, tJ H c..t s- o 心l 吋輝肛し／雰 T-::::( との痢：H為及ぶ＾’`1 ド珀膵 IC 践｀ったもd) I?' あ‘も

K もとの A すン約しみなし'L IN NH社JO3 (p HI,0) で（ユ界0以） l苓就した。

渭られた、吐果t } 1 峯に示すが＇， これによ 3 ~一骰的 K p H が位（tぷ 3 'Cク／ cl'~鴻イオ

ン放ケヘの疇直ウロ l -,_、＼う。 こ4-c 1 .tべ‘')ヶ岐にあ‘Iヤる媛句 "I司ーで＇ある． mm、よび＇

枡絨t ｛□ 用しtーとぎ， 同一ャけで Iな／く’`•I 今i知丸令.):')も頑らかに湯イすン戎ケ＾ゥり心平

h→ャ憎 D p l 'lいるこ Y が小ヤ‘る． び｀｀Jヶ，•出で ,x 渇イうン叙‘方＾咬孝，品 K 直J: J i釦祓によ

b ャ H ~.o で＇ 午 2 ％であった。）竹矛畝笈を［法雛液とした\::ぎ Iょ，，什ぶ') 1 なも L う叶醜 1茂度 I=

枕存す｝級幻かーあら巾ゎ rこ． l か l 叩疇力0, i易合でもが')'""’'掬粍べ'、')ド冗寵かながっ r=

ときの令紅紐ケを易ぇらとその竜ならひ＾にpけ依存↑i. 1:, 釘痰苓の渇なと似てくる。

渭綿比につい'- I ま， 涙戟的 I到鉗ざの T＝め枚／直 Iズ§サ 1 こ珠であるぷ，披塔さ木仁盈串｛直

9な、約 l()00 1` あ 3. づ］反的緑向とし--z. I p H のがp t共に渭平I::.、さtか加す 3 ネ素である． 同じ

く 1易 A オン蚊夕牛でも／ H 'fl,~成沈す小に放ケの方凡 HR. t J.HJ.—9 必けた戌夕よヽ／も同一

訂t 1• It多す大ぎめに出て、， 3 こと 1＃寧味が＇ある。

I) オ屯｀， 果が，、オク l司す文射化和討玲会ノオて（心兌 Y 5fns匹←4 TM^ffuげヽ，わ↓ぺf“I,Jis J,ダ
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四比 1. • J~suわ oi F[oo H叫o』(i, Cぷふ）J R. 

Ru礼 Elue..,.t Yie I4.f SI Cy C 1/•) 

IJo. C。 hce"trationa) pH 0内i .,.l f。rm Gtion;c specie s 

i b) A. J. 70 5 8．ヽ 1/-1. t/. 

r A. J. tO t 8. I 3 /. 9 

2 り A. 3.15" I/. 8. 7 タ／．／

7 A. 3. IS" ク 5. ｧ ク仕 r

!5 A. J. 00 “7.3 (?.{,)C) J-2. 7 

Lt-~) A. ふt/. 0 32.r (7..5 

20 N. 11. 00 3'/.. 1 /J.• 

I 3 N. 3, 00 ｢ 3. 7 Jヽ． 3

I lJ. N. ). li'1 7 2. g .;.7. 2 , N. 2.00 I?. 2 g /. g 

/ 7 N. 2.00 / ?. f (0.3t) TIO,/ 

.2 / o. o,, i x,o-•~恢 3.7o 7 『.“ (25.2)C) 21. {, 

/ 9' 0. 0.32Xlo-'1'1/( J.1/-3 7 f.2 2.0. 8 

I i; 0. O,b~)(IO一JH/t 3./1 tふt./- (3 0. ?) C) / 4. 6 

I I 0. o.6('!(/0—JH/f 3. 00 『 3. t (3 ｣. 3) </ I b. 2 

0. I,2? XIO• MIL 
3./0 n.o (3 ?. 2) 9) 18.0 / 2 ＋心oH I X / o.,.t,tf( 

/3 
0. A2'IXf0-9H/I 

3.12 31/-. I (38. ｢) C) IS-. 7 “l舟OH o.63 XIO-3 HI｣ 

3 b) o. (),J.2.l( /0—’M(£ 
J. DO t o. g J 7. 2 + A. 0,0““: N 

/0 0. 0.“XIO力t/£
2. 78 81. I / g. I 

+ A. 

a) A.：叫t，'C acid. I、 N.: 叫r,'c a c.,、 4)'0.•欧,,__f,·c. a心
b) がf eyヽ，,· l。t.f r25;n 

C) y,、山ー和fraぶoh 4叫e4 。 h 元 bar2sin
d) 
yi』d...:. 1(... fr叫'....必J•Y'/,J on 込 HR r;ヽ s i n

H 凡
e) <. f. C 4 士 rcs i n
f)ん4え、｛、ら必丑 r心｀，，
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2A26 

東大放養

紐釦リ和リリーノ酸准、に対する “Co が線泉~ ('fl, r) 豆•直印泉勅界

〇木公凍＇：：：哀｝ 登烏和子 要オす矛臭 芦材喬函；手

l-リポ＇）＇）ン駿t 1- 1'7 i-. r-Ja.,化 O,.ooi 10 水塩みふッ憮水卓を 6• 白の（続．で照第

生戊物を Dowe :xー X 8 ウラムで•塩化カリウム逗液，てざりシ各出分離（/) l/ 1 放射線分月手岐
幸を剰走した。i r汲子炉市で 12 p E_主成さセ，J::.と同様の方法で·陰イオン史底疇 7 17 

マト 7＂うム E 観梓、した糸を果と報告する。

r 禄照げ古 9塁研の LK キュリー禄源で約 IS Hr~ で•照肘 E げ‘、原子炉 11 NA I (j-繰
11 

研の中9卜生子束 3 x 10 -n叩-Z血_,で•4~ 夕祠9月烈射した。節令')ン綬サ如ド令介打麦，

七'} 1'・デ・／令りと色今釘，：よ＇）測走し， 32 p.,,放卯1fe,~ .tt.色使＾姦淡と表浸型計数管で測
足し「':..

t')ポ＇）＇）ン醍品0) 0 線戒射後にえられる；忘離クt,_ ~ },..うムを国1.,'示す。真様： 9す未

帳卯抵叶こっいての桂果をみらわす。＂線量q渇炉,, tみどロリ｀ノ＆笈イオンの主成tの消
炉 0 間 1矛．,;ついてえられ r：結果 E)図 21：示す． 1 o,)<. t上ヒ便．和屋 o 放射線令柘逹直よ

バ1;_.の梯｀屯ぃ•あ 9. 1-'),t、゜＇）．）ン跛q狡印象化 5 収辛のうa足，},未p"ぉ試叶に含う小る
て・ロリン紋逗碩l）足， つう＇）試叶氏度のう史足の困難 5 の「こti),~正碓 ,.;1直，つえにく l‘ ・ これ

lo 図 2 ＾尿呉縦軸心迄 E シ天足す~ 0) Iこシぶ耕知手り樹脂庄の入ぎ 5 午と••l ご｝り再現）屯の免し
II、経果から判町セ松 11'・ャらヤいがらて·みる．
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図 1

2!,0 

(-.-Ji.) 

2 4- 6 8 to tz 

｝目え 照打紐Jヒ (x 10り）

トリポ＇）＇） ｀ノ酸屯射線令峙＾終泉庄成するし・ロリ｀／醸の放射緑ぃ｝る這り消も行
われる． 14、 6 r u, o 線，nそりすq條果し。ロリ｀ノ b璃（必 P.2. 07 • 1 o H ュ0) から主成す 3 オ

ル}- I) ッ緩 4 オ｀ノ I 了 1 オオ‘ノ史篠ほ雛？ロマト令町の結果で 1す，,~ゞ 1 4 ツ。 （ P の生で•
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此妓），し゜ロリ｀ノ祉笈ニオ＜索ナト＇）りム逗（ dむ．出 P, O? _·;で· 11, I弓ゞ 1.んてあった。 rくつ｀し

＂釦這ふ這ーにし°ロリン蔽のバ填碍の綽果トリ庁、•') t阜↑主成 Pヽ観見屏、さ m る。同様
(こ}--‘)和＇） ｀）ーノ蔽笈逗の放射線令第·1-. if--')庄見寄るオ IV トリ｀／岐麦のお射線 1: fる今幻？令秤
についてもネ令訳t行った。 l）フ岐ー，ド素：ニナト＇＇ウム (Na2HPO4 ）の急l<., 2.水， 1 0 水

出ついて方刈杯泉令研生成初をしら＾、たが＇ （紐量 1 4--. CHr 'Jで•て 11 1 D *-t届以外，1-モ

'} 7' デ｀／青叶穫保される生。度屯 Iすケク＼っ r<. 1 0 ?l<虚巧，1 (1 >'7 % (P の登叫広
のぅ瓜和ゞ斤られた，ォ，I, l-))、ノ蘇t島"> t:o Co O 練，てかみ分箔収考の猛果 lT晨｀江衣文虹認ぐ

発衷 r れ r~ l£I中 a 合釦文(2) の収率ヒ音ぅず， 2 * t盈、廷，K溢バ旦直l? o, 1 「以了とそる。
：れに）す v --(_)- l) がリリ｀／匂多の放卯線 I汀節収孝 l1 か7' II 入う、、 1直を分． u, 二次が］？ピ゜""')

ン縮 4 す～ノの令和→庁房ず印 I1-｀そ吟釦辛\q多くu, I国i店担磁桑t比較レイ帝各レ＜犬 3
いことpヽ注目ざれる。次亜＇）ーノ酪，亜リン蘊 次，｝ン蕊の主成につヽ＇て（すモリ 7'ーデ｀ノ噌つの

比色今町 1 、 l 念測足ざれ午．ヽ＇ので'..):.託の方法て·淮走~ざれる奇i直 l了臭痔、の分紺和2年か ’I,] ヽ
さ、•i直を与えて，、る。

っ 3ーー（：原手史クかで，報射を 1 予，、·渇斜 生萩する'2. p 0)放印す舟と名おぴ全 P の比色知平り合五

兄 9 ， 乙゜ロリン痣ナトリウム (7 O 氷t~)およV-’, }-')が＇）＇）ンゅ含ナトリウム(r; ,k t品）榊、

りにつ，、て涸＇）兒レた。放、加椛＂し°ーフと比色令オげ，： ；る全 P ぅ農知t'.°ーク（？，炉ず• V もー紋
してし‘-rが 1‘. 32 pのシ容離クロマト 7" うムq方が一般 l：紆＼単ーてみって／生ず?,. J2. pを含む＇）

ソり笈ィオ｀ノ，，ネ差ぢりがウ＜約単"cf I ヽ゜？ーーノとなっマ 入，

4 オ｀ノ史泊 7 ロマトゲうフ 4 ーを用いる方法 ll, 四中｝ Tて（？ん～位ゾ Hぃbぇ埠（l) らのうア
炉危気クロマトケ｀ラ 7 1 一ふ＇）も生校初0)主堂p、レやす，‘-t'l 呉？、あケい，多量のオすプネ皇

から往遠：の I也 "'A オーノ荏0)生杖危 E ぅ叉足レう、る！'l--1:·· ")ネ青度ぃ守いので綿合＇）ーノ蔽叶対打線

Iが知牧平。；羊紅 E 謗↑·うに至っていアか＇｀・

l1 J ,l、 11., B iし，旦 317 (1?64) 

l2) K T• 4a, B辺．必． SC'c勺• 9 旦 1032(/96 む

l~ J L. L.,._.eu,.,, t (f. ti tJv,,,且給， ＇‘屁払必一辺 B.eJ..~ o-i P-1ぇ＆らし一

心守…し匂31甚p~砂必“
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2A27 反銚効果 Iて↓ら粂，担体知ム＼鈴瑶この生成‘につりて

且的

板育た洋理化， ラ也田長庄。斉籐他恣

瓜、｀／トアト心采心リ，鉗痘とくにユバ｀ルり錯塩<1J.,-.,,_~/：：配す h
検キが｀／リカ｀＇フドと置悛すらとッぅ綬知稔っかあわ。しかし中 ,0 金底しゥ墨撓こ

肉レ7.. 1バ報告」れて、］なり。この史験g, (_(o l碗）•J.2..^•(CrOゆ•幻如滋託/4 i, 

ふtれ" t(o(NH3)かr(SOi),3 (絃糾 B) を吊、）て，中虹料懸紅在行，た北合，伍ぢ

'がり a 心、＋が中 I0金厖ゥユ Iゞ I レり原＋と置授 L'-, (Cr'il/.郎）、］ 3＋知訊·す h

“とfi a謡べ｀ h こと在且的とすh-.

史験む広

上目い試粁 A, B 、tJらが 1こ比紋のため lこユ 9\‘'Iレトしクロ→ 0 冷、キ比»“店手A 、 6

と筈 L < rJらように痰合した（（改Ha)ヽJ位J I K心oft. I)忍合物し試粁 C) と｝知（叫）6J必，

砂直←合物（試糾 D) 匂立数心 TRIGA 翌念キ炉し＇、熟がい東 3)(Iilバパ／:-•..-.,(..

叙力／ゆ kWノウ 7'/::, 9レ内ゥ環度ぷ゜C の北‘態ザヽ鋲心照，釈l・した。それそ｀＇れの試紀 I'- っと，

っろ＂ ＂丙ぅ人が Lc.,-事(IV出）が+- a 却ら庄ら為在し，礼の放船＇化学的収李£戊‘めわ。し

試粁 A,C

之04 述追体としてC,,釦喀羨ょ4 （な十 1()況3) I C心苓交ょよ (Cr”10 へ｝）／ k'ぷ心
芦考文紅4 (Cr0しぇー.r=3-) I G⑳V邸J必落没（応西ん”ず~j j I (ふrJI心ぶ 4ょ喀免．f，べ、．9` ぷ‘/rfい、9,`,r

/0....,) な力l1 えゎ。これに邁パの照如ダ＇万叶知這か•5 。

笠成した “0 が全放知能t T心I -c.-:f!)在す<.`めら Iこめ,-:: J){りうちのよ4 遣リ／

心OH 心）とえ 4 仰し，しばら＜熱 L ((CゆVん）ヽJ3t g分絣させノン令絆使み・4 の 3d 仇

屈よ左加 L J‘i l るたたが加熟す h, fもイオン交淡却8 ダ｀イヤイ% ::, s K#-1 ~ NH迅形，

”゜～之oo メ、ヽ／うュ）と用、) -l..、 Cr`o、~-在先。から分紐すわ。 通過炎＆ §パ£に復総iし、

井ヤ型3-. ~ 3/レー~ 3 :::,カウンターし＂放紅＃紅颯械こすら、訂数1直 ..JI CfHt.) 

綬た江4の試斜溶応哨も硝破ク） 4 在如i,J 1,.欲‘した衣シ穀物と口屹 9);,.3 呪虎殿し

水、：：ラ名か L 、 1泉括租体としこじンヤこらが I Crけょ^g) 丘力しえ／ラ虔刈炎こ加えツ内丸

殷さも b 。っ乞｀ l準体も加えずに，もう一度再洸双を行う。 ：：：のようにしし終恙ら収

た現穀も水 Iこ恣か L, .l:.述の必OH- H辺ょ跛化，イオン文孜、ラ公、{,'I (C.r知ん）ヽJ 3十の形 I~

な， 1';;. ダCr 左C:o必ユーの形 Iこして分雄し，孜射能 (A,. cp汎）と測定 9 h 。 .)き‘ヽに放貨'1龍

刻定ず＇げの喀茨£ぷ,,,,i_ Iこうすめノえ吃比色計ーし’'吸知度（必:,..)も戒め b 。
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最初に加えた担体知（郎）．、J3ャと同凌度の喀文む別 I~ /,.,_j採リ I Cr0ぷーに毅化し、

兄の吸ツッ度ば）屯戒めね。［今砂HJJ•;jヤゥ玖負；；；｛渇砂も 1人＾矛 rv,.;., (I) 式よリ）tしめられ

ら．

試糾ふ D
桂体ししl. / ~ふ喀没之4“ど/tJ況1), Cr必喀うくと』い］ I0,.,_l), [tll叫）、頂遠．設

/ 4 ((Co (j(H3)加/J況i), (Cr贔）•J心釘心~4 ¥. L口⑰）6げ/t>,..;J)に加え，あし 1,; 試

¥斗A- J c...の北合と后／祢 l：：処§皇＾りん。 巳？＇L砂）・}Jヤの祓択化咲的 1ぐ予九ヽ示，し•ノょ、‘'l'』、、
ウ｀う、•；し 1·9 ぃ

知，ここ忍邁，，

匂lN叫〕叶の放的化冷的収手吐r 5 渇」慕が『在蘊ゞらために，憑象jむ＇げっ試科
A-I 8 もゅとが ).o 咋虐加給しに。 この試斜 5 ．ヒ述のぢラ入し同やr、 1.:. タも涯し，し1バよリ

祓貨→ィ表的収奇：もも芯めら a

も＝よ Aュd..、.
6 A 、必み

--- -ｷ--- (/) 

綽采

J::.誌り知f._ Iこょ，し柑ぅれにい·米UvHJ)、]3＋の放如化学紘収斉~ 1J. /条件によ'..__没 rょ

らが‘1 つ色｀のもわ卦の低 1こなら。

試科 A l'-.l. 7,, 

政約 & 之'- 3 7o 

試料 c 心'- I 7。

ぅ紅：手 。 Uふ '" I ?。

ク IJ'-"、京ふ洲コ /\''Iレト録イオシと 1乱一の終品中にあゎ絃綺 A I あヽJ' 0" i!, I こみ、J ~ 

，ょ 玖‘5 bt1シのべ芦ほ，イ菱／Iぐごーシ九VhJ)o, Jr,, Jらゥ祝ィI,・シ，こな r，り これ，こfずし， J. I\’’ 

ルト釦五 L// しム化合物し丘 1こん lこ杵技的に痰合しに政糾c ，ぉ、よが｀ D じ'lも汰炉レ

弟的収争 Iょ玲がき下す b が，比較的匁，；．が丘箪）加が生成りしこ\:._ I;). 虹 lこ 1直~ h. 

翌如戸＇打り試粁ふ汀’c し9 .2()~l如l 力社、認しf::.鳩，令 1.:.~, [Cr叩励JJヤの放船化冷的収争

1よ，｛Jl) え/J’'試科A の喝合にr,!:I/ 、 7 7o lミ沼人 9 hu 
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2A28 過マンガン酸カリウムにぷける 5 5 Mn (n • rJ 5 6 Mn のホットアトム化学

お茶の水大理．浬研 佐野博敏

目 的 多くの錯化合物や酸素酸造のホットアト＾効果紀必いて、中性子照射の際の試料〇揺

度が産湿よりもひくい場合には、いわゆる1）テンション値が室温照射の場合よりも一般夜は小さく

なるととが知られている。ところが以前発表したよう花、過マンガン陵カリウムにおいては低混で

1) 
中性子照射してもひ＜．いリテンシヨン値を示さず、かえつてわず;j, r.、：苺ぃ値を与える。 -·方，伊炉

過マンガン酸力•IJ．．ウムを低温で照射し低温で溶解し分析したものでは、室臨照射の場合・よりもひく
2) 

い1)テンション値が報告されている。これらの結果は一見矛盾するもののようであるが、 この相遂

心原因忙ついて検討するために実験をおこなつた。

方 法 低温照射をおこなうためには、既報の場合とほぽ同様に理研サイクロトロンを利用し、

ドライアイス．ェクノール中に精製過マンガン酸カリウムをおき、中性子照射した。照身1 試料をあ

らかじめ約ー 5 0 ℃に冷却したアセトンに溶臼し、．冷却したうすい過塩素酸マンガンのアセトン溶液

そ徴術添加し、生成した二酸化マンガンの沈澱を口別する 3 口液と沈澱の Mn -5 6 (半減期 2.58 時間）

の放射能を測定し、 口液に＜る Mn-56の割合をリテンション値とした。室濫照射の試料については

水また·tアセトン妬溶解し、同様の操作で分布をしらぺた。

原子炉JRR-1 により中性子照射した試料については、 2 時間の照射後試料を室温および液体窒素

の温度 IC 2 日間保存し、 M r,- 5 6 がほとんど崩壊し去つたのちに、ふたたび 3 0 分間JRR -1 で中性子

照射した 3 オー同の照射直後およびオニ回の照射直後の試料について、水に溶解後 9上述と同様の操

作で Mn -5 6 の分布をしらぺた。

結 果 ドライアイス．エタノール温度たおいて中性子照射し、約ー 5 0 ℃のアセトン溶解処理

した場合には、あきらかにひくいリテンション値が得られた。また、溶解の際に用いたアセトンと

水によるリテンション値の差異は小さいことが、 室湿照身1 試料匠ついてたしかめられた c

つき．に、 "RR-1 で中性子照射したものを、室混および液体窒素温度で 2 日間保存したあと再照射

したものでば、液体室素温度で保存したものの方が室混保存のものよりも高いリテンション値を示

した。またオー 1団の照射後のリテンシヨン値と、 室濫保存後再照射したもののリテンション値とは

ほとんどひとしかつた。このことは、最初の照射においてうけた放射線損傷が室湿保存では保存ヰ

にやきなましをうけて回復するが、液体窒素保存では回復せずそのまま再照射に礫して影博を与え

るものと解釈される。

以上の結果から、過マンガン蒙カリウムを呈温以下の混度で中性子照射後室温の水に溶解してし

らぺた場合に、室混照射の場合よりもわずかに高いリテンション値を示した原因としてつぎのよう
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に説明することができよう。すなわち、低源照射中匠過マンガン啜カリウム結晶内に、 T 線、中性

子線、反跳原子なこ妬より生成した放射線揖偽がやきたましをうけないで保存され、これが室温に

おける試料の溶解操作の間に反跳原子の再結合過程に．影響を与えるものと考えられる。

Tarle I 

Irradiation S t ora g~ ｷD 'ｷ i s s o 1 u t i o n Medium Retention 

Temp. (0c) Time Temp. (•OC) Time T<,mp'... (0c) T江e (%) 

25 150 min, room JO min.ｷ,room 

a馨oしne 2 1. ク芦1] ’ I 青
150 min, room 30 min. room ,.. 22. 
150 min. room JO min,'room 、 23. 
15 sec, 25 2 hr, 2 .5 min. 20, 
15 sec, 25 2 hr. -60 10 min, 19. } 

-78 15 sec. -78 2 hr. ..60 10 min.• acetone 8. 
-195 90 min. ー195 1 hr.. • -90 15 min. acetone 5. 

Tableｷ II 

I_rra.-diati.o.n Storage ｷ  D_issoluti0n 

Temp. • (ーc) Time.  Temp. (0cy Time. Temp. (0c) Time 
.' 

Medium Retention 

（や）

20 
20 

,.72 

180 min. 20 
isoｷmin. 20 
180 min. -72 

30‘ min. 20 
JO min,ｷ 20 
JO ｷmin, -50 

Table III 

5 min. 
5 min. 

10 min. 

H O 
ac紅tone
acetone 

&
j
よ

1
8
0
 

2
1
1
 

1'ime of 1st ~rrad i a ti on. 3t ora g~ Temp. 
(hours) • (0c) 

Time of 2nd Irradiation 
(minutes) 

2

2

2

 

2.5 

ー196

30 

30 

函tention

（ゃ）

28.2 

28.1 

33.9 

.. 1) l-!, 3ano, 四1, Chem. Soc. Ja阻n, vol. JJ, l?J8 (1960). 

2) S, R. 1/elikovic an1 G, Harbottle, ｷJ. Inorg. and Nuclear Chem., Vol. 2J, 159 (1961). 

44 



2A29 臭素酸塩のホヅトアトム化学（オ 4 報）

理研・東大理 斎藤信房 •0 安部文敏・佐野博敏

オ 1 報1) において各輝の臭素酸塩の臭素原子の (n,/) 反応に伴う反跳効果について報倖し、同位体

効果や陽イオンの影怨について述べたが、照射中及び保存中のアニーリングの効果が無視できたいと

考えられたので、可能なかぎりアニーリングが阻止されると思われる条件で再び実験を行い、これま

でに得られた結果との比較検討を試みた。問題とする核反応は

79Br(n.T)80mBr 

及び 81Br (n,/)B213r 

で、表 I に示す 11 瑾類の臭素酸塩について実験を行った。

［実験〕

試終約 1 o mgを粉末の状線でJRR - 1 の気送管中で 5 分間照射し、照射後ただちにドライアイス中

に保存した。 9 0 分f女坦体として 0. 1 皿も／ m.tの臭化カリウムを含む 0 ℃の水 約 1 0 m.tに溶解し、 Na

形の陽イオン交換尉脂 Dia ion S K # 1 0 0 約 3 ml,に通し、放射性の陽ィオンを除いた。洗液を合せて

紺 3 0 ｷm £とし、臭素酸ナトリウム 1 gを加えたのち、 1 0 m.tをピペットで採り、全放射能判定の試料

とした。残りの液に硝陵銀 1 5 認を固体のまま加え、十分攪拌して溶解させたのち乾いた炉紙で炉過

した：戸液から 1 0 m I..をビペットで採り、臭素酸イオンのフラクションの放射能測定試料とした。
• 8巧r の全は分離後約 5 時間放骰し 80 Br と放射乎街の状褪にしたのち GM カウンクーで測定した。

8 2B r(}) (3線はアルミ板で吸収し、 82Br の r 線の寄与 1よ｝哀変曲線を解析して除いた。 82Br の放射能

｀は 80IDBr が凜変し去つナてのち、 Na I シンチレーツヨンカウンクーで測定した。分離が完全に行われ

ていること及び分離中に同位体交換反応が粒きていないことは 82Br を卜 V ーサーとして確認した。

また半減期の測定・化らこ分離等の結果から目的とする 8 0 ill Br 及ひ•82 Br 以外の核種の放射能は無視し．9

る程戊と考えられる。

（結・果］

実験の結果は表 I に示す。数＇••Z は 5 回の実験値の平均値とこれに対する乎均誤差である。

〔検討〕

表 I に 1 時間照射し、室現に数時問放熙したのち分離した場合の結果を示す。今回の実験の結果は

これと比較して明らかにリテンツヨン値が低く、照射中又は保存中のアニーリングがかなり大きかつ

たことを示している。いずれの実験においても、クリウム塩を除くすぺての塩において 8 2Brのリテン

シヨンは 80mar のそれに比して数％高いことが結論される。この同位体効果はアルカリ金属 I‘,i iてつい

てはすで 1'1: J. Jach 等の報告2) があり、低温照射した場合同位体効果はなく、熱アニーリングの結呆

初めて差が現れて来ることが示されている。今回の実験では低混照射を行うなかつたので、この差が

アニーリングの結呆であるかどうかは判定できない。賜イオンの金属によつてリテンジョン値が知る原

i因としては、 1) 反跳原子の酸化泣元反応の過程で金属の園気餌性度の差による霞子及び酸素イオンとの

視和性の追いが彩考浮する、 12) 結晶水による結晶格ーのすき問．の増加が拡青女の過程に彰符する等が考え

られるが、 (n,  2 11.)反応で低温照射した場合ナトリウム塩とニッケル堪でリテンジヨン値に差がな

ぃ~)こと等から考えて：2Jの効果が大きいように思われる。クリウム塩が他の塩と比較してやや異常な
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値を示すことは T .f,(1)と T.l(ll[)の問の酸化返元反応が反跳した呉索原子の酸化還元反応と関係しているも

のと考えられる。照射したナトリウム塩を T £([)を含む溶液に溶解してもリテンション値は殆んど変

化したいのでこの効果は固相での反応によるものと考えられる。

1) 斎藤，佐野，安部，オ 5 回放射化学討論会（ 1 9 6 1 ，東京）

2) J.Jach and G.Harbottle,Trans. Faraday Soc., 旦亀， 520-5(1958)

9̀) 斉藤，佐野，安部，日化ガ• I T ふ巨会（ 1 9 6 4., 束京）

NaBr03 

KBr03 

Mg(Br03)z. 6H:zG 

Ba(Br03)2.H2 ゜

Al(Br03)3. 9 助 0

TlBr03 

Co(Br03)z.6 貶 0

Ni (B ro 3) 2. o 貶 0

Cu (Bro 3) 2. 6 Hz O 

Cu (B rO 3) 2. 2 Hz 0 

Zn (Br03) 2. 6Hz ゜

表

表

I 

II 

8 0m3 r 

80与

1 2. 6 士 0. 3 % 

1 2. 8 士 0, 2 

14. 5 士 0. 3 

ｷ1 1. 7 士 0. 3 

27. a 士 a. 3 

8. 9 士 0. 2 

1 5. 2 士 0. 3 

1 4. 8 ::1:: 0. 3 

1 7. 4 士 0. 4 

1 4. 0 士 0. 3 

1 4. 8 士 0. 4 

82Br 

1 4. 2 士 0. 3 伶

1 4. 6 士 0. 2 

1 8. 4 士 0. 4 

1 2. 4 士 0. 2 

3 1. 5 士 1. 3 

7. 2 士 0. 1 

1 8. 2 士 0. 2 

1 9. 0 士 0. 3 

22.2 士 0. 3 

1 5. 9 士 0. 4 

2 0. 8 士 0. 4 

82Br 

砲仮泳勁決 溶媒地出法 惑気．泳勅法 溶媒抽出法 ィオン交換法

NaB r 03 1 5 o/o 1 7'1o 1 5 o/o 22'/, -% 

KBr03 1 5 1 , 0 ヽ 1 7 2 2 

Mg(Br03)2.6H20 2 1 2 8 2 5 3 5 

Ba(Br03)2.?.2 ゜ 1 3 1 8 1 4 1 8 

Tl Br03 1 1 1 0 6 7 5 

oo (B ro 5) 2. 6 H2 ー  2 2 3 0 2 5 3 6 

Ni (Br03)2. 6Hz0 2 1 2 6 2 7 3 2 

ou (5 : 05) 2. 2 H2 ー  2 8 3 7 2 9 4 0 

Ag Br 03 4 7 4 8 4 9 

Zn(Br03)2.6 貶° 2 2 3 5 3 1 3 7 

Cd(Br03)2.2H20 1 6 2 5 2 2 2 6 
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2A30 

目的

コバルト金昔嘘しのホットアしム化学 （オ I 6 秘）
79Br (IYl. ,2n)"『 8r 反応． 1 ：： Jる反財じ効果

ゑ大理 斎篠信房•奮永健 〇竹田満渕雄

外囮イオンとして臭素を含も錯堀 (Co(NH油X]Br2、3) [Co (e-ruz X』 Br1,3 (X = NH3 J NCS,. 

N02., OH2, ON02, Ci, I, Br) を熱中小生子礁射すする烈、('I'\.ぷ）反応て生成｀するgo'Ill BY 及が‘
92Br のホ、、）トアトム反応:'：：ついて 1-;t.既 Iコ研究が行われている。I( 1)

本実験て 1す (nr)誌との比車支を目的として． l司じ一連の 1じ令窃について速ぃ中，1•生み（
14 1 Hev. T + t:A.• He+ n) て＊照射~する際、（n, 加）反応て’'生成する ”Br の、1ミ，．）トアトム反

応を研究 I た。

度験方法

サンフ•Jレ（粉未）約 10-4 t lし! 14. I Mev. 中 91•生子位中 9卜生み束～ ID' れ／巫） で 12 分活l 宦温照釘後

宦汲（10°c) の 9k1：：：落符．直ちに隅・桧イオン交換街脂に直 1 て分藷を行な、、 それそれ IF

I J F-J[とする．照釘終了使 /2~14分でそ""-f'れの放射能測定：取喰gできた。 F-I の放的貶

は主に錯錫イオン中の放射I·笙 ”Br (Tv.. = 6．斗仇）， F-lL I)放印罷 lc/主 I~ 'l『 Bf松イオンによる。

なお‘• ：：：のf祭同時 1：：：生成する放肛l・エ核柑］特に '3 N (Tｽ. =-to. 05"-m) と ‘omCo (T炉 lo.5 ,y(L)

の放射罷の、照訂終了使 l5分f文にあ 1ナる ”Br,, 放射罷に対する寄与 Id. 等モル仕が照射寸ざ

れたとして、 ,3N,す Il，，4-, ‘omCo 11'ん。であ， 7：：゜ 〔 Co(NH3)I,］釦I:〔 Co (e11,)3)c..e.3 I ：：っし 1
てサンフ°ルと全く同じ条件で皮．験を行な，た梯果 '3 N Iで F- 1 lg 1 る峯を確認した，
核反応て•生灰 I た ”»Br のうち F-I 即ち陽イオン交換街脂 Iて 0及着？れる化芍社中，：行在

する 7『 Br 」か］合（国も｛立｝叙率）

顧謬率 (L. Y.) = F-I 中の町 Br の放身打も X / DO 

F-I, F- JI中のク『 B.,.. の放射『もの和

を果・t>'うら 1 ：：ワ8Br o F-I への濃描度を飼べるため 潔緒ィ糸牧（ E. f.)を計算 I た。

結果ぁ·よび忍察
（れ、か）反応て得られた配位子奴辛（とが縮係森）を（戸）廷9 /I)ャ易令と比軟 l て次表に•r、 l Tこ．

(C。 A外J Bri,3 を照身すする烈 [CoA,Bf) /l)他 1こ〔C。 Aが印）が生成する可能．1•生があるが、 アコ

化反．炉しの点危の差及び (n,r) 反応 I：よる生成窃 I：：ついての前記の結果 X1) から F-I への

〔CoA以砕］の寿与 lま食験‘誤差の卑碩内て｀‘無視て＇ぎるものと思•われる。一"3" (Co (eれ）3 J BY3 ・述 0

の L. yは 1弓,·· 0 てある。 従，て、L. Y. 1 ;1〔Co(N崎B月屁'(Co !e-n.)2 x Br;f]の生成｀比年を

示すうのヒ号ぇられる． J 

Byホットアトムし配位手 X との覆揆反 If心の困} I: l て Co- X 間の，桔合の不守定う（分光

化厚，1汐＇」て＂）とL. Y. との関係を朗べると 不字定な午呈 L. Y. 11吠ぎくなる傾向が行られる。

化方ガ予的な街突逼程t忍危，する叶'1.:. 反跳 7? Br原手の質骨を M, I'/... のうちの秩与片、｝
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照打 L た錆溢 （礼， 2れ）反ノ(,

麒｝碍（％i濃錨•イ系牧
／〔 CoA 、J Br3 3.S 土 o./ >2, X ID 2 

(n, r) 局応•

函租枡•又年1o/J

4.'i ｱ 0.2 
L.Y. 

（竹．、 2n)反広ジの L.Y. t Iーイ直の関條

• (Co (NHils X) Br 2, 3 

〇〔 C。（ e叫 Xz} Br,,3 

2 〔らAsNCS]Br2- 32 ) 0.6"1. /02 J.7 士 0.3 I叫）

3 (Co如 N02.] Byュ 3 5 土 D. I > O. 『 X I O 2 3, 0 士 0,3 25 

4 (C。As o叫玲 '7.9 士 0.2 0,7)(ID z '7. 1 土 o. '7

s (C。出 ONO)8r2 4/:t òl 3)(/0 Zｷ 『．『土 o I 20 

6 [C。 Ar ONO』 Brz q.0 士 0.4- 0.4 f. ID 2 9, 0 土 0,3 

ク [C 。 A廷Q.) Br2 13. ~土 0.3 >6 x1rf I S.2 土 o.4

？〔 C。ArI) 恥 I 2.3土 0.2 '? I x 103 I!;. S 土 0.4

i 
| 

!S~ 
.'l 

9 (C。A5Br) Brz 1 6.8 士 o.6 I'7. 3 士 D. 6 

ll (C.佃）3)恥•3出0 o.4 土 o.4- O.S'x 10 2 0. 0 土 o. / 

@ 

160 
/0ト

• 6 

/2 ty-[C,(('.')'l)山］恥出 0 3,2 土 o.3 o,3X ID 2 0. 『土 o. I 

13 trに（c'll),(NC.5),l Brrf,11,_o o,z 土 o,Z 4.5 土 0.2

14 ⑳ (Co(C7l)2(NCA)LJ Bげ』 Z、 2 土 o.4 > o.4-'/. /02 S.o i: 0.1 

,so • 4 

』
• 5 

/2$'i' 
140 

IS i r (c., (e"'Jzは2.)BY 7. q土 o. I 1)(10 2 16. 6 士 0.3

16 四 (Co/en)2 Cl,.)B叫』 /0, b'士 l, 3 I I、 I 02 1 ワ． 9 士 o.3 

| l 

l.or 
, 

0,? 
ol 約

0, 7 o.s-

17 t d.. Co <e-nJz Br2l Br えも．？士 0. 5 3 '7士 Z

の崚量を出とすると r = 4- H ， Mz._ /(M\ ＋出）z.で与えられる r ーィ直かスぎぃ経 成 Br la 大ぎな

m/J I ネルギーを矢ぃ 此、,~ 1宍与原ふ，す大きなエネルキーを得·るぽてあるが 実験桔采Ii)

示ず所で I;J (.t図） r-値が大ぎ＼、経 L. Y."、大ぎくなる傾向が喜忍められる。

('YI., 2,れ）反応でのL. Y. \:（四 Y) 反応での L yが．これぅ一連il/イじ令均につし 1 て/;j ~- I司 l' i頃

飼t値を示すの 19 丸目すへぎ車てある。 一般 1: lーJ ('Yl, 211..)反応て•生 A‘ 可る成恥ホ I トア

トム 1 -;J~ I豆 e. v. IJ/反跳エネルギーを持っl:.考之られているのに灯― l. (1L, r) 反応て生成｀する
珈nBr / r沿．t-フトアトムの反眺ェネルギー,""J -1oz. e. v てある． ：の様勺卑がら． ：小ら

錯溢中て｀·核反た•の条告果生成 l た、ホ・フトアトムりヽ生成‘当初恙ぃ昆籾エネ lし手一 1 特，ていて

も、 それ 11,t、 7 トアトムの星今も、ぢめる上，こ余，）重要な 1司子てはなく、え• l ぅ当初の工守

）し手一ll)大半を矢） 1: 1食．り‘Ii')侭し，エネルギーオズ罷、にな）てり‘ら． 主として．そのホ•J

トアトムり且今がきJるt、えうれる。又このf祭：｀化学的品程 o ヵかり忌経も天 I：を要な
因+- tな）ているt差之られる。

勺） N.5叫0)T. Tomiれa!aa叫 H.So..n.o Bull. Chem. Soc. Jo.pan 竺） 63 (196Z) 
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2A31 
コバルト錯塩のホットアトム化学 (1 7 報）

核異性体転移に伴うホットアトム効果

東大理化，理研 斎藤信房 _O伊藤静子 宮永健

C Co(NH3)5X J Br2,3,[Co(en)zX :z- ]Br;,3 陀茶いて、 (n'T)反応により反跳した臭素原子の一部が配位圏

内に入り、その割合（配位子収率）がクーゲット錯塩の分光化学系列と関係づけられるととが報告されている。本研

究では臭素原子 80mBr が核異性体転移(I. T.) 紀より 80Br f'C1.'<:る際、配位圏内に入る 80 Br の量を調ぺその結果を

(n'r) 反応の場合と比較した D

N H4 Br を原子炉で照射し、再結晶により 8 0 "Br で標織された錯塩を調製し、 ドライアイス．ェクノールまたは、

液体窒素，氷で冷却しながら 3 時間放置したのち、陽イオン交換樹脂および陰イオン交換樹脂に通して、錯ィオンと

外圏の臭素イオンを分離吸涵させた。錯イオンのフラクションは直ちに 80Br の放射能を測定し、一方臭素イオンの

フラクシヨンは 80mBr と 80Br が乎衡に達したのち 80 Br の放射能を測定した。測定には GM カウンクーを用いた。

さら('C、比色法により臭素を定薩し濃縮係数を求めた。

結果は表 1 に示す。 I.T ．による結果も (n'T)反応の場合と同じく、多少の値の分散はあるが分洲：化学系列と相関

関係のあることを示している。配位圏内に入る放射性臭素の割合は同じ錯塩については、 I. T ．の場合の方が (n'r)

反応の場合よりも一般に低く、 X に伴う変化の度合はゆるやかである。〔 Co (en) 3J Br3. 3H2o 'P配位子収率は、

ぽ， r) 反応では 0 であるが I. T. では 2 o/oである。この 2 %の bOBr は、配位子のエチレンジアミンとコバルト原

子との結合を切つて、直接コパルート原子に配位しているか、ちるいは配位子のエチレンジアミン分子に直接結合して
いると考えられる。コパルト原子匠直接配位している呉素はアー1 化しやすいの、で、錯イオンの吸着している樹脂を熱

水で処理した。これにより 80Br はエチレンジアミン分子に結合してあ、り、酸やアルカリの加水分解処理の結果から

て、展素原子陀結合しているものと思われる。〔 Co(en)3 J Br3.3Hz0 以外のエチレンジアミン錯塩について、熱

水処理しを拮果を表 2 冗示す D

I. T ．四伴つて放出される I 線のエネルギーは 3 6 、 4 8 Kev で、これによる反跳エネルギーは約0. 0 2 ev にすぎな

ぃ。この値は化学結合エネルギーに比してはるかに小さいので、上記のようた現象は (n, r) 反・応の場合に考えられる

ようた反跳に伴う力学的な衝突J_)効果たよるも(l_)とは考えられない 0 8 um恥の I. T. (l_)場合たは内部転換霊子やオ一

ジェ雷子が放出されて平均約 7 (l_) iE電荷を帯びるととが知られている。従って上記の I. T. に伴うホットアトム反応

tむしろ還子的に高く励起，電祐された状態が関与する反応として考えるぺきであろう。

また、上記の斜塩をコバルト 6 O の I 純で放射線分解して co2 十の G 値とI. T ．（てよる配位子収率との関係をみる

と G (C o 2 』)の大きいものが高 vへ配佗子収率を示す傾向がある。このことから I. T.l'C伴うオージュ電子などによる

放射線分解が上記；つ反応 1を寄与していると思われる。

4 9 



表 1 [ Co (NH3) 5 XJ Brz,3 の配位子収率（％）

試料名 (n.n 

[ Co(NH3)6 J Br3 4.8 士 U2

(Co(NH3)5NCS]Br2 5. 7 士 0.3

[ Co(NH3)5N02 J Br2 ao 士 0. 3 

(Co (NH 3) 5 0 貶」 B r3 7. 1 士 a. 7 

(Co(NH3)50NO 」 Br2 &8 士 □. 1 

[ Ca (NH 3) 5 ON 02 」 B r2 9. 0 士 0.3

(Co(NH3)5FJBr2 7. 5 士 0.6

[ Co (NH 3) 5 C l > Br 2 15.2 士 0.4

(Co(NH3)5Br 」 B r2 ̂  1 7. 5 士 0.6

(Co(NH3)5I 」 Br 2 15.8 士 0. 4 

表 2 [ Co(en)zXz J Br1,3 配位子収率（%)

, ;｣ か・ト

[ Co(en)3]Br3.3H2D 

t-(Co(en)2 (NH3)2)Br3 貶°

tー〔 Co(en)2 (NCS)2 J Br.2/z 貶 0

c-(Co(en)2 (NCS)zJBr.HzO 

tー〔 C o (e n) 2 C l2 J Br 

c-(Co(en)zClz 」 Br. H 2 ゜

t-(Co(en)2 Br2JBr 

50 

I.T. (-7 8゜）

Z 6 士1. 7

6.1 士0. 9

6.1 士 1. 5 

1 0.9 士 2.1

6.7 士1. 4 

ao 士：1. 2

a6 士1. 0

1 2,3 士3. 0

1 1. 7 士1. 4

1 1. 3 士1. 4

r) 

0. 0 土 0. 1 

〇. 8 士0. 1

4. 5 士 0.2

5.0 士 0. 1 

16. 6 土 D.3

1 7. 9 士 o. 3 

3 7 士： 2 

9,' 

-196 ℃ 

7. 5 士0.4

4. 9 士 0. 9 

7. 8 士0.3

9. 5 士1. 0

1 o. 0 士：0. 7 

a9 士1. 5

1 □. 0 士 1. 4 

1 4.2 士1. 4

1 5. 8 士 1. 5 

1 3. 0 士 0.6

-̀..,. (-"'ぜヽ • i9. ",'·、ｷ 

2.3 士 0. 2 2.3 士 0.5

2.2 士 0.1 2.4 士 0. 4 

5.5 士 0. 6 5.4 士 2.0

4.4 士： 0. 7 4.1 士 □. 7 

3.0 士0. 4 4. 1 士1. 1

5.2 士 0.2 4.8 士 0.7 

1 0. 7 士1. 4 1 1. 2 士 0. 5 



2A32 コJゞルト袢t品の］い｀I /-アトム 4 t哨（ TI 濯）コバ、ルI-アン：戎麟If) y綿釦絣

車大課 肴社 4言粉〇＄永 健

目 的． ぅ釜着り（す z れ了iにtf' I卜i i !t見寸 L VZ. ;f.愈々fJフバルト鋒 4L 令籾にガけん及跳
ぶ I ¢そt-11 (,:絃＜ k tu n 椒積に? l I て系維的サ雑覧を行 1J L 1, Z ポりIf)反応i｀ラベ、 9レ 4寸杜；

”がオ戒 ol ~ p望(t lすダー'1‘‘,‘9 卜鋒 4t令籾 n At吋的困t (ターゲ｀ットの維成わるじ li含 1
れみタト圏 4 オンの両t it iこして n 冴在，卜生fJ §)が捐嘲fJ'役割 5 早す z とをf/月らが 1C L r1. ) 

z ,l1らハ］I::令籾tい 1~厄i.ヽ照肘すみ'I'. J Iす北府 1 みf線fJ立‘n 喝誰籾肘婦 n 綿骨 b:'/)‘

fJりたうい 11 のそハ景＇り響を秀慮 1 る2.'iが必要'l fJん。 112 ホ，ヽ／トアtムを庄かみ枝及

広月i床 l1 i住tJぅ r 絹ぐ彰呻虚今fJ t‘が誌晶中t｀反跳原｝ハ近i券に初！印9分細 n lと労咽化を
主起iる可貨Id庄t考ぇられみ。 z n fうにホ，yトアI-ム紅ゞ (1 双肘叫清釦紅 n -

郭i‘h り， 高い巾能 n ラジ、オアイ、／トーブ゜ゃ樗撤孔令1't!J n 名成｀の h If) l：：も， j 11 .t言t n 

ょぅ rJ及跳 h t v •それ 11 if手fiう反応 n 採‘戌t雌みか‘1,1. 1 るf1. If) l" も雑iと合渕ハ放射線培足

叫＜ I社 1 る和りが沈‘埓と 2 れみにも(J‘/J‘れら1-· ;Jiぐ，/; f-雑 1しな籾 n 双射線ケ鰍＾ tげ（1 1足
手i 1 'lん£,Iすれれてい(J/J‘1 た ?,3 J

在 1 t ~亀着r., lす前稼 4} にか 3 つつ｀、いて 1亀，，fJ 1, i‘Iレト鋒仕令籾 n 嵩誰吋綿 (1 線）
i-::. i1 1 h 疇 It庄t i註 L 7i叩碍濯 L 1̀ `fトアI- /4反応を比鼓 L t 1"i ̂ 1炭惰を緋り月 1 ん
手が‘b‘ll e· 渇［うと試汁f1.

呈腺乃戎． 枝り1 繕分解＾試糾として用ぃf'I.fl 11 [ Co (NH_成］知(、 X= I ヽ o ヶ｀‘-:1, N02, 

NO3 1J ｧ i [Co(NH成 YJ X2 { X, Y=,, 17 ら， N位， NO3 「↓ 0, [ Co (e11)心 1X,,3 (X~ Bv ;'(= 

NH3, 19v ヶ｀17, NCS tJ立） rJシ｀。1'シラシ知届fれん、

1 £息旺り1 (1}里仕汗甜危所fl_ 60 C。照り1 貶置を 1月い，忌いや褥 /~ 2 x 10s r-lhr. tfl位罰t`‘
合，＂2.. X /Dr 1-牙 1 i‘9,"寸 L {1..。 沿煎肘げすべて名温，含気存在千i` 11 fJ ? h 。 虹
復茶多昔化令籾 11 7卜ぅ象液と L 這iこtりう象充中に笞戒 L Tt Co (If)を炉：：：：•トロ‘/-0(ーナ 7 トール

鋒\$'I'. L 1. • 7 tJ tJ ;r、 Iしムヰし 1砂付誰 L 竹光光度足情を＇iテすi 1 た。 南，錯溢にJ: 1 1. 11 

待知i‘ □ 帳をわ‘z. L やすいtハが｀れみ n i’付雑｝紅乍中の光分餓{-:.よみ巽弄を防止 1 み

ため揖作 (1 !l嗜祈t行ぃ逗光 lc tケ烙意 L た。 照 9村、昂青に夕1 しi lo名(f-Co（町／Total Co) 

)! 1゜り Iy I- L 及曲綿 P‘ ら直差f9 i及定を設（すてG- (Co2十）傾を計渾しf'1.。

墜—―星． 1恥れ(-z. G（（討） 4且の一郭を；；た表に示す。， 2 れら G((。2+) 1』t拭料 n 俎

成ゃ外圏 4 1 ンfJと'n 化労的困ナ x n I和桑を 1紅1 l [:z. 

1) 前李且4) -i'紐＆告 LIでニトロアンミー／金詞湛 n 系列 [Co(NH3)6-n (NO,占］ X5-n て'`l1 外国 4
ォア (X) が同じ＇と 3 (: l1 G （（討） 1且 l1 鋒易内,fl N_02 n 荻（n) が‘t曽すとぅ成 Iy 1 る z r が認

めみれ， ：ポ l1 ;;:: I-[Jアン．ミーノ§昔福 n 熱ガ労的要走授の 4頃朗と一名1 1 み z l:'.'.が示 1 れ 1-z。

＂役i'取級 1 11 他 n アフ三ン鋒洛の系列についても、 [Co (NH必 Y J X2 riようfJアシド｀ I\゜．
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2A32 コJゞルト籍t品の爪I トアトム化哨（fl8翡）コIi、ルトアン：ン含即晶If) y綿分絣

卓大課 肴森 4言房 〇＄永 健

旦· ぅ藁焙り 11 z i/11 -{に中 I卜まう!£り寸 L td-愈々 1J 1 Ji｀ルト舘 4L 令籾にわ、 1すみ紅

印. 1/ 1 れ K 絃＜反 L n 椒積に 1 いて系維的fJみn覧t行（）し｀， てポりの及た·i.'ラベル 4寸 4

”h‘、オ成すう P翠に 1すダーゲ＼、I 卜鋒 4し令籾 n At労的困t (ターゲ‘,y卜の組成わるじid 含 3
れんダト圏 4 1 プ o 複t it今t L t n 冴足 Itf fJ t`)が脅瑚fJ 1役割を早す z とを暉らが 1C L f1. ) 

z t/1らの鋒化令籾£原｝仰中i｀照、肘すみ x 3 l1 訂f 1 みf線リ立、の喝誰孜肘癖 n$"b: 1) 

fJり丈夕ぃ T1 のそ n 憑り噂を芳怠 1 る2.'iが必要)'. fJみ。 J 12. if、 ``I トア1-ムをi 1•｀る枝及

広目i禾 l1 iやりう r 、急昴ぐ彰呻虚みfJ t‘が終，晶中t｀孜躁廉｝ n 直i券に放射繹分細 n iと沖咽化を

土起 1 る謬 ,~1 t芳ぇられみ。 z n ［う l -z. (1‘`y f-アトム及広 l1 双射出清印fJ反広 n -

郭i‘h り， 高屁放肘能 0 7 彦オアィ、／トー 7゜ゃ樗撤孔令i'rJJ n 名欣｀の h のにも， 1 11 l:言t n 

ようり及跳ゎ‘t ¢それ(1. 4住fi i ＆広 n 採‘戌t睛みがに 1 るf1 n l：も鋒iと合物d)'Ji田線堺足

,t庄に 1甘 1 るネv り。く沈‘喝と 2 れみ K もが(J‘れらす亀、コ／ぐ，v r ]l:.合籾 n 1i"“息ク鰍＾ tバ(f 1足
手 (1 "t.ん;,Iわh れてい(J/J‘7 た．

2, l) 

在？ t 1"blす前稼 4）にか 3 つつ｀‘いて 1見々fJ J /\‘ル I- 鋒什令物 n ＄恥船象（了線）
i1 11 1 h 疇釦四 L 孜肛碍濯tか、プトアI-ム反応を比鼓 L (1"丘欲楕を餡1月 1 h 

手が、 b‘li E• I渇［うと試片f1.。

呈腺乃球． m遺分解＾践糾として用ぃT1. fl l1 [Co (NH3)6J X ぅ (X= I ヽ v ヶ｀‘7, N02. 

NO3 fJ ｧ),. [(o(NH油 YJ X2 (x, Y= " 17 1":ノ. NQ, NO3 (I l'.、),[C'a(e11)心 1X,,3 (X= Bv ; y = 

NH3, II V ヶ｀’ーノ， NCS fJ ｣) fJシ｀ 0 アー／さシ紅屈i‘いん、

1 緑旺り1 {1 即□訪n 60(。煎,9瑾置を 1n ぃ，食息舟奔 9~2 x 10s l'ihr. vi位置t'
含討魯 2 XIDt 1子すi‘9、"寸 L {1.。 沿照如すべ、て鐸，を気存在千i.9 行fJ 7 h 。 照肘

牧茶金昔化令オ'fJ) 111直ぅ夜t L 仔僻（こ F りう象魚中 lこオ放＼ L Ti Co (JI)を•(3- ==’トロ ‘I ー()/-ナ 7 トール

鋒i尤 Y L 1. 7 ロロかルム中 (c 抽出付誰 L 分光光度足柑t'iテブi ？た。 南，錯ャ畠（-:: t 1 て 11
痛知i｀光ク餓t hヽ乙 L やすいそtf)が‘れみ＾1..`＇侑釦祖乍中d)光ケ餓 I~ f.み諄苔t筋止 1 ん

tめ禄作 11 ll惰祈f 11 し｀逸光（C t l.jj留億 L 1z. 照肘諄舟ド対して Log (f-Co(IIJ/Total Co) 

を 7O'(Jットし h 曲綿pヽみ曲差q i反足を設けて G(Co町 1] を計阜し位。

旦· ,i恥れ(-z. G（区） 1』の一初をポ表に示-;f., 2 t./1 z, G （（研） 4』t試料 n 俎

成り直 4 1 ンfJ t‘n 化労的困ナと n l司i糸を 1怠合すし{1..
1) 前秘4) -i'紐及告 LI1.ニトロアンミフ雑t品 n 系列[Co (NH3い (NO占J Xテn て'‘l1 y直l 4 

才ア (x) が同じ＇と 3 k l1 G （（討） 11 (1 鋒碁内の NO2 n 放（n) が‘噌すとぅ成 1「 1 る 2 とが認

刃られ， ~ tl1. lすニトロアン．ミーノ§昔湛 n 、熱 11 労 0謬在棺の 4頃朗'l -ゑ欠 1 み z tが示 1 れ 1z 。

＂孜i｀日11応 11.他 n 1'フ三ン鋒壻｝の系列に 1 l 1 ても、 [Co (NH必YJ X2 のようfJ 1'う卜‘9 /¥o 
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フタアシ三フ鋒壻f 1卜圏ィオ—/ X t一定（こして(f1 とえげ[ Co (NH3 KY] Cl2 ゃ[Ca (NH戎Y属）

Y を斐ぇゎ場台 I< l1 G-((。 2+) 1 目，1 -船に付光it学系列の III亘 le ,I足っ｛要化 L 竹光化芍的 I'. 禾

要走打を nli y_,. Y 認 1-: 対しても斥守危 (1 tJれ1i G-（かりil bヽ・ス） （くfJる傾印が・朴とめりれ

み。 祖杯fJ傾伯 11 〔 Co (eviJ2 Y2 J Br, 、 3 t•• Y を哲ぇ rそ'l'. 3 1こそみとめられみ。

2) 釦易 4 1 ーノが同一 1‘‘ わって

t外圏 4 オシ A 稽蒻（ x) か｀啄んと

G-（（お） 4直が咽化 1 み。 z i/)よ

ぅfJ外園 4 オシ n f1)昂の大ざ 1 l1 

ヘキサアシラフっバルト鋒湿，

了岳泉煎り1 L f1 金昔吋ぶ n Gｷ `'(。z+) 1 且

[Co(NH成］ X3, ~偽侶 I<Br<Cl
< N02 < N03 < F f) Illり{: fJみが，

他の 9和温＾系列、玩tえ lが [Co

(N山）9NO2] X2, [ (o(NH5)5cu x2, 

(Co (N H3)s Br] Xz k ？いても l iヽ＇．

同 4和J傾囮p：ゎみ。 11 ［乞‘`し， N03

の影惰 n 夭？ 3 [1 t ｧt A l11月件〇｀ら

(1 1‘｀れみ湯含t h り 2 水 lす NOぅ

目体が放射線分餓t落 1すみ z ど｀L

l目違 L ていみとt舟ぇりれみ。

LCo(NH沙］I5 

[Co(NH成J Bャう

[Co (t-.JH成］ C ［う
lCo(NHぅ）6 J (NO叶ぅ

[ Co (NH3 l61(N 03)3 

[Co(NH成］ Fぅ

[Co(NH3)5 N02J Br2 

[Co (NH3),N 0ぅ 1 Br2 

(Co(NH妨 CL] Br2 

[Co(NH油 F 1 Bら

[Co、 (NH沿 Br1 Br2 

[Co(NH約 N02JC!2

[Co(NHぅ）5 ctJCl2 

[Co(NH3); B ャJ C12
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z) A. Su,ti mori and G. Tsuc.hi has hi; Bull. Chem. Soc. Japan 吐， 449 (/96l) 
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2A33 p枚炉わ渥液内放射絲効果

兒北大埋 塩叶考信 0 簗巽詩評

1. 放射怜 1日4立條"it.）ぽ的特異性と考えらJ:. I= 1つ｀ ＂出が生灰した核反応ぁら、 I 11 戎漆ヽ：

tとプ＇＜反践切果と自巳放紐効果tあわせ考えが必卓炉あみ。特に渡液内で¥のエキ
ルギーの大籾心噂収さ K みf合展ぁみ、， 1す 1'9珈虹砂と｀の自紐畑枷足 Ii重要る

ものであみ。 しかしf綿 I3 連続ス＾° 7 トルを~ l て｀＇る F め、これらf辺噂 9 自己

”舘効名に 1月する知見，1 11 lj 1:r汎 l I I.  

イ： t"最大ェえ lレ守’` -0.  3~3M汀 I：わr，み表 1 I: r,す 1怠々，，pい礎をし碕緯唖

ヒして． Fr i c ke のナー紐稼壻訂渚 I< tみCt- (/ieグ）とともに．オニ｛セリウ 4 埓/:よ? {j-{ 

ば）をすこめ． f純ェネルギーを4ヒ 1: よみ翁念辻知線約采 I 二 9 lヽて枡？ぅ殺訂t試｀ゥ E

2. iぽ la ~寺級品と，水 I1 We.i ss ウのオ法 1: よリ精煤 l ？困，，t：：： 0 8 もp練念として 1 可ヽ'T:

p訊）渇違9濯 11 すI\', tル元計数j玄 I：」リ；舷 LT=. :Jr,. 1 1,稟夜名リのfか疇

・エ井 lレヤ＂ー 11. fれl(・・れ 9 ｝捻J- ＾'7 卜＇しfjl/ 庄するこしにt, て辛｀めた。［ァ（炉）もよ
ぃ• G(eiりりたあ，，禎1/ 戻 11 咳克充度法じよリあこ T,' た。すなわラクー仮ぇ＂喝危け合 3

吼光屈数： ｣"y =之／え 0. l· 加／→. ⑰戸 (2がC, }9んヮ）を，オニtリウ 4 j去っ湯含 Iすf“’+

：：：””ク・i m/1. CII/ー！ （か¢, 3.2ゥ）を利、，た。

3 、 Ce -f~ -/'fl/, t I叫線冷，としカー俎玄 I= t, r 拭粁姿忍かも埓し、邸収｀寿落の年経と麦
北之でみこ 91＝よ） t枝訂し｀図 1 "I tう刀粒足をえた。こ爪 I＝よリ引（炉） I9 片径、

逹峯文 1: I了ゞ｀比和1 了る結足り厚下が＇ヵ a椋打f 1｀あみ。f下舒据っ辛経をー免 I こ l. ･ Al、

冷れ＇化放射林り；彰足内放れ樟杓見ど刻史 l ，えられ下合苫品につヽヽ 1 業 T りえ啜をみと
r.)た。

台稜雅とf誼ェーネパ"-
I 

一抜棺 上｛最大ェいパ’'-(MtT)
”Tc ヽ2 f o 

｢o(' ゚ 9. 3 / ? 
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:,p•WIf 9. 7iタ

唸r(''n 0, i/ （え， 21)
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2A34 臭化詮）レりべ立＇璃液にあ叩（灼加）反応の如恥効呆．

豆北丈．涅 虚）91 券信 4紅茶敏郎 げ洪君｝成。迩籐統次郎

1) ~的 有城ハロゲ‘ン 4t.合物にあ’1ナる稜反応り化洋的効泉 k l旬 1 a 検討の中で最近

ゞンセ｀＇ン屯漆切したまにつし）て雫味ある笏究力‘｀行なわれて、I 百。 しガ｀ L 充分な侑 B月 ,a

iた＂なされてりなし）。 ギ啄免で l\l臭 At.エケJレのベンセ｀｀ン溶疫にあ I J -z_ (n,2 '1'\)互え｀ 1 こ

ょ，て生ぶした及庶虔烹原｝の 4ヒ彦的拳勤 1こっ，Jて検計 1 a 。 特に熱9卜擁成1,,よ公、熱

銹戯反応iこっ"て再結合の主生成吻である綴分｝の収率 k 対する勅呆と温度ゥ彩嗜につ

11 Z 稼討す百。

2) 突瞼 奥-it:エケ 1レ古‘とな＇べ｀ンセ'’ン 11 充分莉策 L てf更用した．なた奥長 11 特緑のt

の E 用ヽ 1 た。 べ｀ンゼン一奥化工'r Jレ， べ‘ンゼ‘ン一夜原， べ｀ンゼ‘ン—泉化工ケJレー稟東

d)各 2 の混合渚液茶を褐色ガラスアンフ° Iレ K 現し圧封入 L て束主製 NT- 2. 0 哩症沖牲｝

発生装置q> I't Hev の速中十生チて掌；品で2.時間照射した。 つ＇‘で試沿を飛倅空気で 1面

It.したのちアン？• Iレ屯閉芝． 0、ぢ MMa心03 水堵液で＇処現し月哄，思攪屠に分蓋 L 危々＂故、

約能測定をシンケレーションカウンターで行った。さらに有被層の一荀につ 99 て 1a トレ

ーサーとして Cュ Hs唸r を加えガス 7 ロマト 7" うフィーによって奥iヒエケ 1レに相差す 5 苔p

分を分取 l その放射徒痢定t行，）親分ナ収率＆求めた．

3) 結果と差察 ペンゼ‘ンー奥烹系で 1a 有梵り又率の変化が奥東モ lレク年 (M ft)が 0砂？

~0 , ,,£2 d)範国で直翁的であ 7 た。 このこヒ I'd慰外残戒反応によってこの有椴収年かも

たらされることを示すものと党えられ~. またべ｀ンセ＂ン一臭{t:エナ）レ系での有枇収年

Iなべ‘ンセ＇’ンの濃度が 0 ~ 0,7 t1 F のゑ辺訂て＇ー／示 l 弓＂直緑的にわすか 7" つ残少して"るか o, '7

n F jf/...t.の洟度で/J府襟奴字の免，｝絞は惑：ウがみられた。 一ヵ奥衷tスカt'‘シジ＇ャーI:して

添位しf-呆から老外頒咸及沌の収率を求めてみるとベンセ＂ンの洩；度に肉係なく l ;i I 引＇一定

で＇あるこ\:.分‘う..):...捉変化 I'd,熟タト領反応に由来＼て， I ると秀えられつ。次のような克争反

応と力えてみ 3 と＾‘‘シむ｀ン濃度の高 I) 所で 1本（l) の反応tJ/肉与が女配的\:. h') 有株’収年の

低千をもたらすものヒ秀ぇうれ~る． CGHs• -t C,;巾一7 C,; H心H, -t H ・^―..... (l) 

C6 出•+ C叫513r ―→ C砥 6卜十 GH5· ----.. (2) 莫 4ヒエ今 Iレ K 対しべ‘ンセ｀｀ン0}漠

疲が ()`“l1F の系につ I) <偉ぅ屋怨約で＇り有祇＇収争力'//-え、 9 % t｀＇その訊分み収牟が必［％で

あった． これ Iii魚~I:..エケ lレ挙籾の渇合の有椅収率心＄＇4 k 対す 5 2 f̀ 4,/。よ＇）該々｝位

卑力｀大芝 I) 。 照知中の温度 I c, o °C でとの有被収卑 I 'd-ぷz. I% ヒ r』')訊分｝収卑 Id 43.3 

％であ？た． l司オ羨に竪射後加懃之｀‘し同じ｀娃果と 4尋た．このこヒカ‘ゥ東仁:C..ケ 1レ箪猿の

．渇合と同篠 IC 湿度効果 1-.:: ;J.る有機収年の消加 11.誤分うへのとリこみとしてあらわれて｀J

さ。
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2A35 有様ヨ訂素化合蒻における(//1.，かれ）反応の化営白り効果

東北大唖 塩lll 差信佐藤敬粋 0伊項砕嶽直巖健双評

1蘭坪食々府杵息素化合曲，ょお Itみ核及応の化苓的効果 K つい 7 報告t 1丘，麻．／げ領斌反

応l1J脊杵収卑、1 板反ら，，釘、 K よ 7 て差ぷ Iふぃ：：ヒと認めた勺ゞ、弓 I t栢い／ぶ団'•ヨウ化メ
今ル、 1,ウitェケ Iレ K ついて(¾,1.-n.)反応の化労的効果 k)月iる投計を 1子フた。

2. T スクロマ)-'7ーラムで純紆と認められ遠哀遣製したヨウ化メキ，レ，ヨウ化ヱヶ，レ

を褐色か＇・ラスアン TIV に直空封入し，東ま農 1 4- M e.V屯I生うた生苺匠t•室環i, 2 嗚間速中性

手胆射をお：： rJフた。座紺後 1む良外吃埓中 k i采江し、：席払叫足？て肩杵、些朴‘屠に分華し

令府朴‘収平と永めた。親今 1 り又年、J. ::.. "'爆念雑今子}/...，，｝り吐六屯），1 ガスクロマトワラム

に現れ rd へ柱度の差殺見しう｝曾であみことがら、今眉朴層填介みI:. ~比放射喰0)比とし

て戒められゐ．照鮒快r1)加熱ヽ1 今て定湿炎中，峠餅でi予 7 K 。放射恨り須l順こ、ならエ 1し型シ

ン今しーション刀りンターでi予った．

3. 恕樋亥反応き瑣去するに免介 L 先えられみ O.l~MF 6)ヨウ素ス打ペンジャー及加えたヨ
ウhi:'.,メ-4- Iレ、ヨ匂化工午 1レの合付桟収学吋それをれ 23.7 九／ 8．8 ％である。こ-h. 11 （叫か）

反も I) の結果ヒ 1司程度もあ 1) I 甚化工ケルで認められたと1">1様］淑反応の違いによる企齊

叩袢q差 11 r., V\。 1司位 1本奏喚反応の注度 Iすヨヽラ表叩叢度に比例する 1l戸"l -,.,カベ‘::..-ジャ

一壊浚乙溶簗 2 辟）旬t I1 及挽1 認められば勺‘7 た。 しすし 7 t °c v.:.加純、し衣媛令v.::ヽ 1 全有袂

収羞り増如しそq文い？、1 交援反応によるそれと 1司 L`· であ 7 衣． ス灯へ｀ンシャ- B. fJo え

なぃ潟合コウ化メ今 Iレ、ヨウ化戸 Iレの全脊杵収率it 6/.7 %, 4/,2'.¾ で（れ Y)反応 I) 11)値
と飩べるとヨヽラ化メ今 9レで、］、奥化工.lj-- Iレの 1易合と）司様（れか）反応つすぶ、名ぃ直戸• L ̀  
ョウ几ェ今ルで、す（い，r) 反た l ）し l目値と示す，ョウ化工今 Iレ K お，t這介手収洋I1 36̀4 % 

であ＇） （四 rl 反危2) り場合と 1司程度t•あ＇）ョウ It'...エ午 Iレで,;i:執雑噴及忌も令めて狼反応の

差 h認められ rJ \/\。この：とか遠雑戌反応 K枚反店リt Q、現~)れ h ヒ、直らす｀it'..合物の

虹象的性惰か．．）が糸すうと方えられみ。 堕紺したヨウ化物t 78°c て＂加純するとコ，う It'.,メケ

ルでヽt 10~ 悛 KIO0 %、ヨう化工今）レで 1す l 吟町麦 K)6.7 劣t弓れそ,.,h全有朴収平の哨卯

が認められた， こバ牙」毅／》み収半り埓証堂が全析杵収、年の名れヒし;l I遠 L'-- 、陛紺俊かJ
熱 v、よる令竹杵収年ク対加＼1 雑今手への放附能の販込»によるものてりな

有杵ヨウ素化合刺の有オfり又率~ I) J.E.C.MACRE,P.F.D.S•HAW 
胆財灌度 室 甜足 「；；呈

-- - I 

:r:ュ ぅ農度 10名仔

全項材｀収車 雑分子収卑
（叫知） (,I 、 7 % i;- 4 、q % 

訊I ( ) tj 1:,.2 f) 47、 1 2) れ．、 I

偶I （れ，知t) 4 !.2 36.4 

（心y) 4 0、 2 I) 3 3. 5 2) 

0.¥ > t'IF 

全科杵収、辛

2~.7 % 

2 4-
I) 

18 、 9

(q I) 
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7g• C 

10-;l-fF 

を有れ・収辛 腺lj}弓り1 年

IO o % 8生 1 % 

5 6.7 47、 6

I) 丁．J,,,or3. Nu.c.l. c.'1em., 

酋， 1327(9962).

2lJ:E.C. HAcRAE, P.F.D.SH Aw 

i.bi.d. 
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2A36 放鮒性哀変の化学的効果 Iて関する妍究
Ce - PY" - 144 系げ0) 3) 

更北大理 瑾J I I 秀ィ言 。大桑に 崩差

1、放紺性環変の化学的効果ち検訂する嘱合，親浪核種のイピ学的性憤が互い 1こ頻似 L てい

る系（ランタシ系万,1) において， その壊楓を解明す 3 こ乙 l寸，々良原!子(T)酸化数の変化を自目

A＝る系とこ屯 1こ有効な手段乙君えら1-l L る。

I吐Ce (144Pr)-EDTA 錯体系にあし1 ご，心 Pr,~ EDTA l'.'.の結合を切的し， 144 Ce ~ 1-r 

異なる挙勤を示す。（／） しかし交換反応ま度が｀産ぃこt-f l らの系き1't)交換反応速度巨汚魔し
ない限り， I叫 Pr の結合切酌の割合，あ‘よ袂化蹂的奪動を定蚤的に説頭団るこl:'.'.. I謬甦さ
ぁ I), 1司し＝ランタン禿別己既；に報告さ UL てし＼ ;;; Yb- Lu-177 系 (2) ピ比乾す 3 こl'.. I迂きを召
ぃ。 そこさ Ce (Pr)-EDTA毎体系の 1司 1立体、交換反応戸公蓋喚反応の旅橿を日月らかにし
更こ交埃反応速度定数を求めて． ｝嬰 Pr (T)誉重力を定壷的に談B月するここ巨諒社た。

2. (i) 交換反茫 ＇44Ce を含モ約 lO-4M (T) Ce3＋（まだ l'1°砕 3+) 完茨を虚イピナトリウムき

イオシ強度在郷整し， この一定量 Iこ Ce-ED丁A （王尼 I寸存r-ED丁A) 領音位芸容茉を加える。

pH ぽ酷酸虚乞甲ぃご舞唖しだ。一定圭向毎 lこ， 一定蚤巨取，げ硼イオ上交唆棺「月旨社(Dowex

50 W -xg, 50 -I 00 j、、Jシュ），こ湮ヤか 1こ直しご，キしート部介こ碑，イオと部分に介 1ナ，

交硬反応湮度定数を求めだ。

(ii) 144 応のイピ学的挙翫 （ I) 否甲いた溶変を l44Ce が｀化学的平衛,,湮し臣1灸，上泣の

よう IC 叫オシ交埃栢庵柱に通しこ，キ L ート部介こ隔イオシ部介 l＜分ける。 /1/..'I- Pr のア

杖紅能の王応曲探（否た 1如底褻曲綿）よリ， キしート音切豆割合巨求めた。、実験ばす＾こご

.'.2 5.0°C さ行はっ尼。

3. C i)交換反廊、 交被反応寸次の二つの系否行ばった。

* Ce3-t- + CeY―マ＝~ * CeY — +Ce3+ (I) 

* Ce3+ + PrY―←一=:::': * CeY— +Pr3+ (2.) 

系 (2) かま セリウムぼ無オ旦＃ドラ農度さある。 こ＞否 CcY―心 ED丁A錯侭を表 m す。

系（ I) の結果よ I), 1固ィ立体交喚反応速度，尺、 1'1:

R =だICe (Hり (Cどy-J

き表わ＇さ Lll る。この紀果巨用いこ系 (2) 乞解析し， セリウム， 70 ラでオジムの I司位体交換

反応湮恵定数'i.. L こ，せ!A l '-f::U'\.'.2 .3 X 105 文． mo ie― 'm i Yl-1 および l 、 I x. ¥ o5.I.ｷ mole1 ~i酎

を唇た。 王だこの条件下苫の反応 (2) の平衡定敦！寸 2. I さある。

(ii) 144 行 en化学的挙動 黍 Cl) 名.,t. U (2) I てつ l l Z, -'t U\ 吝けし 14-4包y- 17)収率を求め

3 ~ J 収孝 1さpH Iミ依荏 L て I I るこ乙か’'わかった。 '44 Ce ltt平衡 l勺浬してし1 ご宅 1 144Pr 
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ぽ反応 (2) の平衝定数に従って面配列しなけしIL I寺ならないか‘‘,(i)を得た速度定数から予

想さ WL2 値ょ IJ大きく叩 L てあ‘lJ， 幽 Pr-ED丁A の結合切町があるここを示 L て I iふ。結

合をt7]町 L て生いた Pr3＋が，上述の突棟反応振植iに従って ED丁A こ再結合するこす山 1守

系 (1) につ 11 て

ln いよPr-y-(;ePrヤ）t } = ｛ら信崎＋ \:lPr} 阿〕t
系 (2) Iこついて

In {心／＊一）per:PrY万｝＝ ｛峰〔Pr3+:仔+3+[J PrY ―] ](H勺t

乙なリ， 更 1 こ 144Ce (l)艮策変の際の状態ヵ＼‘pH I ミ依存しな"\)I (すなわちtを 144仔の単均

琵命℃， 乙おくここが‘き否る）乙イ反定すり 1 ぽ，勾配ー！の直郷が左辺0)対苓いこpH E 7o 口

ヅトすm l手得ら Ul る筈さある。 しかし第 1)回 1こ示す

よう 1て，勾配同約ー 0.5 さあリ，また理痴直J: I) か

なリ小さい。 tを計箪する乙， pH i;;:依存してあヽ））

更にこの範囲き）i;l'tく℃さあ＇）、 上武ti) 1反定 l迂成立

L ないこ乙になる。

こ山らの知果 I~ 、 （ a) 四 Pr 1 てフ 11 て 1記湮陵定数

が‘111 ：：：く，tがpH Iミ依存（絶合tn町の割合がpH

I, 依存） L て II る， また）ば (b)'t.µ/. Ce /J)t3 I裳変 l こよ

り庄し＝た I舛Pr l'it 4 酒,-:なるか'‘、 この Pr (IV) が‘

ED'TA を酸化し，サの酸化生叙物乙の館濯冦 Ceｭ

EDTA (a たは Pr-EDTA) 網体乙の交硬反応涅度

r-. ~ 

履込
)!' 

aF ，し- ^ " 
と§̀ 
こ

c ゜

0,5 因に＼ \` 

三
¥
: (I  1) 菩

lg 

D 

ヽ：
J 

6 0 r;,5 -「•O 

pH 

が渥 II というこ乙をイ反定す山 1記設明さ HI ふ このう 第 1 図 PrY―の収率i::. p H の 1用係

5 (a）に関して口系（2) にあ Iする 14-4- (e の交換反 鬱 (1) *Pr3+ + CeY—;= ~y- +（ざ

応妍 マワロ量の視合I'.. I司ビをあることから 1引題が o c2l "'Pr3+ + PrY―⇔午r'r— +Pr3+

あろう。 4イ面のセリウム 1芍酉菱性亮衆さ， EDTA 1 こよ

＇）浬元さ U ＼るが， この溶．茨五中牙□ す山 1守 EDTA の酸

化生灰物］'I'.. (e(II/)が錠i体を作ることが， 関、収スf\o 7 卜 1しの理1 定から知ら/.I\てよ・リ， ( b) "> 

椀撫IJl方が｀丹当乙汚えらi,l l る。

(1) I岳 l11、大森エ隠星，日本イビ営会第 17 年会（受京） ／ 9 ヽ 4

(2) p、 ErlentworTVI c¥- R.H. Be甘s, G:in. J. Chel'Yl.,臼 1049 (I 9 6 I/, 
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2A37 放射性希ガスの固定化の研究
イオン衝撃法によるキセノン一 1 5 5 の合体

日本原子力研究所化学部 〇市披純雄， 川崎美知子

原子力工学的見地から希ガスに対する興味が急速に増大している。第 1 には原子炉中に

生成する核分裂生成物中で大きな割合を占め．大気汚染を防止するため適当に処理しなく

てはならないことと．第 2 には核分裂生成物中の放射性希ガスの中のあるものは科学や工

業の分野で極めて有用な用途が見つかつてきたためである。

希ガスは化学的に不活性であり人体内に蓄積しないので種々の目的に利用するのに特に

好ましい。しかしながら今日迄余り多く利用されていないのは主として常温常圧で気体で

あるためである。したがつて希ガスの利用に関してはその固定化の研究が種々行なわれて

いる。これら固定化の方法は大別して 1) 化学結合によるもの． 2) 固イ本えの合体によるもの

の 2 つに分けられる。希ガスが化学結合を示すこと・は C hlathrate _化合物として古くから知

られており．又最近は希ガス．特にキセノンのー化合物は数多く合成されている。固体物質

への合体の方法もイオン衝掌法．高温高圧における拡散法等多くの研究がなされており．
生成物は K ryptona t e として種々の目的にその応用が研究されている＊。

本研究においては希ガスとしてはキセノンー 1 3 3 を用い，イオン衝撃法によりニッケ

Jレ，鋼．アルミニウムの金属板に合体し． anneal i ngによりその安定性の検討を行たつた。

固体へ陽イオンを衝撃するとその 1 部は固体表面に捕獲されることは spu tt er i ngの現象とし

て広く知られている。

用いた装置はガラス製の熱陰極放電管であり．管の上部にタングステンのフィラメント

とら旋状のタングステンの陽極があり．この陰極ー陽極構造から 1 0 虚下方に加速電極が

i
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図 1 時間による Xe-13 3 の放射能変化

あり．さらにその下に取りはずし可能た試科支

持台がある。この菅を真空系に疾続し 1 0 ―’皿

Hg以下に吸引した後キセノンー 1 5 3 を充項す

る。この際多少の不純物ガスが混入してくるが

不純吻ガスと共にイオン化する。この際の放電

電流は竃圧 4 0 V で竃流は約 ·1 0 0 mA I!)程度で

ある。イオン化された気体のプラズマは高電圧

(1~1  0 KV) の下で加速され試科に衝突する。

この様にしてニッケル．銅．アルミニウムの金

属板に合体したキセノンー 1 3 3 は極めて安定

であり．時閻の経過に対して損失は殆ど認めら

れない。（第 1 図）

従来イオン衝撃法による場合には試科に直接
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負の高電圧をかけて行なわれていたが，加速電極による場合にも同様に安定に合体出来る

ことがわかつた．．。したがつてこの様な方法による場合には導体以外の金属酸化物等にも同

様に合体出来る。

*. D。 Ch i eek, R,Maehl, O.Cucchiara and E.Carnevale, Jntern.J. of Appl, Radiation and Iso t o p es, 旦． 5 81 

~610(1964). 
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2A38 メスバ｀ウアー効果rf)化学＾の応用（11 祁）初知I::合籾 n 放肛謀介絣

如錢雌忍狸羽研 佐野f専敏°畠永 1建 昂術P 文菰・肴森信房

目ii'.]. 謀ぅ辰＾ ｀t\甜晶枯｝中 (c 昧、忌喝ぅポた原i該 0‘ り樟 n 澤iPl司 n ェネルや、一澄拉

ぃ柑彦 1 み慇、及踵の r 、もい刈i /J‘りすわれ， 9 らしそれが成枚係 n,8恥晶印中 IC む見ポた同

じ栂蒻 0 庶｝オ亥 1~ J= 7 1...某 9ー易吸収と咲 Ifる 1バ (1 メス 1ゞウアー勅昂と叫げ｀収， 1fH i R.、 L.

船'ss·b a.uer じ rh 淮見外柔，樟籾塊々栂税fJ t‘n 甜え付野 lこfv 困 3 れ 1 う＜の醸！咋 h み欣｀

昂 0‘ i＼られていみ。 初難 I こ 1す庄l'. L 1..初塊洋着 n 1対 I\‘ を算If) f,1.が、現れi l1 メスバゥ 1-

効果がit営的fd 1釘踵の稲明の h い 1 /J‘人（こf湘 1 i-11, ＂況 0 9矢ぐスス‘. fJ ;̀ n 化合何にフい

てみ裟気的柑同ぐ原｝該（甜出万tが｀ v及牧枝） 41 直 n 也手叔應tJ t̀ /}ヽ雑院 1 れていみ。

メス 1、ヽカアー吠収スペクト lレの知I 笈{,.J 1'(_ 骨られん分ナ構造に 1 対連,fl 0 h 喝 11. • Isomer 

s~ift (墨は 4本係バカ）、 Quadrupole splittinit (回重袖竹製），ガずt/ Recoi I-free fracｭ

tion (怨， B 荘 11 ·o昴 n 双依 1 （す吸収 n tt'.年） n 喝度かt fJ i.て‘‘わ 1 1.., と（（z 57Fe （す足腺

が塔易fわるた n, 1 i‘にう< n Jく知られ 11 旬以汀町 1 lJI t z れら n 造が雑芍 1 れ 1

ぃみ。

しか L fJが｀り点も品（っ和m、9 fJ t‘を阻，肘 L fl 浮（~ !ガてみ仕呼危化＾み什免 I1 メスバ‘ウアー

靭昂を応用 L 和 4が1 けうれい 1 稀-{,わ-;f•'が 1こスメ｀仕な訓（こ 1 V\て一i列を打ぇみ（1 曲？｀‘す｀ 9) 

釦しいlJ)に 1 い1.. 11 盾怨f. h h 。 屹 z i‘ぅ急角ぅ l＇；前報 2) にひ 11 ぅ‘l/I 1, 1庄手竹fl ? t 

ぅ h 舒 4パ濯ハ祁射雄釘爵lil甜盆にメス／＼｀ウアー効果を広用 l !J1り1 試糾と固梼I) 1 、 n 状

應i｀年没造的{,-竹枡 1 み d 熊性に 1 l'l 位討を Z ヽみ hr1.。

稟騒行う去． 該｀料として用峠匂t令籾（すメス／i`ウアー効果 n 丈~ L、尼（（直）3

叫0, K (Fe （約）』， 7 :r.ーノ硝伐ァンモニウム（添色『／ h’ ［セ’｀綽色形）， Fe CNH4>2 (S04)2 • 

6 HzO （毛ール塩）， Fe (NH4XSO心 12 Hz 0 （鉗 8月げ人） fJ t‘て｀｀ h ん。 理 4 1: 1 研究所 n‘゜＆
虹陪罹を用いて全線舟2. X IOg r 禾墓棺 11`、ti‘シマ綿照、肘を／fffJい，照肘試糾幻バ直
訂該料 (c 1 い1.それそ｀‘れメス Ii‘ゥ 1 一効昂ハ瑚l 定を行 rJ 1 た。 凡（C20-t. )3. n 比 O （こ 7 し＇
t 11 紫外乱昴態り1 じ［ん北何糾tもりf fJ ? h 。

町喝戸閲（知上 57Fe) n オー励起戒態t碁厄状態 n 叩遷移ェネルや一

llf. If Kev "'-YぶりC を利用 1 みf) 1.."綿*'t. L 1.. S1Co を Cu 板に富着 L ？卜東気乱中急ッg oo゜c i｀孜
呼町ぽさせ k t n を用ぃた。 J:含t n 知し釘い莉末を吸収 4手t L 1 f線 4い恥固足

L 冬疇t-m樟動裁に直維 l T~ 胎急り蹂罹（幽卓萩‘清'l 7 ヲ｀｀1 オi｀咽‘速 L 油圧｀ i‘動1Jを 1譴）
lこ［り吸収條 (-:.11 L て一足淫食tヽ・直＄騎 le り噴蓮動を行れせ、 ｛線の吸収を憧役 n 函枝l:'..

L 1 う約1 免 L I4 , ＆彰原'l 9及収体中 n”fe l1 薯 7 1て 4ば状態しれ h r1 m 曲着 n 遺孔｝ェネル

ペ‘-l'- れ 1•‘h‘ fl 勇が｀庄し‘`z i,11が相刊運動のド｀‘｀f 1゜クー効果 I,• ,r 1 1...袖‘われみ n 1‘'z 0 1 緑

沿収 n 迎授スペ'l ~ル上i‘租没 h‘ ら S ri‘げ (1 f）れたけ罹 l＜北Q-鳥叫収 dl 中代｀が｀仇らわれる（．
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Isomer shJft)。 111.枝t1) 1 わ H n 鳩ふ竹和 n え孔叩疇 l‘ ときに l1, 1亥におけみ慮
み('.:. J I,慮喝諏11,·or tJりf↓ l¥ Pl 1.｀ヽ該証芍和｝戟卑（c Jり 1 一励起；＂が分製 L 焚 o烏吸収

l~ (1;::. 1 n 中尤‘b：：わりかれみ（ 1 {f)へf1.‘‘f1 り 1 e がQuad r-up ol e splittini). 

旦． メス，i｀ウアー吸収スペ 7 トル n 1 線照射じ『み芍化 l1 該料(: J ?'( 

房応什t n りれれ； Fe2(C位4)3 ｷ !'! H;1. 0 I'! tっとも哨化が大 1 （ グ 1 フ戯葬ァシそ：：：：ウム
も瘍しいが K[Fe(3ly )2 ］ゃモールt品i‘1す！息り1 に｛ん芽化けれ 1’90‘ t，、あみ。

移腹 n

.. ヽ
／
ヽ,'
ヽノ

•
>1lA-5V 

/
 

ヽ
・

^’ 

厄 <C204h_· n HiO 
- Non-irradia.ted 
---r-irradiated 

(photolysis) 

-0./ ゜ + 0./ 
Velocity• 

+ 0..2 cm/sec 

f1.とえ li‘応（Cz叫· nH1 0 t‘` (1 園 K 示すi‘とく 7 絲服射・光照射 O L、 1’｀れ n 喝もt
非熊印紅わ1 1,.. I\O '1トル n 二 1 11 vi}..．収屯＼｀が照射使 n いかれ｛冷＾袋散をラ叙じ,そ/)かわり
l< 師し Lヽ吸収窃がいくっか翡Ln i/1.み， z ti) /ぅ rJ V及収スI\゜グ/- Iレ n 孔りヵ，｝が｀吸収掻貨 n

胡化 (1 an らがに終肘t~ 1年ぅ誌晶中 A りt労瑕化（： i1 『ゞ 1 るそ n と秀ぇられみが，吸収スペク
ト 1レ n flクがt t t t殺令侑 ri t ni.̀ l1 スI\O '7トル（これられれf1 考化f；日がら＇~も晶中ハ咽化を

椎従 1 み性tc ty Ii`らり困難をi午fJうt｀あみう。 z n jうfJスI\゜グI- Iしの餓析に［み照肘

祇料〇釘定着的tJ 1ii析の可粍 I卜まに 1 l9 1.. 9 ら K 筏訂を行fJ 7 1'Z.。

文献

1) A. Yu. Aleksandrov, N. N. Delyaqin, k. P; Mitrofanov, 

V. s 、 Shpi nel : Zh. Eksperim. L. Teor. Fi z. 経， 2074- (1962). 

2) 4カ野・＄永・序師袋井・肴蒻'. 'f I 団理工洋におけみ同棺元蒙甜究架表会請ぅ展

/964 年 4 月（甲象）、

L. S. Polak and 
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2AJ9 数桑tの鉄銚物d/ Moss b a.uer スヘ゜クトル

九犬史更 0 高あ夜正・大橋茂‘

さきの日化-3!' 17 年今 1・，康着jは各枝の無機·および省蛾鉄化令抄d) Moss ba.uer スヤク

ト，し 1こつ 9) て靱告 L た力、9 そ水乙 I~ 荊 l て今@]. 11 数種の夭然、＇差錢禽狗の Moss b a.ue>' スヤク

卜 Iし疱l 虎綽呆かシ得シれ 3 知識｀につ＼ 1 --c.、 予殺的秘告£行なう。

吹験-~戎，1 前 19 同様売。 r一棉源一回転 l'1板製吸収体一 Nar(T[) 検出券ーシング｀ルチャ

ンネ，レ茨斎分析路の条を用'1, 14-.4 Kev の r 絲泉の s7Fe'こよ 3 吸収玄測定 L J Poprler 退度"-'

肉桑欠"- l てスヘ゜り 卜，レを亜、いた。

砺祝の主眼 Iょ） 今迄天然の鉄鋲物についての M如sbaueY スヤクト，レ測定イクリが ll とんどな"

の-r.‘`, 1) 各鉱杓のスヘ° 9 卜，レの形の特徴を観察す 3 ：：ら 2) ぇ個の鉄と 3 係の鉄，，；昆合の

枝様を希見稟 L' スペクト Iレかシそ 4 渇合比を決定て'‘き 3 カ、どうかを明シクヽにすJ ：：と） 3) 

録鉱灼中，， 2 4西お‘ょが 3 派の鉄の含府舟" 1日昨非破壌今材久．． M ；； ssjauer スペクト Iレ渕定によ

って可勺tかるかを検討す 3 こと） fi乙ーに置 9) -rこ。

これまて．．測定ざれた錢比合勅の合も果かシ屈鉄鉱 (Feぶ）J 恭鉄鉱（厄 o,).) 養叙怯 C

疇） r）乙・強碑，r1 ＂も'> 11:, Zeeman spいい｝ によってt 1固のと゜ークを示ナスヤクトル

にな l こ乙衣研ら力、て本 3 な， ？資羞 3 のJjjし）た剃え装置，1 そのようは広、， Popp lcィ 退定錢

域にお 1ナ 3 精睾測定 1こ 1 1.逸-1- tJ')の巧 Zeeman s p£i-ltin' 左示さずしかも手追に得られ 3

鉱灼すれわ文 ｝ん鉄斜鉄かんシん；；；， 7 ロム鉄鉱， りJ:ぅ鉄含）鉄マンガン童石） 含

叙翌営益， 含鈴蜂石fi tを拭｀料乙した。 これらの鋲的のズヘ゜クト Iレ＂彩 1ゴ大fを 2 僑;J;よ仏――

3 僑の合い店在t示l.） 要呪＇的ナi例を示すと次，，ようにfl,.

衰
哉
考
4

A
 

c
 -0-5 0 

Don/er 速皮

1,0 2,0 3. o 

M i:issb a.uey効果の痩言命令よが：：，卜iて｀・視’J定士水·た他の参共化合約の糾き果 Iこてシ L L, A お• K 

11ｷ C, "'ヒ°ーク，よ 2 個q穀の圧4呼゜le Sf.R.,'せ； nf t;゜ークて｀， B,1 3 僑，，鉄のと゜ークでお 3 と

綽言合ざ心 3. 喫膝 ,1 危銚物の粉末試｀料を用し） tスペクト，レt視1J定し 炉以呼°Ie s/’£itt;rtgのi直

お＇よが凶omer sh ifえの 1直（吸私中心の 4orrler 速度 0 か）のす礼）を I国かシ箪出す 2 ど井 /0

，条t゜ー？の 5怠丸こ， 別訊‘料の A“ 冷今杓t· 1手｝ A fe 2 偏ぶよが 3 僑 9 鉄の令育骨との叱枝
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を行なった。

l9 ¥l f：礼斜·の中-r.··, らし銑姑 りょう録舷 Itもっ乙tシヤー 7• な吸収t示し渕定孝易t··

も 3 ぶ； 録マンが1ン童尻 ，ロム鋏鈷fi乙•• 91 試料つほ己砿収が大きく涅1)定困難. -,:·おつ 1= ・

他，，禎料i吸収の 3念~ J;I比鼓的弱，）が測定可市でお..,た． シん録鉱 l＝っ"て 1士差シ也ヮ累 9J

J試料 I：っ｀’て枚位獲り定 l f二人··） それシのスヘ°クト，レの形，1 表地の邊。，＝よって菓 l L <. 

L.., てし） 3. もちろん:.の羞し） 1ょ戎今のオ月足，二起因す 1 と券えシれJ.

スベ？卜 IV のピークJ玄丸と鉄含渚暑とり内 4系iこ I1 比例，ti六ち 3 こ乙を堪月 1寺（た＾； M;,ｷ,s-

l,auey 吼収以外の吸収）拾文ケし労の因ナカ、••大き、）たぷか， 比例、tr,1 みらかfiかつた。 ステン

レス姻， らん鉄鋲＂鳩令， 絞含府岳とヒ・ーク面積., m係，1 次の K うになった．

保含茄毛，，レL I t::°ーク面積d/此
ぇ

3

., .. 

.. 
4

・

2

.... 

5

0

0

 

.. 4

1

 

.... 
ー
し

. 
2

/

 

.

.

.

.
 

しかしス文各1 卜 ,v ") -If}舷‘ちよびん。”eY sh 』.t丈"I 1直 /<,1 麦 4~ か r」,) 0 

2 "と 3 4西鉄のう屁合此とそトシq七゜ーク和辞比との I月 4ゑt) 5則史例太ー I}- riく紺檎 11 得‘

ぅ A fiかったふ＇， 虎、性的 I<,--r I司易q為今 11. 2,個鉄，，t::゜ーク女 3 1函叙：，，t::゜ークよク驀 3 l < 

歿ム， 緯；；；の瘍令 Fe# : Fe甜=; I :え に対しヒ・ーグ面辞比は大凡 I : I ，こ ri 3 . らん鉄鉱

，，tい合 Iiぢ：百~ I : I "'i屁令比，，，t.,て 1づI::゜ーク面積叱:1;;.· I : 0.5,, Feサ：戸＝ 3 : I 

,,,t <11 -tｷ,1 I : o. ぇ-(; r.」った。

J. 4西q僚ム、ぇ0~ 30 10 て••そ小（：比べ-c.. 3 1西，，，叙っ；＆在母六薯 1 L<. 少ば｀，t易令 (~3 ,I屯

た）に'\ 7、ぺ 9 トルの上て 3 4酋の、鉄のI::° - •りを浪朔すJ =,:なてそねかつた。 すはわ 3

翌、うんし， かん｝ん石， りよう鉄．鈷tiどかこり例で古J.
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2A40 筵虹岬園たアマ…訊応疇
和荻磁i%.i夜f疇戸麟縞反と翡長イオゾと，，文戌疇9

危珂・化『卸 m 下戸

近耳 M知心らによって， アマ 1レガム．幻愛反応と利用 l Tこ放射fヒ界的分令艮玄かいくつか枝

ナされて 11 占．この Ti:... I f,迅速，：目吋え素と今厨’'i a とい？｀利、色とf椅えてお l ，放財

拉枝棺とイむ手りえ七、 5 "すJ，，に非靡づ有効な紅支fわ夕と思われシ。 し~\しアマ
ルガム交戌令紐i去に肉す；甚硬的なデ＇ーダ，す／召と人ど根告·ミれておらず， この-tiえt定用

L ようとす〉とき井洋，こみi史 1 あ｝。本研究 1 ;j I アマ，レガ｀ムIJJ'-内佳法にとのような月キqI·彰
厚す 3 0̀ t詞べ／ その殺逸朱i↑ t求めようとすj iので｀<h J. 

か叩， アマ，しかムの笈ヶり哨 1‘• あシ水舷＂文戌について旅告すシ。

”iよっぎ，，か｝にしておこなっ I-::. 。 同一の灼状t. L f-:.ひと＄且，，栓： 1寸試験癒 (IO丘加＂ I I坪）

17..ー楚骨qず又射に水舷イオゾi溶衣とと＇），翌索1J"スを通し｀て滞r} 駁希とアな去したの 5 ノー

走量，，，今局水絞と加えて栓をし， ゴ＇ム午ヤ '7 7• とかぶ七.;l. これを 1'釘品、l, リf灯｛の 7 う

ンアに玄厘，ことリつ Ir ，板巾い成，/$'心／分，速 S t`7k 乎にふ＇） 9 ぜJ。一定呼用与虞

験営と一つすつ序ずし／ i溶i夜守の訳射能の成＇少と削足す a 。沢紆）＇王水鍬イオバ落知

JRR-2 て＇竺取 L た Hが゜を HCR04 て滋絆 l, これt希柔尺して調製 l た。 なみ＇水屁長イオ直

戸，，号澪t謂べ＇シ？易，含にff/これに 1 像 1 た 1本2. f西，，~,灌炉戸屈イオンt加えて慮i夜と

網製 L た。用、＇心炉＇上f"度，中 2039 み＇よ a'/97ゲ“物 1 あJ.
麿夜守の訳射能,t ,3,') そぜ呼向の＄知盈ととも，1

-Rt=与応釦
a。 -a。

の式に従，て戎＇V L に。 こ：：：て'. a 。,i,J• 9 1 ぜ＇叶呵。のヒ 2 ゥiぶi夜 l 4 •るりの放射能 I at 

9 す， 3,'I i必＇時間t ＾ときの苺i夜 I .J当りめ放射紅釦 Iす最終和灯lふ，／ iせ呼内点？t尺）

めと 3 ＂謬i夜 I ,r,iJ.苔，｝の杖射応尺 I 古走殺て••あj,

屹れそ・れ I.O N ，，出 SO4, Ha, HNO3, Hao4, Na2SO4, KCO, KNo3, Naao今， NH-i-0 けあ

ょひ'• KOH i溶；夜につ＂て平交f紐叩ty. "" -女与士）を求め，な危冬旅岳，渫i夜妥高夜平の
這イオン湛度（！像あ＇よび 2 か疇ィオン），；届応拐堺を詞べ'T-=-.

紘，古茶液骨，こ比川しノな泊＊殿fコう烹 I之透、比叫すJ. i溶j夜乎の I 知＊舷ィオ」

戸い町紀圏内て(.2.3~ 42.9 炉）文戌叱町に影埓 l 「9 0‘ った．之（和水旅 1 才／ 1 ざ

/794 吠上て麟繹と，，＂に白色のiヒ的物と笙成し，松 m長＜ rず 3, i rこ虚度
がJ:_.昇すうと丈Y..，ず天豆t‘<rが 3 。 一伶'1 として， 水旅イオバ農度 2,3月 9...P.,水屈岳 1011.,
湛浪量 2m[, 」') 1 ざ d 振fねCini,ふりずふ＇速度 If汀]/,?l'/,,2§℃ " r易応テーl ~表に
示す。 i佐の Io I釦印円ふり 1 ぜJと／ \l r ぃ渇盗t ·n y.V)、上，，孜射能1J\'水相,,ら企
ん水舷へ机 rこ。 これりの宕果ととリよとめて祁苓す ll.
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衣
舘ぃ洛；夜，：：お 1ナク水旅イオンの手文戎呼円

滋液条（午 t¼（分）

IN H2S04 ヽ． o

| N Ha  7. 0 

IN H NOa 4. 0 

IN HCJ.04 8. 5 

IN N(l2S04 I I. S 

IN kd  7. 0 

IN KN03 9. 0 

I N NadQ 9. S" 

IN kOH 11.0 

IN N比OH /)..0 
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2A41 活身平）、生含矢り化牛的糸干勤（そ "'2)

静岡大杖射ィ噂芍 神原富尚．°長谷IlI 囲力鈴木培弔訂紐ナ

目的湿畷忠夜甲t‘‘唸b(JI[)が自己放射翁知畏，＝よ 9 唸 b(V) I= 妾化していく 1/喩·諭 1二つ
いて 1古これまで研究されてさにか｀，そ"'l g, E汗究として守戸）たと 9 上 lfて校和奇ミ

なっr.,.虚諾紐…咋遭）と唖釦アマルが祖 I:;,. よ 9 還えして3) 屯(][)も調繁 LI そつ
呼 9 碩穀濃襄奇よが本加拉イ末濃度，（知）a;,よい‘疇）） 9 彩ずさ荏討しr=-。さ$ I ：：：：叫e(:n:)と
籍々 9 条＜和汲墨f茉存し7_ I 守z(直）っ住灰‘速度に対すj設蝦環度、以杖身釈迄農度ろヽょ炉井
存溢景ィオン"I影字としうへ`J Sf石ば)，謀岐考呼むfにふげ 3 宇定佳と且巴ガ布線知長にょ
3 度化妬肴4..lおよが ”E は） 9 生灰｀す逗出紅応逗度的に和象し凡

・す衰．i）4更用し．r-:,-茄射娃欽；奇よ．ひ‘囀

”fe（直） （米国オー 7 'Jジ＇ジ繁"l P呵essQ u己），，， m訳｀料滋夜 l 6 M 1i碑溶液としノそれ
l'='含まれ1. ¥ I ~子狂窃（叫心よが兄）芝隙去す ,n"- J,j l ：：エチ Iしエーテ IV で巧(!)!)と抽

幻将繁レ／エーテ IV層と漢空守t窯遷軟固しノ点釈｀希釈して宜(TiI)つ訳秤窓液這桔し
芦． まに屯l1C) <1)訳店3容液 lt ”Fe(!ll)の試｀将葵凌9 ー定骨t汁要ぅ農度ぅ該岐 1:::.1豆日t徴
骨9F心）奇よが F心） （硫酸か釦•よい合」鉄ァンモ＝ウムっ硫酸苓液）恭衷こ印えて亜

含らァ~ IV 1}凶によy還たしにもりと田い{;,.そ 9 （セ 4 試第 1古すぺて特秘品を用、', * I本三

国忍海水ti司＼I t奇：：な＞衣。

ii)分麟絨：ま．咋e位）訳料苓液口酢萌ナトリウ A の会妥衝峯知‘. p圧 9 にし 1 ：：：れ 1 ：：： 4d＇ジ｀ビ

IV ジ I レ恭衰と加えて，キー録イオンペ釦畠とっくリ、さ 5 I=- 氏頃） 3 祖偉痣表ぽ這オニ

銃ァンモニウム＂麟疇知ァンモニァ紅クロえてオ＝欲イオンを次殿ざ竺豆遣国

作によJオー欽ィオン L オ＝令矢イオン 9 令釦可，こ互＞たり令蒜レ巨すー·全矢イオ＞を含む
恭表とうよ送＇ナン 9 うを殺い溢恥‘'とがし石苓液とシンチレーション'.1Jウン？—む判定と

かない r↑長(l!)と吠(Ill.)'l官沌叫iが 5”mllI) の盃、か年 E 京＇り T=.

短果i)函銘ァマ 1ヴ‘年法 lコよい9 土心 9 甚元年．硫酸邊"fr t 0 、g N／氏杖桁能濃度を（総

容積 I oo Y"'-..t)紅？ XI5-elr/汽£ k し Fそは紅訳厄（皿）の担 I'、吝嘴度をi 0 ヤ9`2 ~ 3000 rl̀ 9 9 

向とか知r=場合ゥ亜舘アマ Iレかい：：よ 3 遠元.if l.:- ti心）祖イ苓 3 喝合,.,,ぶ II t，竹．炉～

”“し可匂q （直としy F」位）の環度り対応還元年 l這疇1民が荻＇亡し I I<.這汀、 C
と祖f知農度とす'ft.la:" R (~o) -==12勺C.ナし『なぅ式t〗乗中され 3 ．一方下厚註r卒じ旺し T涅手津

逗知年 l古叩～ 32 、 0 7. o)可ゥ r品とヒ~ Jキ且倖濃窟 °‘at曽加す.; f:=.しにわ‘｀っ L 邁：た帝 l1 濯夕｀
レ R(./o)= -I ヽ勺い？しな｝武＇で表中され；。

'ii)硫直知農度と叫e(ll!.) q生灰逸度錮整され在屯（正）を o. I~2.oN に各た。ぅ落度とし I f;;.巳

杖拓罷邊度こ四？メ IOへいたc. /r/,.._~ とし在しぎぅ杖か詞とs-9巨（町） 1 生灰｀逗、虔！謬謡澤度が‘う

すぃ程 ”Fe(lil:)の王灰｀還度か｀逗くな 3 ことがわる＇）た．
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iii)七ヒ放射能魂度ぶよ松漆加溢舌イオン環度叶多字．硫酸環度 l o. IN ぶよひ~ 0 、 3N とし I

此扶軒耗邊度;I: 3.l?)(I0-3~ 2 ・ ,.)((0 "";だ c I心の南這々蛍代させ和（亙）の生灰｀量と杖置

詩肉 (2廷）と"l I紅 1本函． I I肴：這りt‘‘あ 3 。メ，諒酸肴度 D. J N >ね覆温窄 G 2.t"c..と一

定とし，漆t,b.湛舌イオ‘／ぅ農度とみ2 ><,o-11-~ぶし X IO-,.M., I匂 E各た変化したとさのオた翌叶向
染

とげ謬），立｀董り臼這． 2l＝示す過』t‘‘ぢ::..図 1 より ”r造）の自口杖射練パ和滋
to円． 1 6 12 18 2-:疇 ,.~ユ 6 12 l9 • :z?向 イに戻応 I"- より／

(a）糾

-- --；書ヂ↑窄心）↑ r--- ' 哀紅） →←心匂••U)
詞――--A---ーー：ーーロ便冨_:ーーた りo ro ―←--二 乍（か心➔屯t互）・匂

Io (dJ ゜
~
 

対
粒
目
阪
壱

は），約，位），（d）．． o.&N 、It2.SO 午
包），叶） : 0.1 N. H,.SO'I-

o, a.a,,,o-3, ·• &:・知 IO-ユ, 0，仕紅ヽr,ー19
ヽ

△、 4. ？メi b ー1, x 7 しメぶ，<l> 2．幻 ,o
(¥れ屯＂屯""'-;,.<-/,/,.._.e.).

1：：っジヽ 9 て

屯（かFe(_Ill);
”f-1!.(1II）ザ速）・・・・ {,}) 

0 、 011 、● 2.ll'XID-m, ̂ . 2．む /P-s,..,
口 l 、 4 X l()へ4, x,2 ．和 16,2 の r. tゞ ,o-ヤ
0. IN. l-l z'>O牛

にな 3 と元之られに。知知ウが lが比放わ碇が s.][7S 1ll..て｀や 1 くふ7..• I吝 S ェぐ Slll にな

3 ものと唯論され 3 。 (5rr, S 互 1本守護），叫心）の比杖約8€)咋心についての和表期
t t店）およ'If.. t遺）とす<ft_/ず＇表\ I：：示すようになJ.痣加t羞舌イオ.,.,ウが Iま桑2. I＝示す過

表一 l （丸；ヽ） (~-1) りし＂あぅ。一方：：の
r--/ 、 r-—^、

比氾ゎ罷環度（呼心｛己り 這） お（と） も， ふ 渇溢舌ィオン環度。
+1 メ I b~9 2. 0 仁 i 3 0 女い Iげ l、 r3X IO-r v曽ゅ,~より”芯）の

ヮi o ぇ， 9い 1バ I．卜い IO-r 生記逗度の噌9b l本
ヽ）

Li b 卜 1 qモデ＇レ 1= 0H̀  4 変'I (-::. c..r 
が l ;l: I I I) 交埃哀°ffe;· 1-.（足追す 3 と、，

う峠身より方寮すれはし OH―よりも

C釘のオか‘F~（蜀と下eC.IlI)') 7‘｀りッジt

誼今易＜数（告→至さにな 3 。

匹,< I 0 ー 1 •• 

表一 2

滋舌りわ房危度（/1)
之•〗メ[ 0 ~•ヤ

2.8 メ I 0 
-3 

I、トメ [O —ユ

z、t X ID -l.. 

ぷも>' Io —2 

t.½_（以切

? t 

3 o 

2,y 

2r  

2 ヤ

も（んこり
f,.I.0 X 90 

-¥< 

ふ ar)(IO ーヤ

4.g/ X IO~ト
仕↓2.. )(/0

-/,. 

知PI X IO ーヤ

文肛
I). 'J,叫ts~ 11. rA."':し S.To`UYq: T`'..u 伍（yst，ム、込バIm) 刀． TK心b•R.. Rad,9.- i 5•も卜es，包 II 2 (/9Sど）
9）．石遠：甚嗅容骨釘哀（中え）か（ I行0). 4-）．神尻．怜叫屯ェ牛I＝が｀け項f:lr'臼音巧廃苓が全．群 LI9的
s-). J、 S i .Ive;..._,;;_~ J2. w. ti,dso:... : J. p~yJ. c,i,..,...、I 豆，»は (19夕6). b).w.F．叫y:丁．朽’5. ch,.｀．，区，払3 (j芍fよ）
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2A.42 ；容畠曳虹眉合リン面支虹五叩のリンの I司け[1本交オ虔反応

九文錢 入楊皮 o 与摩範政、

一般 I" オ）しトリン語湛の加慈蔑水 lくより消以の縮冷リン磁瑾が合扱~されるが＇J とぎ I" f;j; 

オ）レ 1、リン酸堪の他にニリン萌塩などを品発物庖とする為合がある。 32pで＇ラベ）レ L t:化合

灼も同様な方滋で合成され， リン化合約の放肘4も吟的研児 IC が］ l用ざれてし l る。 とこ 3 カゞ

放肘＇「生のず）レトリン議ナトリウムと非放如＇r生のニリン誠ナトリウムを出発灼盾ヒして生成

する締令リン醸埴I K とと［ま・三リン酸ナ\- 1) ウム 1 さ， 32P が介｝全体'1~ 均ーに介わしている

のか， あるい［3 ン72 11)式で＇示すよう 1て町pヵv 1局在してし）るの力‘， まだ検討されていなし10

32p + p-0-P —• 32p-o-~-o-'P 

本甜究 1まJ::_言己のような 3やが｀f扁在 L ts 縮合リン詭塩が生成する 11条件の将討， ならび｀に加

熟脱水による縮合リン酸塩の生成根樟在雅定するの I, 11:,零な甚隧試料庄f告る目的で行なわ

れた。 まず 32？が‘i扁在した At合砂左うるため 1ては出発物堵淘の I司 1祖イ本交換があってばなら

な‘し 1 のて｀； 今国はンカの三式に示すよう I~ オ）レトリン祓埠とニリン萌塩つ）司位1本交栓反応 l て

っ ,1 て考秦した。

A) N叫32p o牛+ Na4-B0q——• 

B) N叫庄PO午 + Na』 o'1~

C) No.3 32'P 04- + No.4-孔 0'1---→

、、の定康 IょJ ,2pて｀ラベルしたオ）レト＇）ン翁支ーナトリウム／ ニナ 1ーリ、ラム， 三ナトリ‘ク

A にそれぞ疇も）レ．の二 I) ン磁四ナト＇）ウム£加とて電氣炉中でガ叫熟（加0 ~/, 0 00 °C)する。

その生成坊を唸イオン交換クロマトグラフ、シ去7.り分離し 各成介の＇）ンを定音する。 リンの

比色定邊~はモリフ｀、デン (V)ーモリプテ＇’ン（日）混合試蔀 a 用l) 7..行っ凡，なお•介離した各坂

介の放射伶しも G 目カウンターて＂潤定し／ それぞれのリンの比放射能を笠出する。

加熟既水によ＇）生成す＠維裔合リシ詔灸堪．の組臥ぱ試粕の加熙冷却つ 4条件， および'No./p比

によって支自己ざれるので〉 前言己の 0)/ B), C) の為合の生成約 Itー楳でな内）

A) では他登怜穐であるニリン畝堪の他に三リン賊塩 I四リン哉塩埓が‘生放するのて： ナ

）しトリン西食 1品とニリン訊瑶~の I司イ也伴交旅？反丈をー羨的,.し則定、古るンと,tて＂ぎない。 しかし
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32-pが均ーに介函己ざ収るなら各叙知比放紺能 Iii~史でな Iすればならないのて， 戒めらに

tc 比放肘倉とを比較芍ら 2 ヒによって）司（立交移？の 1笈合；柑定するこヒがでぎる． 加熟湿度£

徐 R にあげて v) <_と／ 32P で＇ラベ）レ L t,オ）レ~ 9 シ屈食ーうl- :Jウ 4 遥iは初剪］にあ‘し）てニリ

ン爺虚 10 含，試料が＇均一 AI:,するので＇し 反応生成約の比放紺能 Ia 一定であるか＂， 急i殷 k 邁虔

をあ lf’れば’'各阪介の比放紺能 K 箔子＂柏達を生ずる。 ・

B) は士としてニ-リン醸t盆 E 全成して均ー化するのて＇オルトリン磁外羞とニリン須蘊也の

同釦手交唆t劇足ずる二しば困難である。

C) 1i))支応で＇ィ易られる物侑 I1 出発約f直と）司ーでオ）レトyン疏福とニリン該埠のみである。

::: /j)系で 11 l麟）丈た (400 ゜ら 2 知．）て＂毛オ）レ Iーリン醸塩とニリン酪埠の向にかなリの）司

位 1本安 1要が井らむ t ooo ゜ら?-.;ふs;ら 1'9・パ嘉疇 Ii兜令 I-= 承衡 Iて逹\..l.. L) る。
汲J: /l)ことから／ オ）レトリン祓·-ナトリウ今 ニナジトリ、クムは比較的侶" i檄度でニーリン

疏塩に要ること（騎）ノ およがオ）V トリン磁共毎，と子リン酸塩 Iな固相並{j'K 1容存状態にお'v)

て）司位 1本交投も行うンヒがわかった。従って宝p T ラペルしたオ）し｝リン該塩とニリン酸

堪t広発的f覆とし7.1 32p 4\‘' Joo o/o 偏在した塙合リン酸塩乙生訳させ b こと＼＄て＇衷な(J。

なお， 如翠液中でば祠久の｛l条件 I=- 古・けるず）レトリン食 A ガンレシリン我 1 オン洒）勾の＇）

ンの文検反応 Ii古こらなりので＇（観女,-,)/ 本更翁でみられる N疇04-と Na4孔07 の交特反た l ;f

屯 I§ ずべきことであ b 。
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3A43 

文赦中可

い. EDTA -い文課反羹汀T兄
埠日野武｀美 向田聰．域苓告

答口節可 ，1 、キキ策司

目的J RH 恥均口希±.類元黙（ LA, Nd, Dy,Yb) と命土莉E D T I\釘喘の交操反染に対す 3
杷力，勤ヵ浮的呵祝を行吋い，知設反忌の 1茸逢段吋け R （西rA)―(I<-: L遠，図t)心虹這酎誼にある

、、とを ll月うガにした。；笥若らi--. L心＂海射 ·I生司伐 1本；紅す子として Lu•EけA-Lu.不文諜．反たの転ヵ

芋約万泥を陀舒t成柘 4 ~b  1, ゎt 7 て行ナiぃ，反孟択襖と反澁速複定数 1てつ、，て夜討＼た。

実験
試科··

叫可追辺·手→V デシウム醸1ヒ物］ E 庖研JRR_ -I\c ~ I) をぞ中洋子束～ 3,1o'ぶ／c而／sec. て I ~熊枡· 9し

t。 t媒ズ A゜？卜 rJ見ラ成束す り手戒nJ t;.nl の凶呵ておうこしさ町淀＼v..

?)L. l110ぅ）E.bH,O-L~203 を (;N- HNO, て牛～ 5回茎杞乾団＼更に．過弟j，，，酉史内茎溜水さ加え 7 喜宅戟回

して也出 I 1►. ~ち， 0. 00叶1 貯取海采． Z it成＼v-.

3) EDT A 澪文一ェ+ V ングアこン 4 齊醗 2 ナトリウム嗜（一笈再詐•弄y.より科f懐）t加えて

. o.0I t1貯底彰夜玄作，t．

叫(i=DTAJ瀦涙— L這3)2 ・・CH'o う塔泉µ当号の固PTA浅砂足を加えて作成 l "f:. 

実験稚iF

た投及猛 nL叫叩漬求とば貯取澤束i c. o I t1 C叩00皿謹断多和所淀ぅい（ l叫m•炉 0,,1~'j.Oi油ll J

LU:立 o.11~ i.01ぷMI!Jにテ毘らしマアモニアと酢酸て" PH t罰怜＼て笞．5バ． 019C O)、恒涅楕 1科て｀・ 1子吋, t>-。

友牧反え涅没 m '1れ免れー淀反応時間 1史 0 反況 7苓束り—詐~ le') イオンいい K より錯

喉と Fr●€io＂ド令誰し舒噛秤V-残ぅ ac七i Vityよりた技守の特間的度化を求 b t. 4 オン交牧令

薙 m ろi 4‘\‘.b 吋足 "Ptiを 6 っャ蹟衡ぅ裟采 T. NH；；型Y- Con,J.,t,onin1 ¥ V. 

Dowexro (h~\IJl>)lie丸， \4 加¢ x 10" le呻）モ用いて四涅に行ナiフ P。 又 rH n 念の F b 反戻の前使

にも'、,て戎1 兒＼"· a吐； v£士yの歿雌： n すア型 Nし1. ¥Ti) Sば心IIe知n Cou心（を甲 19 E 。

詰果と考_.,..J 

反応涅笈 R K 対すぅI-+, L~'{..-( X, EcDTA),Li.＋依酌•生日目', ?, 3 の謀y.ヤI う，

L 。1.R

l!!olt; I 
l!lineー1

-5 

-6 

-'! 

-8 

F、J, 1 

-5 -4 
Lo1・〔HJ

0,  ｷ • •O9 •• •O fH千

eｷ ｷ 9•O- --•O ¥'l15 

0.... 0-• -ｷｷ-o rtts:5 

.,_.... o-ｷｷｷｷ0 pt:ts 

-4 -3 
' ャ呼 Lo i• [MJ 
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Fり•3.

,. p虹

、 4 rmr.5 

、・．ヽ． A PH C 

、ヽ‘
ヽ、•

ム9. 
-4 -3 

L•1•(Mr J 



f~. I 、 2 3，刀｀り句史反乱の進笈式"次・様y.衷ゎ？れる．
W I”o,1 

柘 4~5 R=K() (HXー）（屈）ー一ー •. • (1. l) 

,.,o,I 
柑 5.5~G R.=k (Hャ）＇（国）‘（R.:i f'_ ｷ ｷ -. ｷ ｷ - -ｷ - -ｷ ｷ ｷ -ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ C 1. 2) 

(/./), (I, 2) に対する LuEDTA- Lu.烹，，文設反汰．達笈史耽式tふ人下，，森 v、尋¼; ¥ "<c. 

PH +~ 5 応 B3.5 （しX―)(W) -t 3四 4(L11.v.·・）（ Lご）（ H．) + 8．炉 IO;(Lu'f:')(H.,.)2

rH5.5~6 R~ 四． 5 （いx•)(H+) t 3 む 14(Lげ）（ LU:り(H... ) 

上式文便っ1計淳＼ T<瓦t.,.涅汲 R と更瓦史憧との Tれけ～土 w 中て＇、あう．

lu.E町A-Lu. i牧反柔·の速食史啄、足 B.ti:$ } k かぅ Yb1 と比敦~すぅし哀．I 0 11< k 吋う．

表． I

ktげ）（欧）
m9I●;1,1,"；応＇

k（げ）（欧）（R")
"'•I•·~ I'·..,9が
k (tt.,.)a （欧J
l!l•J~~ 12. Ill ；記,,

Lu lll 
lPH4へ炉環泣255'C) mrm5｀ヽ淳知25,6 '1:)

t3,5 t3, 5 

3筍 4 3214 

8,5 ゞ 105 。

,) 

‘(b 
lPH ← ~5 澤ii. 2F.? t)

4~ 

8000 

Ì4 x ǹ 

J.、/....l:.のように Lu tDTA-Lぷ" Lよ牧豆猛． IT Hfにつ、， T I 攻て'; 1/‘っ rti 1" i•生 2 b ，：しずり、

ミ 9 反乱り 1朽堕段府け鉗咲の酸触畔栴確 v` 百弓し推蹄,··'う． ヌ得｝レt交柱迂度淀荻け
'i>) 

l•'>N J.;, Dy'?Yb) L鼠の＇！りで石Q,こりミt m 鉗宅の要文笈戻敦がい<NK ら（Yb < Lµ の II／頁て＇万 9 、、ヒ

4｀り手刃？ k, 象¥ fI ：戸手で·わろ．

文南

I) R-H. 6哄s) 0.F 、 Dahl;"1む叫t>. M 加9o Rad;• 如t>t"'S c..:. Resead. Pro. J~t.rn. C吋 Po.r;,· 11 可． Vol l? 326-心
(!’~~) 

?) E、 9· Wheel wr; f~t., r. H. Syed<l,•i知i G. SC.hwarienba4 St叫呵。t thc 訟e ヒ叫伍I•xes w itk 助A

r Am. de111. Soc. I,63. 
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3A44 U0浮麟朽，T、将肛直霧料搾嗅栽(,,-) I 穀）

魚了 m 。大井 科 ，言木イこミ帥
屑｝力｝累

|0 /t亥ゲ製生杖ガ入OJ UOz 力‘3 0 板歳＼｀、）ヽ＼て\i‘多く 9 誼告かう 3 か｀ 1弁克1:!0残
合慇が高 I：フ＂てのデーダ 1i li ‘L 人t'戟告｛へて，，ない e ヵい和はjRR-2 心初 L
た uo2 阜ヽ枯晶t 13bD0~ 2500゜C に加熟し／ぷ樟免‘｝！影遠仇物 (Ce ノ Ru/ cs ノ'S t,
3r-Nb) 0 放也，こ）‘） t l 〉｀べ＇） 1 ホそ＇中、9 秘敢定校ぢょ b' 拡栽，瑶丹ィじエそ I し中~ St 
偽 L 1:-
サー。

2 。 uo2 皐、悼晶 Ii彬＇然公界i天図 l\ J`)提舟さいtこ丸 9 で召も (11® あた）つ『青 3~8 
吋) O/V ::: 2 00）。 力D慇慧墨 l碍慮を I b C汎 0 ガ｀フス球和邑生］如m9 今ングステ
ンフ 1' メント 0 Jィルtマウシトした先 9 て’'訊科 I;). J.イル ~Iこ＼ 5 入したホ’ー~ (uo1 翌）
の上 lこCi)セノコイ Iし 1 ご 10~50 アンI\゜ア◇慮混t症し 3 :: ℃ 1：：よ） 13 0祐迂00゜ C Iこぅ屯 L を0
U02 皐悼晶 IさJ~R-2-i' 110叩釘1 1な衿 2 T 自冷評したt 9 て＂）加巷睛向は 3D含屯 l < 
は 10 分 '(L た。加9さ＇こよ）核ぢ裂生穴初） lょ U9 皐恨；晶 9 表肋ぅ＼）嚢大2.o o/o 往受校匂しノ
ガ｀・グ人希望：：叫忍 9 3 こしか→ビぅ＄豆。 e 

3。力D熱芍裕のサンフ゜）しつ炉 1 ネルギスヘ°クトルを 256 分ヤ名）しfHA 1"測定し I
t゜ーク 0 $ t t上l:戟 L l_放む l tこf. r 9 tj令t尻ゥjこ. (Ce.見 lr磁）． cs l3 1,./i 

ナイト C 喜巖麟り疇ても咬 Sr はへ°-l ，oーク D Jトグう万＇ク漬 L た 95冽
ノ

だし／念々力D哀屯0)サンフ゜ I レ朽濃及'(,!:t乾した。
生加知り 1 U02.吊叫 (3 ヽg mi)~ _s 1300゜ C -c 1ｾ. f. p 9 紅； 1iぽ℃ <‘l`' ゥ

t切う”') (3 0 分）.>1'\ -/60DーC 1: な 3 し紐 1 5 卜は 1 0 °んか袖 Ii / % i翡狡＄
オ 3 。 2 oooーC t心えふ℃ f, p 9 如； 12 "3 5 3L く 2Soo0c (10 含）f 1-i ce 1.)_ 

20 % Ru ノ s r l"J. I) o/o I l r -lv.h Iさ l 0 訊§校出するミ叉かわう‘）た。
5・表屈闊 5cm1ノ松犠▽c tn.3 0 U 02 舟，t鵡ぅ＼ふt的彫ぅ力D舒，こよ） 7..少｝炉奴

出 9 3 tげ繁‘主かい割含凡 Iさ F1ck のよ咄 l e,_l.v O.J函

F し＝ 2.汽·亨 —ll) 1且 l 10 << I 
9, a'l. 

て＂表わ：中 3 。 (D i. I;) j隷凌ぷ:). l1)z\ t復 ~lさ校也 l だ）えが製せぶ砂）つか）含か 3 ])i 

t計奪て＇支J .'-‘ □ 9 ·J邑ど 1!)紅襲0 逆数 (1/T) t棧釉 L （て賛・ l Iミ，下］。＼i:j iこ
こ心：：ぶ 1) 謬疇·田卓 lしキ見し））＼＇

])L ：：：：い。 exr （一釦／R.T) -l2.) 

I ミJ`) 1 ）1；ヴ）水凡 、f彗t 5j手 9 3 こ Cs 6, 1 ノ Ru lq,2 J S r 凶，4 ノ c.,__
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釘， 1.. r -:N_b Io牛叫／｀しなふ。これ 3 9 1さ(])してQ i) 1i j 1’l：：肉（報告さ
バ＂ふガ｀入吠鯰製鱈物遺t大名はな l' 。

D 

lO-8l : Ce.  

D 

10-8 

\ 

-9 
10 

10 -9 

Zr-Nb 
-10 

10 • 10~10 

• 

3
 

4
 

5
 

6 

1/T x 104 3
 

4
 

5
 

6 
1/T x 104 

Fig, 1. Diffusion constants of Ce, Ru, and Zr-Nb 

in irradiated U02 single crystals 
Fig. 2 Diffusion constants of Cs and Sr in 

irradiated UO.?.single crystals 
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3A45 uo鼻稲品わ不浮舒l、口枝グ黎多成グ釦坑致（f 2萩）

”オ砕鼻叫度 火井昇 o高末に均

1 ．ナ l 綴 l＜綬ぎ、・比教的り叩印舷かい抜パ裂り成物（ロノ Moノ Te,I),,, U O.z岸紆品か

り 4 戸｛ヘリウム免流if) 1-::? いて餌1 幻拡孜幻文方, f 11松牧¢呑佳／ヒエオルギーりあよ

H の 1直£ ＃｀めた。
2. uo且辮品，i TTR-| ()..x/9‘'伍c仰2) 1•9 呼 l釘照和レ I 1返L~/DB 7釘浴却した役史験

に用いた。輝信 Iがオー ~I哀皮乙した¢のとはぽ／印‘て＇·,萩樗の l雌 11 すべて勾砧PHA
；羽い，了経エ牙 Iレ矛＾ーズベ？/-- Iレ m 締枡 Iご； 1 行~?た。

3. S伍戸如ら Ii,虹珈紐処理レた吟務末の表鉦加，ガ＇ー；慇統す 3 _;.と;f,破与し
ていう。二のi)な希危：： 11-..f,ばぽ数犀 I Vo.2カ‘5 放広五這鐸茎戎物｛砧
ガ‘り次戎‘ 凡＇＝魂呑令 —…ー．（／） （：：よ?t l1 ff釦嗜了い．；の戻£厄虜祝•13 ため．
U O:i.和、抒品£多印から／6 HH吟—ヽ9/)幻flTi 1冷｛つかクブラク；；ヲン I：：,h If .-1 和•しレグ．

畔釦『紅比乾レたが，り I に矛す炸く，． l1/) ，ム，Te 、友 I: f扁莉lがみじ；；りれがわた。
.,‘·. j9..... 

烈々ク虎知ら…ル号の名のに比ノ'\^19歪品砂子が大ぎく．；屋危もあぃの 1'・，砂 l4
往りず'/ "fi,,, I 1" 各印のナ．pの；房度 hー千クて l1 3 ＞とからし 1 :t,拡牧 2 茨貌して 1 I ; d/ /プ

度紛からの枝劣‘'て｀＇力｝レ秀 2 りれ~. ~の湯含に,1-(/)戎‘乙用い 7 f){;. z,針界 1 3 ；レが立

似的に可能し手~.

孔傷られた恥叫~ a:. I止 lて示 1. @I'/ D.¢ 二 0、9/) 町pl- 今'R ァ）によ） ：和·多化工弁 Iレギー

釦＇元茅｀必} I::,和、 7幻 kc咳紅エク2．夕 k竺森¢ La 33 kc素oL) H(JタクヽI(（お子 3

\ 
0 Mo D 

X I 

• Te 

Cpm/mgU [ 
• La 

La 

10-8 

103 

I ~Mo 
—一ー、し

102 

I /  二
10 -9 

ヽ（

/ 
10 

50 lOO 

% dissolved 

10 
-10 

3
 

4
 

Fig. 1. Distribution of La, Mo and Te in an 

5 6 

1/T x 104 

irradiated uo2 single crystal Fig. 2.. Diffusion constants of Mo, I, Te and 
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3A46 111Jヨゥ比ウランと 3 ゥ素：との反応

升イ
わ
~

原 o 乎田家男 紫是行

濱併ら（本， ゼラミックス燃的‘ら拡荻する移今穀ョゥ未の比矛筍 lてついて託免し、該介

殺，ぅ条 9‘、 3 ゥ未元未て‘‘拡肴文するので I• 碍く， 匹ヲぅ比ウラ｀ノの杖~孝的で拡、孜 L てし‘るこ
ど&. 1月ら b‘I こしfこ e ' l1/]ヨうJヒウラン（芯，ド今および＇

戚未ド対して □ l"- .iJ文成 1る 1 ヒ合灼て‘‘， 入気オで｀＼ふ温 lて叩熱するど，咸 1ヒウ 1 アと 3 9 素元

素 1 こf,Fる． セカミックス癌料と相合~也て 1史t利 3 がヵ黒鉗、ベリリア杯と‘・ド「も蔽秦戻

条，水な， 1k 未奸と‘｀のがスが｀禾託窃として 14 爪 3 がてし‘~. こがらの芥飩掬ヵ‘ク、['-燃糾

の娯規埓 I"-~令々 1こ祓ぬさがる， そが成， 払ラミックス戴続 lf l こお 1t ~ネ文今製 4 ゥ素＂冷

が1 k 炉 9 fこめ（こ厄， l企づうJヒ 8 カプど::. K ら，，，芥代物ガ・スと＂入応 1 ヽっ＂‘て訊克 v 杯 1tれ

l t..fiら↑ふし｀。 ぅ噸肴ら 1も 萩令裂 1 ぅ未と紋素島との反応を／ 寸ク元クロマトグラプを lf!し‘

て紅見し， ネ亥介裂つゥ未が‘如oo•c I ラ(Jo ℃およがえ砂'¢ドカ日終 5 がf勺后炎紛勺卜表面tこぅ光羞

すぅ蔽比'rf l叩未tゃえて，絞比ウカンとgぅ素元素＊て｀謡虔比 3 が役こどt紋招 L T< 。 (B諷．

戊'111.,Soc. Ja,,舛1 に投稿沖），

この＼仮もいヤ 1~ 済 I古両 4 ゥ｝ヒぅうゾど威表が反念して庄戎しドカのてf／ ウランーヨゥ素一

絞来の乏元素）利の比合切と追文しド。 この派支比)f l司硲の 1 ヒ孝項，， b 吠戻すな↑てめ 1丸 ウラ

ッ企島と 3 'I未元未t直埓反?\l· ;必て， ＼伯づゥ比ウランt合成し仁。 この直I 3-'7比ウラ

ッド絞未t反氏‘：ゼて， 上 3も絞比芹肉洛＆昨り I 4-{)(J℃， 3(JO‘¢ わよ1).、、2. 00 ℃ ぃ洸羞 U f: 

比合切の比冷今矛仔と｛イff ? •'. 戻験杉果 87、グ'e I にホす。

石ふ4 I. 400'C 、 300 l'わよ松 200゜¢に洸羞し Tこ杖，合物の 1 l'..号約

訊斜番号 む糸（を原子） ウラン (9 原子） 該来（＂原子） % 
砂o·e-,~ ~虎羞 L T ミ

-3 
紅6 X /tJ--fl / 2,f6 X /0 

゜
2、f o

，，し合籾 2 2. 67, /tJ-3 1/7 X Iげ

゜
2、f 3

3 弘 33 x /0-3 A t/-4 x /0 —3 

゜
2、f o

チ I、 73 x 1(J-3 玄ク6 X /0 —¢ 

゜
2.75 

3ooｷc 1, ぅ兄盾レf: / 3、¢f X /0 -3 『, ｢# X I f)ーク

゜
チ．クう

Jし合f勿 2 2 、 00 X /0-j ぶ／f X /0# 

゜
3ず『

20(lC:.{てぅ尤羞レf: /f',66 X //}? 2 、 of XIがr
* 

供／仕/ 

比合籾 2. 8', 2 7 X / p-f" 2 /7 X ／が’
x 

3.?I 

フ が、 2 J X /0-タ 2, 9() X /() ータ * 
ん？サ

* 妖砕が｀，炉星 v サ‘↑石 9‘, Tてので｀叉暑で 3 ↑示 11‘9 1 ミ．
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な--f.,/..e I I -永 V f"·よう I a, ::.ドら "'I祓iい沖叩手はウランーヨゥ未—醸表の三元未）n (I)l l::. 

今杓で 1-t.芥くて、 1/.(lO°¢ ，てぅ兄泊しf＝比合物 Iで三ョウitウラッ／ 30o•C たよ松:ZtJバ I" ぅ叱羞

レf"-.jし合窃 It四づウ 1ヒウランであっ↑"'· i↑てムf)が¢ / ラoo•e,, 1:. ぅ兄羞レ戸粘l::.今彩勿よ，，f昇ら

が F X 繹べ 9 ーン(!)々bge -5ふrr灯玖'if l利 V‘1く）と合成I., •:. I辺ヨt Aヒウランおよ W 三コゥ

比ウラ｀ノの X 牒八゜クー1/ 1<比萩ゾ1"- 峠果、 如9/) ゜¢ の｝と合窃 lで三ヨウ杖、ウラン） ラ()0•C の杖．＇

合朽］ RI幻づウ比りラン(/) X.隊ベクープと一致し T己 3 ら 1てこれらの比合、？勿の月虹、と刻走

L fて峠果， り()'C I てラ兒羞レ Flヒ合物 It 7如9•¢ ノ ぅ砂゜t- 1, 戎羞レ↑こ杖金窃 I~ 夕9がC でみぅ，

そがそ‘が文叔｀ Iべ＃反告 5 ドマし｀il 7ダf・¢ / およが‘’’r·¢ して井柔 lて迎 v 1直であ，戸．

キャり了ガス 1てが絆仔へ，1 ウムを 1利 V ると四ヨウ杖、ウラン 1 1-, そ!1)悧烹汝、 1< 立V‘roo•C l て

炉終ぐがfづ賛,, ~兇羞レ T< 。 レ l1‘ るドヘ＇）ウム中 lス炭量1/1峰隻素と令t、キャリ了力｀ス（酸

索今Ji..始。～ 応ヽ気iJ:_)な 4 L‘ うど I f./)が¢ / 990•¢ わよびや z/)が¢ド加焦 5 がfて舒今

,, ;:.... " YJ比ウランおよび 1:JllつウJt.ウラソ 9‘ヽ ｀沈羞レ 1又 この現象↑ iむ月として次＂二つか‘9

芳えらがる．

I) I企'ii'9 1ヒウラン I' 政素が｀反穴‘して，斎衷夜、 1↑祗し｀， ~ j- 1'1'派気Ji_ <J>、も V Vスー 1が゜z の比

合 9勿＆珪成レ．：て， 4IJ/C, 300°c およv-·:z.IJO.'t I' ヵP 殺マドド舒今士で｀秒動レ， 4威¢ノお

ょ松辺沙 I" ヵ疇 3 が戸舒今て｀● ::.の］這物が今餌レて， 三ヨゥ］ヒウヲツわよが｀四ヨウ｝ヒウ

ラン E む戌レfく． 心t el.2 + JO2 

a. Ultf十-8 0.z―→ cuxII°..<: 
gI/1, + ~1.. +).〇z

Z) 111:1'31 i) }ヒウランが｀酸素ど又式ヽ•して鹸比ウラシと 1 ぅ元素t生成す~. このヨゥ未t‘‘‘

ネ反灸‘の田ヨゥ 1-1::.ウラァど反穴｀して UI 'I- +x の］と合物と歩成レて朽勅レ， 49tJt,ラ0(l゜C ~ 

よび｀辺心（て加緑マがf淳｝今て、今胡 V て乙づウJヒウランおよひ＊回ぅゥ lヒウランを吐咲レ

f"-。

3Ul･ 十 //-Oz ―—→ (J30, + 61z ~d(//« + どム

a l/Iダ ＋在 ) c l/IクナX
/ 
＼辺］，＋ 91.z

Z) に示しfミ汲就な碓ヵ‘め~ f'-ダ）氏 1-rD'!l 9 比ウラブどづゥ未の反式、ドつ V て庇羨し区

すヰわち 1四ヨウ｝ヒウランもつめ T文上祁 I'- ョゥ素元素を迂3，州比レf'-ヘりウム屯キャ！）ア

ガ‘‘ス 1 て（利いて戻験 8 行杯っ戸． その粒果匂゜¢ド加熱マが 1丸舒今 Iて三 3 ゥ狂．ウヲ乞

ioot lて加熱マがf消り lて 1、つぅ）ヒウランが呪羞レ 1-... この哀、検佳果 b‘ らぶ涵」口おいて

(JIザ X 'II ~ヒ喀約" 1ヒ合約が存たする:.. e が‘}月ら b‘ と↑f. ? 1'-o 
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3A47 知気化物形イオン文検樹靡清い放射1出訊い拳勁

波阪研 ゜戎利吠、）］）柳辛，伊双正叉

且

水盗液中に在在t J放射性枝捏の哨東 1こ従末し・っとtふヽ？j)'淵＼‘｝ Jll て、、 3 の I令．欽

ア 1レミ＝汀ム年，l ）K 蔽化物共沈法と、朗、鈴子，，瓜訊物共沈法であ＇）、 ＼ヽi'1)L i,すぐ 1\l れ方

j玄である力＼｀ 》董の試）K 災理 1：躁羨炊あ 3 。 とくド、海）K ぺ河）1l 水セ対衷として涙兌万紫

の祝杢J可兒とお、こな）とさ｀ し 1tしは‘k 朱推セ処理する少与如あ＇）、 3 れ迅立て•筒i更り揮

某方）玄力1" 旱求t 1/L 3 ので＼戻未，，方i友i: i\'3 へ｀さ方法が旅マ棟計~ I~ て、、る。 わJlL わ 4 し lt

克i、 r易ィオゾ文界崩脂炭由 1: 妹＂加）卜か餌土奴物t士戎せしめ七水取但欽蜀ィオン文挟腐

〗情か．． 上託月的 I' 這L した捕農詞で•あ 3 ことセ報告しセ（ナ 7 回放射化浩計蹄公）が、 河材な方

ぇ勾で条謹全屈斌化初肪イオン文莉樹肝旨t iF 製し、 そ，lしぅ樹脱.,,対す 3 代素的な枝介提生

成功、／叫~,MC.,”図吃r/ 9芯年0)'ぃ菟挙勤tもヒめ、捕泉和I ioして 4 可能 I悴ヒ枝計しれ．同
時 Iヽ茶拉今屈さ担体ヒして用、、て厖t化功告沈点でt浣験とお•こな、ヽ此敦棟討 v h 。

史
（企反応ヒ初而イ六・ノ文将腐肝q 1乍剰 OH 荀 1,. i'Ii Do四x 1 XI? (幻～ /00, さfl. IさfOO~200 メッ吟）

t盆色摩化ァンモニウム，旗化｝j<.寺年で舵方りさ七、｀てイナウ而 1- し、 ミ 1Iし/<必牌企ゑ. j繋手

浴液セ加え加遥してん屈応し加さ生成七しめ T'性 It,f 3 告で水沈t a. jた 1ぶ H 討 I：しれ

Do皿切w)( gセふ狸企屈訊 l.- i k りtミJIL Iこ双化）ド店、チオァ七卜了ミド，苺色成化アン

モニ汀ム竿セ 1乍用させて企雇罪；iヒ初t生戎七しめて 1乍隈しれ。全屋、 1さ入手し K すく、 か、つ

庫化初と生じやす、、も＂セ 9 政河ヽ‘れか’’、 こ l)lら合屈症化加訪イナン文採樹稲 I古ヽヽ，，•水t

t ,1しt" 1)L a 康化加ヒ同杯q色謂と呈し、 t ~ I恰窟も莉似して、、J.

（汰辟殊液＂詞製） 池水 1, トレーすー7: J - 1V の’℃、 /9己、 /0、知， 9乞唸r t加え炭敢ナ｝’/ウム，

7 ̀／モニア）I<茅~て・種ての社に詞整t'. 海）ドヅ、外 1: t、 、淀溜）ド、埠照，苅扱セ用、、て漢験

さ h こ＇:i:.,れ． 用、、れ放奸桂枝棟 If.少字 Iこたし迪苔 l Al::.浮史茸とお、こオヽ‘r 煤ス'\. 7 トロ

jトリード,l:')放肝化荏的 r- 純秤プものであうこしセfc iかめれ。 ）レ T ＝ウム 1こ、'‘‘て Ii

t ＂化浮的界葛＂牧雅，悼から、 とく 1ミ＝三の化 1ぎ経： ＂も n につ、、てゑ々の手哀ヵt v シヘ＂れ．

（操作）咬着の基羨ァーグ 1古）＼ーツチ法 lヽよリiとめ.... すな巾り、 fOO .,,.,Q,茶首の井桧三負フ

プスコ 1 ―` to4 ＂幻朴が液セ入れ、 ~ J)L I: 0、tー『の只乾しれ条捏今屈双，1ヒ初酌イナン文持坑廂

と加え）ぶ＇）よ七•,,. ー史叶河欣 I: JK 沫液~寸より 9 1 4..,—っt.')七••して、7 エ IV 9 イ 7゜シンナレ

ージ，，プカウソyーで笈射餓t鬼'1 足 v 、 iJ:じめ 1: 加えれ放肘，淮松搾り浅度より汁算· I て吸

着予七求めれ． jれ. Iヽーツナ法で 1手ね叶果t, t l, I•. I て h ラム鬼て b 亥疎セお・こ，cF，れ．

応直共沈鬼は袂料店痰 I< 饂坪-. L て，，ふ拉今ゑ水寿炭t加え、旗化）卜素、 チナ了セト

了ミ r 竿セ作用させ加温してん屈、莉化切t生成せi /1J,. 庁液、およI}.ーぅ七朕の放紆骰t ；問足
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して各樟謹：の捕菓平ともとめ虹

且玉
バッf j玄で祷 91IL れ袢累 Iなー波 I：庶化抑共沈戌の兆冷 e ]可祢の傾向セ示しt,,. ずなわぢ、

共 1"- 初丼；七ぅ支り埠 1キ. iてレ lオ‘し 1が頂、、 5 1Jし 3 綱翡 ズス｀年＂．；；免化物『うイオン文換掛罪

／令海水中，，， m，’'知， 9 ｛-Z卜と定童的 Iこ・吸鬼t 3 研‘'迄唸~ 1, 甘して 1t t n fヵ累がな、ヽ。拭‘井疹

炭ド羞洛）k, 泣跛、｝『取セ用、、れ叶も｝沢松切共ぅた法と同祢の傾向に元す。 こ）jL }ん底庫化

均而イカン文袴粒噴/f粒 1Jk でとり才反、、々す＜、 ；；免 1<- 篇J共尤戎ドよ•1t ~比路様 1F t liふさ迅

逗］：塙集す a ことがでさ 3 。 }れ、 目的 l・文，じて｝ッジュ数t期酔できi ＂で力 9 ム戎に

ょ 3 9 菌災鯉 1, も逸して、、 3 。 宦f栖の海水 I` >ついてt業舟· l守塙ォドお，、て井：取 L t roo ム

海水t現奨でカラム史翠し旅叶t加7- t.' 吸着しに r ゃ泉祁：外 1生蒻直 Iこ、フ 9‘ て It排棄仇亙 5

I' 樹脂井J ＂が媒スやJ f Iレt測足す 3 こと 1、より迅逹 Iヽ検去之蓮｀す 3 さヒが可能であ 3 ? 

3 れ、 Jlく酪化株肪イカン支娩樹脂ヵ、似性栂瑛で不与足であ＇）、直汀悴団が界 5 ,1L 3 ＂ド

甘I/ヽ 令辰旗化物形イオン文揉樹罪 I古t ,IL r dL の令辰康化初と同枯な佳噴t有す 3 h め、

冷屈のオ童粒包直当に文らへ Iが、酋笈、店維塚＇かうア IV 力り’声雌塚．かなり広、、義回ドわれ，て

束森液乎の放併1全技饉。堺稟ド利用す 3 こヒができ 3 ー まセ、 このこと 1r 汲兎しゎ該謹の

介難介杵セ甘的"- t a "-さ）ド扱化株筍イカン文検壻〗旨 1, J;I:.レ謹々の寿扉-Jlj t使用でさ a の

で、 この〗面へ＾炉1 河t打舟で、さよう。 '- •.. tcめ I'- It菟放肝，仕粒雅： ＂’文棗機構と知i心学

があり限穀原叶 E 、、う、ヽぅ度えて検討t加えtc.
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3A48 幻西アクたド這、しランタニト•'元気の錯塩形成つ差尾につヽ）て。

東、四屋•双
スト·， 7未 lしムエ大 閃れいし走

三価アク今ニド＇元殺とランJ-"'-ト元棗の化・学的性質 rJ 1司げ、9がの内部て｀tすた一つつ

糸列祠い.. t柏めて穀似してあ＇）．｛の令饂Iすー蟄 Iこオもあて困難1•• ある。 このたのこれシ
叩オンのう麟各液からfo 々のイオン匂令紐す苔 T.:. のに 1す，通学(I)，アクチードイオン公

休とランクードイオンから介喉正し． 0）各々の1、列内のイオン乙相互今鍍する，の二つのフ°

ウセス刀喝Ij々 lこ筍刀われ、7.りる。

この目的のためにげこれシそイオンの錯せ孟の行 91Jと&<.知苔汝喀かあるふ—．本五i汽_,1す
I) 

ささ 1-:. 洛表した各在寺レート刺 1-:. げ Am3tと丘ざの滋媒抽払分喘経ぅと、の役討 に引 2糸とさ，

和距夜中における三価アクチ＝ドイオンとラン 1..:::... ドイオンの錯温形成lこつ、 r頃叫し T::.

tの 1’• ある。

令迄錯•イオンの形成の測定け企ゑキレー1-の.=...祖 1司令釈滋ば｀5訂 0` われ．ランJ;....ドイ

オンヒし--i 11, 幻加の最初，中央あ•}び巌媒か5, La3t E左ム宍もヒ'),アク今;:::...I-••4'

インしし-i, Iす．配tに対応すう AIll.げこ丸らんお。 1 た斜if3 代り1/'・ント•、とし 1 11. so4竺

(COO):—, 幻， SCN―とんらんだか．これ 11破殿か二れらのう屯殿＆遠研する？染狛そ広く l刊

11 られつ二し， シュウ峻吋二れ 5 イオンとれゾフ金ゞ社1イオン才‘ら介喉止するための充辰史剖とし

1 印）られつ:::..と 1::.. tる。打：：ば e scN ― lす，三価ァ？チ..:::...ドとラングードから介紐す

るため l::.. 昆t泊効Tif'アクチ.=...ドの温、東錯イオンあヽ｝ひ・・チオシアン鐸イオンの冷イオン之

扱樹脂への＂ふ羞私乙史に検対するためにもらんだ•O

知和こt~紬イオンの年足皮定数の測淀、つ冷、直m足の通り 7•ある。

ある三価の金社、イオン 1—水相からキレート録溢として有康相に抽出されつ反cの平衡

定牧1す，測走可能ぃ蚤7" あ忍企忌炉迪 I司令麒比，D, ~町）ると次の｝うに表わさい。

D= [M （叩〕も叫，0万I(M (I[)]いt~,ai, (I> 

M3日）十 3HA(O'\が字 MA3(OT -t 3 げ(at) (2) 

K。 =([MA凸/[M町）・[H+J3[1-JAJ~分＝ DLげJ3 [HAJ;, (3) 

しかるに大相中にわ 1, -z. M3t ~羞祁戌リオンド Lt-と鈍イオンと昭成すると

副＋れl£—~ M~~11~ (4). f~== (ML戸］／（M＂]筵］rt. (5) 

K=D 徊J3 [J.J A]―う＝ ｛［MA3J。1/(1\1町（ I+ 翠伽LL1-]")}• [H輝A]。~ (6) 

11'i, I:. t3)式のし‘- ti),存在しn,）ヒさの分記疋冴迂 (6)式'1) k て．．わ~ k,. 

知／k == l +江 [L.e.-]ll (7) 

虹j'. I) くつ 3の [L←]の価ヒ江に対応する Dのイms('7)式 1ゴり伽と計算T｀さる。

，燻げ泌゜の•ほ諷応••~1n ゎii\.，臼 I~ 迪塩禿殿ナトリウム 1-::..} `)‘足イオン強度i塁
とし．仄射性I-しーサー／心以J 952ttS4且＂訟、認IAれ，と町）て介飢比と測定 lT二．袖出
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判とし---C. 11 加皿炉加炉四a五五 CTTA) ある喝谷に 1す必如ふ西ぬq求心(DBP) f.印） rこ。尚
八の場令，加釈i凶恥中に加にが注町心な(TBP) fr.遁匹也心心如ザに恥立と加したが
ニれ 11 し）か為 S炉乎叶J I乙t..,て金函叩介鼠比口高めると□ 1こ．オ蛉ヤし一げII

に戸締イオンが木相中に形成さ札ること匂奴••日的1刃Tiわれ r.:. tのてあ a.

町3 成リカ＂ンド#) i農朕というりぅ知し:'iit.. T:. k.さの介配比t')分配定数·乙求め (7瓜 1こ

す 1) 屋吐計算しt疋．散終約 I ::..11 高速拭をいt集脹と町）殺＇1、二起印コ『って文映：1釦コ哀

t直令す釘直む丈定し r::.. 。合も果げ下記の直り 1ある。

o~ala te Su{fate “bri必 邸c3a叫e
J。nic me4iu.れ / M NaCI04 IM NaClO4 4M NaCl04 5M NaCIO4 

臼3t :] 和 4．祝6 士0,11 J ,45 士 0.07 -0.22土 0.1 1 0.21/-士 0.06

釦 7,85土0.12 2.46 士 0.08 -0,64士 o.II (<-0.62) 

b1 必 10．が［土 0,'1 1 -0.73 士0.12

瞑t
何炉 4.1'7 士0,10 1,54土 0.06 -0./5:t.0,/0 0.32土 0.09

何j3ュ 8.'72土 o.o, 2.69 士 0.05 -0,'72土0.1 '7 ~-0.1 (<O. 25) 

勺笈3 11.39 土 O.I~ -0.36土0.15

Lu3+ 旦 /31 5.11 士 0.08 /.29土 0.':23 -o.35士0.0'7 o.45土0.09

炉 q ,18 土 o.I? ~,.q c<2、年） -0.5吐0.05~-l.3(<--0.06)

厨J33 12.79 土 0.08 3.36:io.18 -0.14士 0.'23

A対十
ご 戸I 4.63 土0,08 1,5'7士 0.09 -0.IS土0{)7 0. '85土 0.05

旦3 8.'35土 o.oq 2.66土o.08 -o.69 土0.10

何炒3 / 1.15士 0.0'1 0ふ5土0.15

竺笈4 o.oは0.15

これら □げ、と幸約す召と （り Let,四』丘(1[)，以血）の儲イオンの守定底 lcfをの元見

の噸｀．と数の哨7Jo 1 T;;,, I-"/ イオン半歪つ戒少と学に頬g』 0加i l刃舒、かあ否と 11 りと乃 I) 。(ii)

A叫直）の底イオン 11 SCN 錨イオンと殊 9) て丘（111.）鈍イオンと{ <.似か｝~ 0 (iii) 4種類の

リ1J’｀ント.. I:. { 3 腿知む定哀 1す。.ra{ate> sulfa te> 邸c;anate>凶loricle の 11(知'9 乱＇少する。 UV)

ア？今＝卜••イオン 11 虔t品酸l f=-11 チオシアン温容及鯰応ォン又揆樹詣に鳴羞 L "1ラン

? ＝ドtり分紹さ礼るか．すい、錨注イオン 11 高i豊区て．のケ庄ずるのに反し．チオシアン錨

松イオン 11 J:..が農厄勺乞囲7,••生じ．加（皿）と区（皿）の飴歯明成の差覆 11 蒻菜 7あ忍

1). 丁． Se.ki ne 邸凶 D.DJrssen ; 1a{1:1n fa 11 J'6 7 (I邪4-)
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3A49 
ァIV ※ )V雄醸叶）ウムの 7包 K よ 5

杖的能汚釘余去

し呼,iかいざた，放

71＜中のィ＊ソ：：~:~;司：門オか勺，閲言は：：乞脊9□97t.:;fけで；：．．｀：二：
射恨秀李fな去の . flc砧0~: 棧堪 I＜肉しt ●●;.ジ IV i這ナf- 'I ウム， SDS;
研究村があ ·,1 ，と1...'ーね1 IV口ヤトリウム（トア ~H'S) E か，を
~:-:1臼紐神I ンし..,_ 3 種のア IV ぺ —••ジ IV 叫トリウム、

テトラテ｀シ塁探面ふ笈： ： 1：7c：ム，，，、ここ、1` :1: T f，晶庫の吼危知ft碑立す'-,~·:』イ
’ラ包 9つ上’ ..., "と料叶た。 1 f̀ / t豆名作的紐（ A) 中，一

ャ：も：門：及：こ口芦亡： ：：：及急 e "わ乙ぅ．ィ•： ／ーtスロ：：
門；： NここF液活 11(、:;̀[] 1ぷ二：錫｀｀［めょば
：、（：）のぺぺ`］オンの量と孜紺賃もの秀I足＇クよリ求めう｀

九大予里

佐田像勝・師升義清 0 枯浦良平

隈 I. 測走澪置

C
,
D
 拌奴管（唇 9150 cm．畔I.(,cn)

B 

喉治噌（釦i m，畔 I cm) 
A 
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知ヒと比色ぅ玄手f,.. /1/- レーサーラ広 I- J-,I表‘めた．

もとゥ殊夜中り金属ィオン，，管,-- r-すす 3 シ包によ，！湮 Iずかた金偏イオン。党 E pな考卑tす

か lす＂‘ ::.U'- I 'f;存命Itり制，つつい 1 t "潔／斐、金偽イオン＃度 p H 、他＂金4局ィオンの存在

芹'--よ ’I 影署さ，愛 I↑う。まず他の知T t同一，＝しだ.._.t' 念件肴l のう序虔，ーよ 3 度化 l1 ， 役］

2,く一叫t手すJう、＝、 ,~4't和I "Jミセ IV 形成悌界ぅ度度（ CHe ），＝ふ. "'7 確考絆/7ヽ｀拉六ヒ

りぅ＿ こ'> CM  C,-- ふ vヽ"t. 3 粍の茄Iトロ脊I~ 比較す/Jlt- lず・ 「な武年 11 SD S > ST  S > 5 11 S • 

硯,-- t, 'I, 鍔の｛っヽt粒.J' SDS ヵこしつ~ t有劫 L9• あう，ンt、で金尾ィオン＂塘復 I f， ぅ

す v‘l1 ビ．f年i 11 有勃'--イ了りわ此 3 か:. こo!t,-- 11 ;包＂立す々す？や、 て 3 r--ぅ包，，名庄度ヵこ 1月

i和レ-r-:.r-J. Cs..-.,r豆 I1 S12+" f鯰,-- <,;ペてが竹 1 甦の。他の金彪イオンぷ庄行すう

喝令 I-- 91 ．迄,f→l'<. 子釦t., f盈とっく 3 イオンか確広卑と位葬しヤ丁ゾカ、 At”々 B e. 2 ヤ

11 h‘ たっぺ確広争t t脅/J(/オ<:!::. 3 混令り',, l "I,{乍用 If特襄的乙••あ a. pH "'彰客，-·つぃ 1

It, ア＇レカ,,,i't.,·· !ff,.._ fな広努ヵ； r < q a tい 1 ＄呑愛，1 得¢比竹わ｀った。あしラ弓頂此，ーふ·

ゾ 1 も，，，、も I...,.. rな去科をギえ 3 約念ャ、あ 3 、J,•L j::... ＂実験祐烹と認令 L ・佳叙ィオン，ぅ包

Iクよ 3 翌ね唆 I二 1日し 1 究瞼 91先告と試サに") "t.-, t 9 、¢呑界につの 1 籾告す 3 ｷ 

叩 STS のラ包心~ sげt-の F会去

s戸喀度： I. 0 3 x I◊-5 mot /,R. 

湛度： 40 ゜ c
l00 

qo 

ヘgo

ゞ、 70
ヽ

mt- 60 

虹 50 

恕 40
30 

20 

l0 

゜ ゜

CMC 
ヶ
芸
”
令
介
令

7
0
3仰
2
0
1
0
5

2
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STS 濃度（ I0-3moi.P_/ f.) 
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呻f..J犬・埋、

金展表、和6)故討化学的研児

o 砲原迩朗 和 1サ｀r吾朗加嵌梵美

犀崎 叙殆，．T) 湘堺伸哨 1こおいt泊．ヒ1)於今欠隔疇霞ヽ．i） 1しな合::, LIふ吾 Lくぶ号<’及

・（C I:. っさ碓n‘ りたし史知霞P とす）と藍匁）I↓故ピ I4 夫々 2OO-33c\Tv とす）と知—crgB & f)の

謬叶熊炉‘•1＜甕なまセが消tる：）一輝炉釘鱈下が氏と芥．ら払＿くて‘‘忍る事 b‘ ら治 1生が｀
P と 5 1こ起 l月 L.::.. れらが｀ーが生中心と埠えな 欠隠ご｀とに収洋宅 1戸・5 ぶい祓毒(::..龍易があ

砂8oc ぐヶオフエンを坑 1こか‘す L P r, 1 板月と―、:'の汁ガ｀収令I..紬組釘生と応。さら(::.孫し1...
炉q-- Iレ（•9 国） 1 つの P(gと）。 B と Iが直媒として拐＜反応遣嵌が・ちがぅ）と D の 1 覧□

嘉度為する：）これ却疇ぼオートラじ｀オグラフ法と紐含せ祖虞、夜配｀反応や吸着が均ー(::.包
こる b) が生反のサて●｀起こるか娑l吃虔 9iど｀んる使鵡かを次虎 l えた例を次(;;.のべ‘るe

化埠イ仁用 DI杓心J S とQl,4豆と仇疇燐
Q悌む瑾い知唱のうち P這湛以下か）l 之ろのて含,;t.D 研を素える．臨 l たなク
鐸 I~燒さな旦 Iこいが豆知頃か麟電力S)ら、野伽測足がら求められる(L 喝）．

沖 1 I囲 伍の吻混あ‘ぶび‘＄との 一方い巧試料2!.. IS巧｀唸を含むS 叫麟並気

邸性磯さなましによる 、;:_, ~まった誓らし (1ランス5'ac匂製の究を
認（湖ms 鰭俵にあてる疇紛 含t s のベン£‘ン潔淡（0． 2洲匂“)の1釦畑

丑’のガ｀うスび｀ん中這 l て羨痢釦＇汀羨会社
漿 ET- .2.E 放射絣遊板と重叔 34飲現像し乾
の瀑こがぅ位と綽認 l た唸 IL たがって s"' 規

を知気 D "J消える石 1,t.如—ゃん＇ ~15 s,こ

町る反お注1i 3ぷ況さるまして麟l.で）

る。そこ·{ ij..fk-,叶碑9 い塚＇．息ると臼ぺ

丸 怜（竹町） I4 もが｀ 2.20 -3年',一方必

:!-L た手、の放秤Iよ S とふれたの 5 オートラジ

オグ｀ラフにあら堡ぺさと与之るか函‘紅ぶ

露逸きる 1 した該料Iふかかを与えか）。

するわぢ D 紅鐸遺料IJ似釦立5 と北合りJ·、J,fげ疇とるの I＆藍釦？元端のけて．、

ある。そ l てこれう心‘)A?•‘濾縣のが底極し一蚊するわ 11 て•あみ。
NL .t.nH約ク麟疇パ‘｀ゐ喝枡

心
金紅の片のイ心疇ぉょ仄それに 4 う水素ィt反応 I::.. 唯).t..の生界4- I:,°'平噂にあすかると

疇土応疇勺し）がしれIも相苔祁晰を含んて．． l) う恣れがある。（襄附りとする＇癸験が非

弗ヽこ災玲、::..砕逍死塩屋と）乳，ぅてなされて ll たリして） 坑板など犬均刃方のなf 6'1環＾＇乾

列をし幻釘｀j. Iぶぅにある物釦炉瘤穿心／ぶあり（：：．つ 9) て吸着を訂すれIぷ｀次足的純誨とえ 1易

XJ
 

里
g

←芥一ぅ

妥r

熱彩

知反庭性
。 200 やO - 600 

競怯知駿
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l) が I移恙唸も1諷 Iこ少る（）のて';,Jヽつうり方法、遺之す‘・ 放射没碍 (T) を外羞さ屯ォート

ぅジオグ｀う）法て足岨すうこと、 L た。バ麟圧延 Lた板、と逸易る建き呑手し交液寄 I二よ
J虹）的責旦 Iiい贔疇疇を少党，1)TH £念も□（がりのI/2沖，：：鯰直着し
認日おいたのぢ現像して滉さを灰べた（が＇サ）。姜さ Iふ化学。凡為 L た丁）心ぇれ如 Wん」5 外為

o.'1 

o.6 

黒さ ふ＾r.m ＾IJエ＾ U n1I.虻 した TH) M況紅如反のすさ寸ーの気租，ヤ11)ずけ和叫璽虹板nH 吸層
量り船遠まし 1二よる

祀し

C--0-0- • 

ti)放射慨の斐戸｀あるか；さ l) ご｀の咳 lふ他呪

て、さる。

a) 煉さな手 L の籾析．—忍応知゜が所き呑

＃すと喰蒲号が痕互紅履i賛t右11)漁
の

戌叫 Nい）中秘ヽむ知ら呑ll)v初小褻

Wa叫疇党ヽi釦炉）がら結舶繹l”
§ぺっとゎげて．．万におけi9 pの消知 I司

1打て••あるがらp.t_、こ代、翌吟沿 して l l そこ．

oO  と（こなる． セう＇こ、わ瀑の万ぷli D ぷ消えて

0 や0. 800 、
も 1吸辮蔓ti不虔‘て•` D .t. 9二 liけのイパ澤紅ょ

焼峠まし遥足 知らぬことを示り。
b)祗羞の彩智羞む認゜て..2!!, l て表r① tきれ() I::. L た心板を｛祝0° て••4オフエン禎善 L

て n を消うと労羞 6｀疲｀九もうに麻液ぷ4-- Iし祁毒て,• P1..し込を消すと吸為咀 b`ーーそう疫｀る，すな

わち H の応.t...のイロ習吸着 1ふ月と P:z.. -t..•行を＊心）これ［i紺盤］渇漉中心りあるtのと一致こ

すか。
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